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無
準
師
範
「
板
渡
し
の
墨
蹟
」「
徳
敷
の
円
爾
宛
て
尺
牘
」 

「
山
門
疏
」
の
再
考
察

芳
澤
勝
弘

　

俗
に
「
板
渡
し
の
墨
蹟
」
と
よ
ば
れ
る
無
準
師
範
の
円
爾
宛
て
尺
牘
の
墨
蹟
が
あ
る
。
こ
れ
と
同
時
に
日
本
に
将
来
さ
れ
た

の
が
「
徳
敷
の
円
爾
宛
尺
牘
」
と
、
い
わ
ゆ
る
「
山
門
疏
」
と
よ
ば
れ
る
、
二
つ
の
墨
蹟
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
墨
蹟
は
、
こ

れ
ら
が
書
か
れ
た
時
代
よ
り
も
の
ち
に
、
日
本
で
始
ま
っ
た
茶
の
湯
に
お
け
る
掛
け
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
来
た
歴
史
が
あ
る
。

こ
の
墨
蹟
が
現
在
と
も
に
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

　

一
方
で
こ
の
三
つ
の
墨
蹟
は
、
日
本
と
中
国
と
の
文
化
交
流
に
お
け
る
重
要
な
事
跡
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
無
準

師
範
が
住
す
る
径
山
万
寿
寺
が
火
災
に
あ
っ
た
と
き
、
径
山
で
無
準
に
つ
い
て
学
ん
だ
東
福
寺
開
山
の
聖
一
国
師
（
円
爾
）
が
、

日
本
か
ら
復
興
の
た
め
の
材
千
枚
を
送
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
墨
蹟
に
は
そ
の
こ
と
に
関
す
る
記
事
が
含
ま
れ
て

い
る
。

　

後
者
の
視
点
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
墨
蹟
を
「
歴
史
文
書
」
と
し
て
よ
む
こ
と
を
、
つ
と
に
提
唱
し
た
の
は
西
尾
賢
隆
氏
で

あ
る
。
氏
は
旧
来
の
読
み
の
誤
り
を
訂
し
、
日
中
禅
宗
の
交
流
と
い
う
文
脈
の
中
に
、
こ
の
「
歴
史
文
書
」
を
位
置
づ
け
た

（
西
尾
賢
隆
『
中
世
禅
僧
の
墨
蹟
と
日
中
交
流
』、
二
〇
一
一
年
、
吉
川
弘
文
館
）。
茶
の
湯
文
化
で
珍
重
さ
れ
る
墨
蹟
美
術
と
い
う
枠

か
ら
解
放
し
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
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旧
来
の
読
み
は
訂
正
さ
れ
、
新
し
い
解
釈
が
提
示
さ
れ
た
が
、
な
お
未
決
事
項
が
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
の
目
的
は

そ
れ
ら
の
解
明
に
あ
る
。
字
が
正
し
く
書
か
れ
て
い
る
か
、
正
し
く
読
め
て
い
る
か
、
正
し
く
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う

検
証
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
検
証
に
よ
っ
て
至
っ
た
結
論
は
、
無
準
の
「
板
渡
し
の
墨
蹟
」
と
「
徳
敷
の
円
爾
宛
尺
牘
」
と
は
、

本
人
の
真
筆
で
は
な
く
写
し
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
写
し
」
は
茶
の
湯
文
化
の
隆
盛
の
な
か
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
こ
と
は
江
月
宗
玩
の
『
墨
蹟

之
冩
』
と
い
う
膨
大
な
史
料
群
の
中
に
数
多
く
記
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。「
写
し
」
そ
の
も
の
も
、
い
わ
ば
日
本
文
化
の

一
端
と
し
て
と
ら
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
稿
を
あ
ら
た
め
て
考

証
し
て
み
た
い
。

　

写
し
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
歴
史
文
書
の
重
要
性
と
貴
重
性
は
い
さ
さ
か
も
減
ず
る
こ
と
は
な
い
。
よ
く
ぞ
こ
の
よ
う
な
写

し
が
残
っ
た
も
の
だ
と
さ
え
思
う
。
殊
に
「
徳
敷
墨
蹟
」
は
「
板
渡
し
」
の
裏
事
情
を
生
々
し
く
伝
え
る
第
一
級
の
情
報
を
含

ん
で
い
る
。
史
料
は
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
精
密
に
読
ま
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
い
さ
さ
か
精
読
を
試
み
、
そ
の
一

端
を
示
し
、
大
方
の
ご
批
判
を
仰
ぐ
も
の
で
あ
る
。

︻
一
︼「
板
渡
し
の
墨
蹟
」︵
無
準
師
範
の
円
爾
宛
て
尺
牘
︶

　

こ
の
墨
蹟
は
か
つ
て
、
大
名
茶
人
の
松
平
不
昧
公
（
治
郷
。
一
七
五
一
～
一
八
一
八
）
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
。
不
昧
公
以
前
に
も
所
蔵
の
移
転
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
戦
前
に
松
平
家
か
ら
国
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
東
京
国
立
博
物

館
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
全
体
を
三
つ
に
わ
け
て
、
翻
刻
、
訓
読
、
現
代
語
訳
、
そ
し
て
注
を
く
わ
え
る
。
原
本
の
誤
写
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と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
、
正
し
い
も
の
を
《　

》
で
補
い
、
脱
字
は
（　

）
で
補
っ
た
。
ま
た
、
引
用
文
中

で
筆
者
が
つ
け
た
注
は
（
＝　

）
と
表
記
し
た
。

　

こ
の
尺
牘
の
写
真
は
、
国
立
文
化
財
機
構
の
Ｈ
Ｐ
「
ｅ
國
寳
」https://em

useum
.nich.go.jp

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
一
︱
一
﹈

師
範
和
南
手
白
日
本
承
天
堂
頭
長
老
。
維
時
隆
暑
、
緬
惟
、
道
体
安
隠
。
去
秋
初
、
能
上
人
来
、
收
書
、
且
知
住
持
有
︽
為
︾

況
、
老
懐
慰
喜
。
又
荷
遠
念
、
山
門
興
復
重
大
、
特
化
千
板
為
助
。
良
感
道
義
。
不
謂
、
巨
舟
之
来
。
為
風
濤
所
鼓
、
其
同
宗

者
多
有
所
失
。
此
舟
幸
得
泊
華
亭
。

師し

範は
ん

、
和お

南な

し
て
手
づ
か
ら
日
本
承

じ
ょ
う
て
ん天

堂ど
う
ち
ょ
う

頭
長
老
に
白も

う

す
。
維こ

れ
時
隆り

ゅ
う
し
ょ暑

、
緬は

る

か
に
惟お

も
んみ

る
に
、
道ど

う

体た
い

安あ
ん

穏の
ん

な
り
や
。
去き

ょ

秋し
ゅ
うの

初
め
、
能の

う

上
人
来
た
っ
て
、
書
を
收
め
、
且
つ
住
持
の
為い

き
ょ
う況

を
知
り
、
老ろ

う

懐か
い

慰い

喜き

せ

り
。
又
た
遠お

ん

念ね
ん

を
荷こ

う
むっ

て
、
山
門
の
興こ

う

復ふ
く

重じ
ゅ
う
だ
い

大
な
る
に
、
特
に
千
板
を
化け

し
て
助じ

ょ

を
為な

せ
り
。
良ま

こ
とに

道ど
う

義ぎ

に

感
ず
。
謂お

も

わ
ざ
り
き
、
巨き

ょ

舟し
ゅ
うの

来
た
ら
ん
と
は
。
風ふ

う

濤と
う

の
為
に
鼓う

た
れ
、
其
の
同ど

う
し
ゅ
う

宗
の
者
、
多
く
は
失
わ
る

る
有
る
に
、
此
の
舟
は
幸
い
に
華か

亭て
い

に
泊は

く

す
る
こ
と
を
得
た
り
。

〈
訳
〉

　

師
範
、
合
掌
礼
拝
し
て
自
ら
書
簡
で
日
本
国
承
天
寺
和
尚
に
申
し
上
げ
ま
す
。
時
下
、
盛
暑
の
候
、
遥
か
な
地
か
ら
、
和
尚

の
健
康
な
る
こ
と
を
念
じ
あ
げ
ま
す
、
お
元
気
の
こ
と
と
拝
察
し
ま
す
。
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去
年
の
秋
初
め
、
能
上
人
が
来
ら
れ
て
、
あ
な
た
か
ら
の
書
簡
を
拝
受
し
、
あ
な
た
が
承
天
寺
で
仏
法
護
持
興
隆
を
な
さ
っ

て
い
る
現
況
を
知
り
、
嬉
し
く
存
じ
ま
し
た
。
ま
た
遥
か
遠
方
よ
り
思
い
や
り
を
頂
戴
し
、
当
寺
復
興
の
重
大
事
業
の
と
き
に
、

特
に
千
枚
の
板
を
ご
寄
付
下
さ
り
援
助
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
仏
道
へ
の
深
い
思
い
に
感
動
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
か
（
遠
く
離
れ
た
日
本
か
ら
材
木
を
積
ん
だ
）
巨
船
が
来
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
風
や
浪
に
打
た
れ
て
、
多
く
の
仲

間
が
命
を
失
う
こ
と
が
多
々
あ
る
の
に
、
こ
の
船
は
幸
い
に
も
華
亭
に
着
き
停
泊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○�

和
南
＝
梵
語
の
ヲ
ナ
。
合
掌
礼
拝
。『
翻
訳
名
義
集
』
に
「
槃
那
寐
。
或
い
は
槃
談
と
名
づ
く
。
訛
し
て
和
南
と
云
う
。
皆

な
我
れ
礼
す
と
飜
す
」。『
行
事
鈔
』
僧
像
致
敬
篇
に
、「
四
分
に
、
上
座
の
前
に
至
っ
て
、
革
屣
を
脱
し
て
右
肩
を
偏
袒
し
、

合
掌
し
て
両
足
を
執
っ
て
、
我
が
和
南

0

0

す
と
云
っ
て
礼
を
作
す
べ
し
」。

○�

手
白
＝
「
手
」
は
、
自
ら
の
手
で
書
く
こ
と
。
直
筆
の
書
簡
を
「
手
柬
」「
手
函
」「
手
翰
」
な
ど
と
い
う
。
和
語
で
「
て
づ

か
ら
」、「
他
人
に
さ
せ
な
い
で
、
直
接
自
分
の
手
を
く
だ
し
て
す
る
さ
ま
を
い
う
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。

○�

維
時
隆
暑
＝
「
隆
暑
」
は
盛
暑
。
蘇
軾
「
蔡
景
繁
に
与
う
」
十
四

首
の
二
に
「
近
ご
ろ
書
を
奉
る
、
想
う
に
必
ず
達
せ
ん
。
比こ

の
ご
ろ日

、

不い
ぶ
か
し審

、
茲こ

の
隆
暑

0

0

を
履へ

て
尊そ

ん

体た
い

何い
か
ん如

（
近
奉
書
、
想
必
達
。
比
日
、

不
審
履
茲
隆
暑

0

0

、
尊
体
何
如
）」。「
隆
」
字
、
塗
り
重
ね
た
よ
う
な

跡
が
見
え
る
の
は
不
審
で
あ
る
。
国
立
文
化
財
機
構
の
Ｈ
Ｐ
「
ｅ

國
寳
」https://em

useum
.nich.go.jp

で
、
こ
の
部
分
を
拡
大
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

○�

道
体
安
隠
＝
「
安
隠
」
は
「
安
穏
」
に
通
じ
用
い
る
。
経
典
な
ど
に
「
大
無
畏
安
隠

0

0

之
処
」「
無
量
安
隠

0

0

快
楽
」「
得
安
隠

0

0

楽
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世
間
之
楽
」
な
ど
の
例
が
多
く
あ
る
。

○�
能
上
人
＝
日
本
か
ら
板
を
届
け
た
責
任
者
。
板
の
到
着
を
確
認
し
、
無
準
か
ら
こ
の
書
状
を
預
か
っ
て
日
本
に
帰
っ
た
。

○�
収
書
＝
能
上
人
が
持
っ
て
き
た
円
爾
か
ら
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
。

○�

且
知
住
持
有
︽
為
︾
況
、
老
懐
慰
喜
＝
西
尾
氏
訓
、「
且
つ
住
持
況
有
る
こ
と

0

0

0

0

0

を
知
り
、
老
懐
慰

喜
す
」（
傍
点
芳
澤
。
以
下
同
じ
）。「
そ
し
て
、
あ
な
た
の
近
況
を
知
っ
た
こ
と
は
、
私
の
な
に
よ

り
の
慰
め
で
す
」
と
訳
す
。

　

�　

こ
こ
の
「
住
持
」
は
、
い
わ
ゆ
る
住
持
職
の
こ
と
で
は
な
く
、「
仏
法
を
久
住0

護
持0

す
る
（
久
住
護
持
仏
法
）」
こ
と
を
い
う
。

『
円
覚
経
』
に
「
一
切
如
来
、
光
厳
住
持

0

0

」。『
輔
教
編
』
巻
四
、「
広
原
教
に
曰
く
、〈
教
に
住
持
と
謂
う
者
は
何
の
謂
ぞ
〉。

〈
住
持
と
は
、
人
に
藉か

っ
て
其
の
法
を
持
し

0

0

之
を
し
て
永
く
住
し
て

0

0

0

泯み
ん

せ
ざ
ら
し
む
る
を
謂
う
〉（
教
謂
住
持
者
何
謂
也
。
住
持

也
者
、
謂
藉
人
持
其
法
使
之
永
住
而
不
泯
也
）」。

　

�　
「
有
況
」
は
未
穏
。『
東
福
寺
誌
』
で
は
「
住
持
有
［
近
］
況
」
と
す
る
が
（
四
二
頁
）、
こ
れ
で
は
「
近
況
有
っ
て
」
と
訓

ま
ざ
る
を
得
ず
、
語
法
的
に
成
り
立
た
な
い
。
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
尺
牘
は
決
定
的
な
理
由
が
あ
っ
て
、
無
準
の

真
跡
で
は
な
く
写
し
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
あ
る

い
は
「
有
況
」
の
部
分
は
尺
牘
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
「
為
況
」
で
は
な
い
か
。「
有
」
と
「
為
」
の
草
書
体
は
近
似
す
る
こ

と
も
あ
る
。「
為
況
」
の
例
を
左
に
あ
げ
る
。

　

�　
『
仏
光
国
師
語
録
』「
無
象
和
尚
に
答
う
る
書
」
に
「
忽
ち
恵
書
を
拝
し
、
且
つ
為
況
を
知
る

0

0

0

0

0

0

0

。
道
を
以
て
自
牧
し
、
世
表

に
超
然
と
し
て
、
日
び
に
万
象
の
与た

め

に
法
を
説
か
る
。
老
懐
、
欣
喜
に
勝た

え
ず
（
忽
拝
恵
書
、
且
知
為
況

0

0

0

0

。
以
道
自
牧
、
超
然
世

表
、
日
与
万
象
説
法
。
老
懐
不
勝
欣
喜
）」。
黄
庭
堅
「
徐
師
川
に
与
う
る
書
」
に
、「
三
哥
、
為
况
如
何

0

0

0

0

。
想
う
に
、
読
書
作
文
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は
廃
せ
ざ
ら
ん
（
三
哥
為
况
如
何

0

0

0

0

。
想
不
廃
読
書
作
文
）」。
ま
た
、
朱
熹
の
「
度
周
卿
に
答
う
」
に
、「
比こ

の

来ご
ろ

、
為
況
如
何

0

0

0

0

。
読

書
に
探
道
に
、
亦
た
頗
る
新
功
有
り
や
否
や
（
比
来
為
況
如
何

0

0

0

0

。
読
書
探
道
、
亦
頗
有
新
功
否
耶
）」
な
ど
と
あ
る
。「
且
知
住
持

為
況

0

0

、
老
懐
慰
喜
」
で
あ
れ
ば
文
意
は
明
瞭
な
も
の
と
な
る
。

○�

荷
遠
念
＝
西
尾
氏
、「
遠
念
を
荷
い

0

0

」
と
訓
じ
、「
遠
大
な
志
を
引
き
受
け

0

0

0

0

」
と
訳
し
、
注
に
「
遠
念
は
、『
文
選
』
巻
二
十

八
、
陸
士
衡
、
悲
哉
行
に
「
寤
寐
遠
念
多
く
、
緬
然
と
し
て
飛
沈
の
若
し
」
と
あ
る
、
遠
く
の
人
を
思
う
心
、
と
い
っ
た
こ

と
で
は
な
く
、
遠
大
な
志

0

0

0

0

、
思
い

0

0

、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
荷
と
い
う
動
詞
か
ら
そ
う
考
え
る
」
と
す
る
。

　

�　
『
漢
語
大
詞
典
』「
遠
念
」
に
「
遠
方
の
人
あ
る
い
は
物
に
対
す
る
思
念
」
と
あ
る
。
蘇
軾
「
達
滕
道
に
与
う
」
六
十
八
の

六
十
に
、「
某
、
屏
居
す
る
こ
と
昨き

の
うの

如
し
。
舍
弟
の
子
由
、
安
問
を
得
た
り
。
此
の
外
、
遠
念

0

0

を
煩
さ
ざ
れ
（
此
外
不
煩
遠

念
）」。
こ
の
場
合
、
書
簡
を
宛
て
た
達
滕
道
に
対
し
て
「
ど
う
か
遠
く
か
ら
ご
心
配
な
さ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た

も
の
。
今
こ
こ
で
の
「
遠
念
」
は
、
は
る
か
遠
く
日
本
か
ら
、
径
山
の
火
災
の
こ
と
を
案
じ
て
の
思
い
や
り
と
い
う
こ
と
。

　

�　

ま
た
「
荷
」
は
「
承
受
恩
徳
」
の
義
。『
名
義
抄
』
に
「
カ
フ
フ
ル
」
の
古
訓
が
あ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
こ
う
ぶ

る
、
こ
う
む
る
」
②
に
「
あ
る
行
為
や
恩
恵
な
ど
を
受
け
る
。
い
た
だ
く
」。『
蘇
軾
文
集
』「
湖
州
謝
上
表
」
に
、「
臣
独た

だ

寸
長
も
無
き
に
、
先
帝
の
誤
恩
（
＝
過
分
の
恩
）
を
荷こ

う
むり

、
三
館
（
＝
昭
文
館
・
史
館
・
集
賢
院
と
い
う
名
誉
あ
る
官
職
）
に
擢て

き

寘し

（
＝
抜
擢
）
さ
れ
、
陛
下
の
過
聴
（
＝
意
見
を
誤
っ
て
聴
く
。
謙
詞
）
を
蒙こ

う
むり

、
付
す
る
に
両
州
（
＝
登
州
と
杭
州
の
二
赴
任
地
）
を

以
て
さ
る
（
臣
独
無
寸
長
。
荷0

先
帝
之
誤
恩
、
擢
寘
三
館
、
蒙0

陛
下
之
過
聴
、
付
以
両
州
）」。
こ
の
用
例
で
は
「
荷
」
と
「
蒙
」
は

対
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
同
じ
意
味
だ
と
わ
か
る
。

○�

山
門
興
復
重
大
＝
こ
の
「
山
門
」
は
、
門
の
こ
と
で
は
な
く
寺
域
全
般
を
い
う
。「
天
下
南
禅
寺
記
」
に
「
文
和
天
子
、
新

た
に
山
門
を
立
つ

0

0

0

0

0

、
瑞
龍
山
太
平
興
国
南
禅
禅
寺
と
曰
う
」。
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○�

特
化
千
板
為
助
＝
「
化
」
は
、
勧
化
。
金
品
を
信
者
に
勧
め
て
出
さ
せ
る
こ
と
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
日
本
側
が
「
寄
進
し

た
」
こ
と
を
い
う
。「
千
板
」、「
徳
敷
尺
牘
」
で
「
版
木
」「
蒙
捨
之
板
」
と
い
う
も
の
。
こ
の
「
千
板
」
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
後
出
の
［
補
説
］
で
考
証
す
る
。

○�

為
風
濤
所
鼓
、
其
同
宗
者
多
有
所
失
＝
二
つ
の
「
所
」
は
い
ず
れ
も
受
け
身
。「
同
宗
」、
ほ
か
の
禅
僧
た
ち
の
こ
と
。

○�

此
舟
幸
得
泊
華
亭
＝
華
亭
は
、
現
在
の
上
海
市
嘉
定
区
。

﹇
一
︱
二
﹈

又
以
、
朝
廷
以
為
内
地
、
不
許
抽
解
。
維
持
一
年
、
方
得
遂
意
。
今
到
華
亭
、
已
領
五
百
三
十
片
。
其
三
百
五
十
片
、
尚
在
慶

元
、
未
得
入
手
。
余
乙
百
四
十
片
、
別
舡
未
到
。
且
留
能
上
人
在
此
、
少
住
後
見
数
目
分
暁
、
却
津
発
其
帰
。
方
得
作
書
、
致

謝
綱
使
謝
丈
大
檀
越
也
。

又
た
以お

も
んみ

る
に
、
朝

ち
ょ
う
て
い廷

、
内な

い

地ち

と
為
す
を
以
て
抽

ち
ゅ
う

解か
い

を
許
さ
ず
。
維い

持じ

す
る
こ
と
一
年
、
方は

じ

め
て
意
を
遂
ぐ

る
こ
と
を
得
た
り
。
今
、
華か

亭て
い

に
到
り
、
已す

で

に
五
百
三
十
片
を
領
せ
り
。
其
の
三
百
五
十
片
は
尚
お
慶
元
に

在
っ
て
、
未
だ
入
手
す
る
こ
と
を
得
ず
。
余
の
乙い

っ
ぴ
ゃ
く百

四
十
片
は
、
別べ

っ

舡せ
ん

未
だ
到
ら
ず
。
且
ら
く
能
上
人
を
此こ

こ

に
留
め
、
少し

ば

ら
く
住と

ど

ま
っ
て
後
に
数す

う

目も
く

の
分ふ

ん

暁ぎ
ょ
うな

る
を
見
て
、
却
っ
て
其
の
帰
り
を
津し

ん

発ぱ
つ

せ
ん
。
方は

じ

め
て
書

を
作
る
こ
と
を
得
て
、
謝し

ゃ

を
綱こ

う

使し
し
ゃ
じ
ょ
う

謝
丈
大だ

い

檀だ
ん

越お
つ

に
致
す
。
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〈
訳
〉

　

ま
た
、
政
府
は
（
こ
の
華
亭
は
関
税
手
続
き
の
で
き
な
い
）
内
地
だ
と
し
て
、
通
関
手
続
き
を
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
そ
の
た

め
に
、
一
年
こ
こ
に
留
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
一
年
、
よ
う
や
く
初
め
て
、（
私
ど
も
の
）
希
望
を
叶
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
、
華
亭
に
来
て
、
す
で
に
五
百
三
十
枚
を
領
収
い
た
し
ま
し
た
。
三
百
五
十
枚
分
は
ま
だ
慶
元
に
あ
る
の
で
、

ま
だ
入
手
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
の
百
四
十
枚
分
に
つ
い
て
は
、（
そ
れ
を
載
せ
た
）
別
船
が
ま
だ
着
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
能
上
人
を
こ
の
地
に
逗
留
さ
せ
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
（
す
べ
て
の
材
木
が
届
い
た
後
に
）
数
目
を
は
っ
き
り
と
確
認

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
か
ら
帰
り
の
船
に
出
発
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
初
め
て
書
簡
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
で
、（
ま
ず
は
）
大
檀
越
で
あ
る
謝
綱
使
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

○�

朝
廷
以
為
内
地
、
不
許
抽
解
＝
西
尾
氏
は
「
又
た
朝
廷
内
地
と
以な為
し
抽
解
を
許
さ
ざ
る
を
以
て
」
と
訓
じ
、「
と
こ
ろ
が
、

朝
廷
は
華
亭
を
内
地
と
し
関
税
手
続
き
が
許
可
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
」
と
訳
す
。「
朝
廷
」
は
、
政
府
と
い
う
ほ
ど
の

意
味
。
原
本
で
は
、「
又
以
」
の
次
に
尊
長
す
べ
き
「
朝
廷
」
と
い
う
語
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
改
行
（
平
出
）
し
て
い
る
。

よ
っ
て
「
又
た
以お

も
んみ

る
に
」
と
訓
じ
て
下
に
つ
づ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

�　
「
内
地
」
は
、
開
港
場
以
外
の
地
。
不
開
港
場
と
い
う
に
同
じ
。「
開
港
場
」
と
は
、
外
国
と
の
通
商
貿
易
を
許
さ
れ
た
港
。

一
国
内
を
移
動
す
る
貨
物
に
課
せ
ら
れ
る
関
税
を
「
内
地
関
税
」
と
い
う
。「
抽
解
」
は
、
禅
門
で
は
、
禅
堂
で
の
坐
禅
の

合
間
に
お
け
る
、
経き

ん

行ひ
ん

の
後
の
二に

便べ
ん

往
来
な
ど
の
休
憩
時
間
を
指
す
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
と
は
別
義
で
、
古
代

中
国
の
沿
岸
部
の
貿
易
税
を
指
す
言
葉
で
、
租
税
を
取
る
こ
と
を
い
う
。
商
品
を
検
査
し
て
課
税
す
る
こ
と
を
「
験
貨
抽

解
」
と
い
う
。
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�　

無
著
道
忠
の
『
禅
林
象
器
箋
』「
抽
解
」
に
、「
忠
曰
く
、
或
い
は
坐
禅
の
中
間
に
僧
堂
を
出
で
て
少し

ば

ら
く
休
息
す
。
或
い

は
新
掛
搭
の
人
、
寮
に
帰
っ
て
安
息
す
。
皆
な
抽
解
と
曰
う
。
抽
解
は
袈
裟
を
抽ひ

い
て
解と

く
な
り
。
…
…
或
い
は
蕃
船
の
貨

0

0

0

0

物
の
抽
貢

0

0

0

0

（
＝
課
税
）
す
る
を
抽
解
と
曰
う
者
有
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
甚
だ
前
の
義
と
相
渉
ら
ず
。
且
ら
く
録
し
て
聞
見
を
広
む
」
と
し
て
、

さ
ら
に
以
下
の
用
例
を
あ
げ
て
い
る
。『
宋
史
』
食
貨
志
、
互
市
舶
（
＝
海
関
、
税
関
）
の
法
に
云
う
、「
煕
寧
の
初
め
、
市

舶
を
立
（
＝
設
立
）
し
て
以
て
物
貨
を
通
ず
。
旧
法
、
抽
解
に
定
数
有
っ
て
之
を
取
る
こ
と
苛
な
ら
ず
。
犀
角
象
歯
の
如
き

は
十
分
に
二
を
抽ひ

く
。
珠
は
十
分
に
一
を
抽
く
」。『
元
史
』
食
貨
志
、
市
舶
に
云
う
、「
毎
歳
、
舶
商
を
蕃
邦
に
招
集
し
て
。

珠
翠
香
貨
等
の
物
を
博
易
す
。
次
の
年
廻
帆
す
る
に
及
ん
で
、
例
に
依
っ
て
抽
解

0

0

す
。
是
に
於
い
て
双
抽
単
抽
の
制
を
定
む
。

双
抽
は
蕃
貨
な
り
。
単
抽
は
土
貨
な
り
」。「
双
抽
」
は
「
単
抽
」
の
二
倍
で
あ
る
。
た
だ
し
、
右
の
『
元
史
』
食
貨
志
に
い

う
税
制
は
至
元
二
十
七
年
（
一
二
九
〇
）
に
改
め
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
、「
板
渡
し
の
墨
蹟
」
よ
り
の
ち
の
時
代
の
も
の
で
あ

る
。

　

�　
「
朝
廷
以
為
内
地
、
不
許
抽
解
」
は
、
分
か
り
に
く
い
表
現
だ
が
、「
税
を
納
め
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
」
の
で
は
な

く
「
通
関
許
可
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
「
徳
敷
尺
牘
」
に
出
る
「
人
情
銭
」
と
い
う
特
別

の
賦
課
金
を
請
求
さ
れ
て
い
た
事
情
と
関
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
「
徳
敷
尺
牘
」
の
と
こ
ろ
で
考
証
す
る
。

○�

維
持
一
年
、
方
得
遂
意
＝
「
維
持
」
は
不
審
。「
徳
敷
尺
牘
」
に
「
山
門
建
造
、
正
乏
維
持

0

0

」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
維
持
」

は
「
持
続
す
る
こ
と
。
も
ち
こ
た
え
る
こ
と
」
と
い
う
通
常
の
意
味
で
あ
る
。
同
じ
意
味
を
こ
こ
の
文
脈
に
当
て
は
め
る
と

意
味
不
明
に
な
る
。
貨
物
は
引
き
渡
さ
れ
ず
役
所
の
管
理
下
と
な
り
、「
そ
の
ま
ま
で
一
年
た
っ
た
」
と
解
し
た
。「
維
」
に

は
「
繋
ぐ
」
の
意
味
が
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
、
船
が
華
亭
に
繋
留
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
か
。

○�

今
到
華
亭
、
已
領
五
百
三
十
片
。
其
三
百
五
十
片
、
尚
在
慶
元
、
未
得
入
手
。
余
乙
百
四
十
片
、
別
舡
未
到
＝
こ
の
表
現
に
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よ
れ
ば
、
三
艘
の
船
で
運
ば
れ
た
こ
と
に
な
る
。
最
初
の
船
は
慶
元
（
寧
波
）
を
経
て
華
亭
に
来
た
も
の
か
。
三
艘
目
の
船

は
今
ど
こ
に
い
る
の
か
特
定
で
き
な
い
が
、
積
ん
だ
板
の
数
だ
け
は
書
い
て
あ
る
。

　

�　

五
百
三
十
片
＋
三
百
五
十
片
＋
乙
百
四
十
片
＝
一
〇
二
〇
枚
。
先
の
［
一
―
一
］
で
は
「
千
板
」
と
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は

略
数
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
徳
敷
尺
牘
」
の
［
二
―
六
］
で
は
、「
已
先
領
五
百
三
十
片
、
帰
寺
訖
。
外
三
百
三
十
片

0

0

0

0

0

、
尚

在
慶
元
府
。
継
用
経
劃
請
帰
。
余
百
四
十
片
未
至
。
亦
欲
知
之
」
と
あ
り
、
慶
元
に
あ
る
分
が
無
準
の
報
告
よ
り
二
十
片
少

な
く
な
っ
て
い
て
、
合
計
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
〇
に
な
っ
て
い
る
。

○�

尚
在
慶
元
＝
慶
元
は
、
浙
江
省
寧
波
市
鄞
県
。

○�

且
留
能
上
人
在
此
少
住
後
見
数
目
分
暁
、
却
津
発
其
帰
＝
能
上
人
を
華
亭
に
留
め
て
全
貨
物
の
到
着
を
も
っ
て
総
数
を
確
認

さ
せ
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
能
上
人
を
出
発
さ
せ
た
。

　

�　
「
津
発
」
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
に
は
「
由
水
路
運
送
（
＝
水
路
で
運
送
す
る
）」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
津
発
其
帰

0

0

」
と

あ
る
の
で
、
そ
の
義
は
適
用
し
が
た
い
。『
幻
住
庵
清
規
』「
摂
養
」
で
、
病
僧
が
郷
里
に
帰
る
に
際
し
て
の
心
得
を
い
う
と

こ
ろ
で
、「
亦
た
須
ら
く
人
の
扶
助
す
る
有
っ
て
、
迺す

な
わち

其
の
帰
を
津
発

0

0

0

0

0

0

す
べ
し
（
亦
須
有
人
扶
助
、
迺
可
津
発
其
帰

0

0

0

0

）」
と
あ
る
。

　

�　

無
著
道
忠
は
『
禅
林
象
器
箋
』「
津
送
」
で
、「
一
山
曰
く
、
津
は
発
な
り
」
と
い
う
説
を
引
い
た
上
で
、
多
く
の
例
を
引

い
て
詳
し
く
考
証
し
て
い
る
。「
忠
曰
く
、
津
の
字
、
韻
書
に
発
の
訓
無
し
。
余
謂
え
ら
く
、
津
送
は
人
の
去
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

譬
え

ば
舟
の
津
を
発
す
る
が
如
く
に
し
て
、
人
、
之
を
送
る
な
り

0

0

0

0

0

0

。
…
…
今
、
略ほ

ぼ
数
証
を
引
か
ん
」
と
し
て
、
左
の
用
例
を
あ

げ
る
。

　

�　
『
伝
灯
録
』
招
賢
会
通
禅
師
章
に
云
う
、「
師
、
帰
っ
て
寧
省
（
＝
帰
省
）
せ
ん
こ
と
を
乞
う
。
帝
、
其
の
賜
う
所
を
厚
う

し
て
、
有
司
に
勅
し
て
津
遣
す

0

0

0

」。『
禅
林
宝
訓
』
に
云
く
、「
晦
堂
曰
く
、
先
師
、
衲の

っ

子す

の
親
老
に
省
侍
す
と
聞
い
て
、
気
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色
穆
然
と
し
て
顔
面
に
見
わ
る
。
礼
を
尽
く
し
て
津
遣
す

0

0

0

。
又
た
云
く
、「
死
心
、
翠
巌
に
住
す
。
覚
範
が
海
外
（
＝
辺
境
の

地
）
に
竄ざ

ん

逐ち
く

（
＝
放
逐
）
せ
ら
れ
、
道
、
南
昌
に
過
ぐ
と
聞
い
て
、
邀む

か

え
て
山
中
に
帰
り
、
迎
待
（
＝
も
て
な
す
）
す
る
こ
と

連
日
、
礼
を
厚
う
し
て
津
送
す

0

0

0

」。『
六
学
僧
伝
』
宋
の
道
猷
の
伝
に
云
う
、「
宋
の
文
帝
、
慧
観
に
問
う
、〈
生
公
の
頓
悟
成

仏
の
義
、
誰
か
能
く
復
た
通
ず
る
者
な
る
〉。
観
、
猷
を
以
て
対こ

た

う
。
即
ち
臨
川
に
詔

み
こ
と
の
りし

て
、
津
発
し

0

0

0

て
都
に
至
ら
し
む
」。

『
癡
絶
冲
禅
師
録
』
夏
中
普
説
に
云
う
、「
是
の
時
、
円
悟
、
道
、
一
代
に
尊
し
。
子
蒼
、
先
に
書
を
遣
わ
し
て
円
悟
の
口
気

を
探
る
（
＝
言
葉
の
端
々
か
ら
、
そ
の
本
心
や
意
向
を
さ
ぐ
る
）。
然
し
て
妙
喜
を
津
発
し

0

0

0

て
雲
居
に
帰
ら
し
む
」。『
古
林
茂
禅

師
録
』
の
行
実
に
、「
省
剳
、
建
康
に
下
っ
て
津
発
す
る

0

0

0

0

者
再
び
」。『
翦
灯
余
話
』
芙
蓉
屏
の
記
に
云
う
、「
高
公
、
崔
英
に

奴
婢
各
お
の
一ひ

と

り
を
贈
る
。
津
遣
し

0

0

0

て
道
に
就
か
し
む
」。

　
　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
津
発
」
も
「
津
遣
」
も
「
人
が
去
り
ゆ
く
の
を
送
る
」
義
と
な
る
。

○�

方
得
作
書
＝
こ
の
前
に
何
ら
か
の
文
が
あ
る
ほ
う
が
文
脈
は
自
然
な
流
れ
に
な
る
。

○�

致
謝
綱
使
謝
丈
大
檀
越
也
＝
「
綱
使
」、
宋
か
ら
日
本
へ
渡
来
し
日
宋
貿
易
に
従
事
し
た
商
人
は
「
綱
首
」
ま
た
は
「
綱

使
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。「
綱
首
」
は
船
首
な
い
し
は
貿
易
の
責
任
者
。「
謝
丈
」、
謝
国
明
。「
丈
」
は
男
性
の
名
の
下
に
つ

け
て
敬
意
を
表
わ
す
語
。

﹇
一
︱
三
﹈

嘗
聞
、
日
本
教
律
甚
盛
、
而
禅
宗
未
振
。
今
長
老
既
能
竪
立
此
宗
。
当
一
々
依
従
上
仏
祖
所
行
、
無
有
不
殊
勝
矣
。
便
中
略
此

布
復
、
未
及
詳
具
。
余
宜
為
大
法
多
々
珍
愛
、
是
祝
。
師
範
和
南
手
白
。
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嘗
て
聞
く
、
日
本
は
教

き
ょ
う

律り
つ

甚
だ
盛
ん
に
し
て
禅
宗
未
だ
振
わ
ず
と
。
今
、
長
老
既
に
能よ

く
此
の
宗
を
竪じ

ゅ

立り
つ

せ

り
。
当ま

さ

に
一
々
、
従

じ
ゅ
う

上じ
ょ
うの

仏ぶ
っ

祖そ

の
所
行
に
依
ら
ば
、
殊し

ゅ
し
ょ
う

勝
な
ら
ざ
る
こ
と
有
る
こ
と
無
か
る
べ
し
。
便び

ん
ち
ゅ
う

中
、

略ほ

ぼ
此
を
布ふ

復ふ
く

す
る
も
、
未
だ
詳
ら
か
に
具
す
る
に
及
ば
ず
。
余よ

は
宜
し
く
大た

い

法ほ
う

の
為
に
多た

た々

珍ち
ん

愛あ
い

す
べ
し
、

是
れ
祝い

の

る
。
師
範
、
和
南
手
白
。

〈
訳
〉

　

か
ね
て
よ
り
、
日
本
で
は
教
律
は
甚
だ
盛
ん
で
あ
る
が
禅
宗
は
ま
だ
ま
だ
振
っ
て
は
い
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

や
、
円
爾
長
老
に
よ
っ
て
禅
宗
が
し
っ
か
り
と
建
立
さ
れ
た
の
で
す
。
す
べ
て
に
お
い
て
、
従
上
の
仏
祖
の
所
行
に
依
る
な
ら

ば
、
素
晴
し
い
結
果
に
な
ら
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
便
り
に
託
し
て
あ
ら
ま
し
を
記
し
ま
し
た
が
、
詳
細
を
尽
く
し
き
っ

て
は
お
り
ま
せ
ん
。
大
法
樹
立
の
た
め
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
下
さ
る
よ
う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
師
範
、
和
南
手
白
。

○�

嘗
聞
日
本
教
律
甚
盛
、
而
禅
宗
未
振
。
今
長
老
既
能
竪
立
此
宗
。
当
一
々
依
従
上
仏
祖
所
行
、
無
有
不
殊
勝
矣
＝
こ
こ
の
と

こ
ろ
、
鉄
牛
円
心
（
一
二
五
四
～
一
三
二
六
）
が
編
集
し
た
『
聖
一
国
師
年
譜
』
の
四
十
一
歳
条
に
は
、「
嘗
聞
日
本
教
律
甚
盛
、

而
禅
宗
未
振
。
今
長
老
既
能
竪
立
此
宗
。
当
一
々
依
従
上
仏
祖
所
行
、
無
有
不
殊
勝
矣
。
云
云
。
録
到
、
上
堂
語
要
、
甚
愜

老
懐
」
と
あ
る
。「
云
云
」
は
省
略
を
表
わ
す
語
で
あ
る
か
ら
、
真
蹟
の
尺
牘
を
書
い
た
無
準
師
範
自
身
が
「
云
云
」
と
記

す
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
こ
の
部
分
に
さ
ら
に
何
ら
か
の
記
述
が
あ
っ
た
が
、
他
者
（
あ
る
い
は
鉄
牛
自
身
）
が
こ
れ
を
写
し

記
録
す
る
際
に
「
云
云
」
と
省
略
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

�　

ま
た
、
虎
関
師
錬
（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
が
撰
述
し
た
『
元
亨
釈
書
』
巻
七
、
恵
日
山
辯
円
章
で
は
、
こ
の
部
分
を
つ
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ぎ
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。「
仏
鑑
答
書
略
曰
、
嘗
聞
日
本
教
律
甚
盛
而
禅
宗
未
振
。
今
長
老
既
能
竪
立
此
宗
。
当
一
一

依
従
上
仏
祖
法
式

0

0

。
又
録
到
。
上
堂
語
要
、
甚
愜
老
懐
」。『
年
譜
』
で
「
所
行
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
「
法
式
」、「
云
云
」
と

あ
る
と
こ
ろ
が
「
又
」
と
な
っ
て
い
る
。
虎
関
師
錬
は
何
に
よ
っ
て
記
録
し
た
の
か
。
少
な
く
と
も
鉄
牛
円
心
の
『
年
譜
』

の
記
事
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。「
録
到
。
上
堂
語
要
、
甚
愜
老
懐
」
と
は
、「
円
爾
の
承
天
寺
入
寺
法
語

が
届
い
た
。
中
で
も
上
堂
の
法
語
が
私
の
思
い
に
か
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

�　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
右
の
傍
線
部
分
の
記
述
が
、
国
宝
本
「
板
渡
し
の
墨
蹟
」
に
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
し
か

し
た
ら
、
原
本
か
ら
こ
の
部
分
を
切
り
の
け
て
軸
に
仕
立
て
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
原
本
に
は
継
ぎ
目
な
ど
は
見
え
な

い
の
で
、
そ
れ
は
考
え
に
く
い
。

　

�　

な
い
も
の
は
写
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
鉄
牛
と
虎
関
は
現
存
す
る
国
宝
本
「
板
渡
し
の
墨
蹟
」
を
見
て
写

し
た
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
国
宝
本
と
は
別
の
資
料
を
見
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。
鉄
牛
と
虎
関
が
見
た
も
の
が
真
蹟
原
本
か
、

あ
る
い
は
そ
の
系
統
に
つ
な
が
る
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
国
宝
本
「
板
渡
し
の
墨
蹟
」
は
真
蹟
の
原
本
で
は
な

く
、
原
本
の
一
部
を
省
略
し
抄
録
し
た
写
し
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

○�

便
中
略
此
布
復
、
未
及
詳
具
＝
「
布
復
」
は
布
覆
に
同
じ
。『
漢
語
大
詞
典
』
に
「
書
信
用
語
。
意
見
を
述
べ
て
相
手
に
答

え
返
信
す
る
こ
と
」。
こ
の
前
に
「
又
録
到
。
上
堂
語
要
、
甚
愜
老
懐
」
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
文
の
流
れ
と
つ
な
が
り
が

不
自
然
な
も
の
に
な
る
。
真
蹟
に
は
さ
ら
に
多
く
の
記
述
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○�

余
宜
為
大
法
多
々
珍
愛
、
是
祝
＝
「
余
宜
～
」
文
末
で
相
手
の
健
康
な
ど
を
祈
念
す
る
と
き
の
文
格
で
、「
余
宜
保
愛
（
余

は
宜
し
く
保
愛
す
べ
し
）」
な
ど
と
い
う
調
子
で
用
い
ら
れ
る
。「
多
々
」
は
「
く
れ
ぐ
れ
も
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
。『
聖
一

国
師
語
録
』
所
収
の
無
準
師
範
の
円
爾
宛
て
尺
牘
に
「
多
多

0

0

為
大
法
自
愛
。
不
一
一
」。『
仏
光
国
師
語
録
』「
聖
一
和
尚
に
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与
う
る
書
」
に
「
天
寒
、
多
多

0

0

為
師
道
珍
護
。
不
宣
」。「
珍
愛
」
は
、
保
重
。『
蘇
軾
文
集
』「
程
彝
仲
に
与
う
」
六
首
の
三

に
、「
都
下
を
盤ば

ん

桓か
ん

（
＝
逗
留
）
し
て
、
為い

き
ょ
う況

何い
か
ん如

。
惟
順
時
珍
愛

0

0

」。

　

�　

最
後
に
文
章
の
流
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
、
鉄
牛
の
記
録
に
あ
っ
て
国
宝
本
に
な
い
部
分
を
補
っ
て
、
全
体
を
通
じ
た
訳

文
を
あ
げ
て
お
く
。

〈
全
訳
〉

　

師
範
、
合
掌
礼
拝
し
て
自
ら
書
簡
で
日
本
国
承
天
寺
和
尚
に
申
し
上
げ
ま
す
。
時
下
、
盛
暑
の
候
、
遥
か
な
地
か
ら
、
和
尚

の
健
康
な
る
こ
と
を
念
じ
あ
げ
ま
す
、
お
元
気
の
こ
と
と
拝
察
し
ま
す
。

　

去
年
の
秋
初
め
、
能
上
人
が
来
ら
れ
て
、
あ
な
た
か
ら
の
書
簡
を
拝
受
し
、
あ
な
た
が
承
天
寺
で
仏
法
護
持
興
隆
を
な
さ
っ

て
い
る
現
況
を
知
り
、
嬉
し
く
存
じ
ま
し
た
。
ま
た
遥
か
遠
方
よ
り
思
い
や
り
を
頂
戴
し
、
当
寺
復
興
の
重
大
事
業
の
と
き
に
、

特
に
千
枚
の
板
を
ご
寄
付
下
さ
り
援
助
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
仏
道
へ
の
深
い
思
い
に
感
動
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
さ
か
（
遠
く
離
れ
た
日
本
か
ら
材
木
を
積
ん
だ
）
巨
船
が
来
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
風
や
浪
に
打
た
れ
て
、
多
く
の
仲

間
が
命
を
失
う
こ
と
が
多
々
あ
る
の
に
、
こ
の
船
は
幸
い
に
も
華
亭
に
着
き
停
泊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
府
は
（
こ
の
華
亭
は
関
税
手
続
き
の
で
き
な
い
）
内
地
だ
と
し
て
、
通
関
手
続
き
を
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
そ
の
た

め
に
、
一
年
こ
こ
に
留
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
一
年
、
よ
う
や
く
初
め
て
、（
私
ど
も
の
）
希
望
を
叶
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
、
華
亭
に
来
て
、
す
で
に
五
百
三
十
枚
を
領
収
い
た
し
ま
し
た
。
三
百
五
十
枚
分
は
ま
だ
慶
元
に
あ
る
の
で
、

ま
だ
入
手
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
の
百
四
十
枚
分
に
つ
い
て
は
、（
そ
れ
を
載
せ
た
）
別
船
が
ま
だ
着
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
能
上
人
を
こ
の
地
に
逗
留
さ
せ
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
（
す
べ
て
の
材
木
が
届
い
た
後
に
）
数
目
を
は
っ
き
り
と
確
認
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し
て
も
ら
い
、
そ
れ
か
ら
帰
り
の
船
に
出
発
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
初
め
て
書
簡
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
で
、（
ま
ず
は
）
大
檀
越
で
あ
る
謝
綱
使
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

か
ね
て
よ
り
、
日
本
で
は
教
律
は
甚
だ
盛
ん
で
あ
る
が
禅
宗
は
ま
だ
ま
だ
振
っ
て
は
い
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

や
、
円
爾
長
老
に
よ
っ
て
禅
宗
が
し
っ
か
り
と
建
立
さ
れ
た
の
で
す
。
す
べ
て
に
お
い
て
、
従
上
の
仏
祖
の
所
行
に
依
る
な
ら

ば
、
素
晴
し
い
結
果
に
な
ら
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
云
云
。
録
到
れ
り
。
上
堂
の
語
要
、
甚
だ
老
懐
に
愜
え
り
）。
便
り
に
託

し
て
あ
ら
ま
し
を
記
し
ま
し
た
が
、
詳
細
を
尽
く
し
き
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
大
法
樹
立
の
た
め
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
下
さ
る

よ
う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
師
範
、
和
南
手
白
。

︻
二
︼
徳
敷
の
円
爾
宛
て
尺
牘

　

こ
の
墨
蹟
は
も
と
長
谷
川
家
の
所
蔵
だ
っ
た
も
の
で
、
現
在
は
、
東
京
国
立
博
物
館
の
蔵
品
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
い
く

つ
か
指
摘
す
る
よ
う
に
、
脱
字
、
誤
写
、
上
書
き
と
思
わ
れ
る
も
の
が
数
カ
所
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
書
簡
に
は
「
板
渡
し
」

が
行
わ
れ
た
事
情
が
無
準
師
範
の
「
板
渡
し
の
墨
蹟
」
よ
り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
に
、
当
局
か
ら
「
人
情
銭
」
な

る
も
の
を
要
求
さ
れ
、
そ
れ
が
支
払
え
ず
に
荷
揚
げ
が
で
き
な
い
状
況
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
に
分
け
て

検
討
す
る
。

　

こ
の
尺
牘
の
写
真
は
、
国
立
文
化
財
機
構
「
ｅ
國
寳
」
の
Ｈ
Ｐ
（https://em

useum
.nich.go.jp

）
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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﹇
二
︱
一
﹈

徳
敷
咨
目
再
拝
上
覆
日
本
承
天
堂
︵
頭
︶
和
尚
尊
属
禅
師
。
維
時
仲
夏
之
月
、
暑
気
益
隆
。
共
惟
、
高
提
仏
鑑
、
日
本
並
明
、

栄
鎮
名
藍
、
緇
素
帰
敬
。
尊
候
動
止
万
福
。
徳
敷
叨
冒
監
寺
之
時
、
常
聆
誨
。
益
違
遠
、
倏
経
七
禩
。
相
距
殊
邦
、
無
由
瞻
礼
。

一
誠
傾
仰
、
昕
夕
不
忘
。

徳と
く

敷ふ

、
咨し

目も
く

再さ
い

拝は
い

し
て
日
本
承

じ
ょ
う
て
ん天

堂ど
う

頭ち
ょ
う和

尚
尊そ

ん

属ぞ
く

禅ぜ
ん

師じ

に
上

じ
ょ
う
ふ
く覆

す
。

維こ

れ
時
仲ち

ゅ
う
か夏

の
月
、
暑し

ょ

気き

益ま
す

ま
す
隆さ

か
んな

り
。
共

う
や
う
やし

く
惟お

も
んみ

れ
ば
、
高
く
仏ぶ

っ

鑑か
ん

を
提ひ

っ
さげ

て
、
日
本
に
明め

い

を
並
べ
、

名め
い

藍ら
ん

を
栄え

い

鎮ち
ん

し
て
緇し

素そ

帰き
ぎ
ょ
う敬

す
。
尊そ

ん

候こ
う

、
動ど

う

止し

万ま
ん

福ぷ
く

な
ら
ん
。
徳と

く

敷ふ

、
叨み

だ

り
に
監か

ん

寺す

を
冒お

か

せ
し
時
、
常
に
誨か

い

益え
き

を
聆き

け
り
。
違い

遠え
ん

し
て
倏た

ち
まち

七し
ち

禩し

を
経へ

た
り
。
殊し

ゅ

邦ほ
う

に
相あ

い

距へ
だ

て
て
、
瞻せ

ん

礼ら
い

す
る
に
由よ

し

無
し
。
一い

っ

誠せ
い

傾け
い

仰ぎ
ょ
うし

て
、
昕き

ん

夕せ
き

に
も
忘
れ
ず
。

〈
訳
〉

　

わ
た
く
し
徳
敷
、
咨し

目も
く

再
拝
し
て
日
本
承
天
寺
の
堂
頭
和
尚
尊
属
禅
師
に
申
し
上
げ
ま
す
。

　

時
は
ま
さ
に
五
月
、
暑
気
い
よ
い
よ
盛
ん
で
あ
り
ま
す
。
恭
し
く
惟お

も
んみ

れ
ば
、（
禅
師
は
）
高
く
（
仏
法
の
鏡
と
い
う
べ
き
）
仏

鑑
禅
師
の
正
法
を
高
く
か
か
げ
、（
中
国
の
無
準
禅
師
と
と
も
に
）
日
本
に
も
（
承
天
寺
和
尚
が
）
そ
の
輝
き
を
表
わ
し
、
承
天
寺

と
い
う
立
派
な
禅
寺
を
、
誉
れ
高
く
董と

う

し
、
僧
俗
の
尊
敬
を
集
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

禅
師
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
私
が
か
つ
て
径
山
で
監か

ん

寺す

の
職
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
時

に
は
、
常
に
お
教
え
を
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
、
お
互
い
に
遠
く
離
れ
る
こ
と
に
な
り
、
早
や
七
年
が
た
ち
、
異
国
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に
あ
る
た
め
に
拝
礼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
の
す
べ
て
の
誠
を
傾
け
て
、
朝
夕
に
も
忘
れ
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

○�
徳
敷
＝
五
島
美
術
館
蔵
の
「
山
門
疏
」
に
「
幹
縁
都
監
寺　

徳
敷
」
と
、
そ
の
名
前
が
出
る
。
幹
縁
（
勧
縁
）
と
い
う
募
財

事
業
の
責
任
者
で
あ
る
。

○�

咨
目
再
拝
上
覆
＝
あ
え
て
訳
せ
ば
、（
以
下
の
件
々
に
）
お
目
通
し
い
た
だ
き
た
く
再
拝
し
て
（
こ
の
書
簡
を
）
申
し
上
げ
ま
す
。

　

�　
「
咨
目
」
は
諮
目
に
同
じ
。『
漢
語
大
詞
典
』「
諮
目
」
に
「
咨
請
過
目
」、「
お
目
通
し
を
願
う
」
と
い
う
意
の
書
簡
用
語
。

『
仏
光
録
』
に
載
せ
る
院
豪
の
尺
牘
に
、「
院
豪
、
咨
目
再
拝

0

0

0

0

し
て
建
長
堂
頭
大
和
尚
の
尊
前
に
覆
す
（
院
豪
咨
目
再
拝
覆
建
長

堂
頭
大
和
尚
尊
前
）」。
他
に
も
「
咨
目
拝
覆
」「
咨
目
百
拝
」
な
ど
と
あ
る
。
書
簡
の
末
尾
に
も
用
い
ら
れ
る
。

　

�　
「
再
拝
」、
西
尾
氏
は
「
拝
行
」
と
よ
み
、「
従
来
、
田
山
方
南
氏
が
…
…
再
拝
と
読
ん
で
い
る
の
を
、
今
枝
愛
真
氏
の
よ

う
に
拝
行
と
読
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（
五
二
頁
）
と
す
る
が
、「
拝
行
」
の
語
は
未
検
。「
拝
」
の
草

書
体
は
、『
草
書
大
字
典
』（
昭
和
四
十
七
年
、
講
談
社
、
五
五
八
頁
）
に
「
拝
」
字
の
草
書
体
で
字
形
の

似
た
も
の
が
あ
る
。「
再
」
字
の
草
書
体
で
、
本
尺
牘
の
字
形
に
近
い
も
の
は
、
い
ま
だ
検
し
得
て
い

な
い
が
、
意
味
の
上
か
ら
す
れ
ば
「
再
拝
」
と
思
わ
れ
る
。
常
盤
山
文
庫
藏
の
剣
門
妙
深
の
「
円
爾
宛

尺
牘
」
の
冒
頭
に
「
妙
深
頓
首
再
拝

0

0

」
と
あ
り
、
そ
の
「
再
拝
」
の
書
体
に
や
や
似
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

「
再
拝
」
は
一
般
常
識
で
は
、「
書
簡
文
の
終
わ
り
に
相
手
に
敬
意
を
表
し
て
用
い
る
語
」（『
日
本
国
語

大
辞
典
』
諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』）
と
さ
れ
る
が
、
本
尺

牘
や
右
に
引
い
た
剣
門
妙
深
の
尺
牘
の
よ
う
に
書
簡

の
冒
頭
で
も
用
い
ら
れ
る
。
本
尺
牘
で
は
末
尾
に
も
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出
て
い
る
。「
上
覆
」
は
「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
の
書
簡
用
語
。「
覆
」
は
告
、
白
と
同
じ
義
。

○�
承
天
堂
（
頭
）
和
尚
＝
「
頭
」
の
一
字
を
脱
す
。
冒
頭
の
宛
先
人
物
の
肩
書
の
一

字
を
脱
す
る
と
い
う
不
敬
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
相
手
に
差
し
出
す
こ
と
な
ど
あ
り

得
な
い
だ
ろ
う
。
本
尺
牘
が
真
蹟
の
原
本
で
は
な
く
「
写
し
」
の
疑
い
を
免
れ
な

い
、
ひ
と
つ
の
理
由
で
あ
る
。

○�

尊
属
禅
師
＝
「
尊
属
」
は
目
上
の
親
族
。
と
も
に
無
準
師
範
派
下
に
あ
る
法
類
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

○�

維
時
仲
夏
之
月
＝
五
月
。「
月
」
字
を
脱
し
た
た
め
脇
に
補
っ
て
書
い
て
あ
る
。

○�

高
提
仏
鑑
、
日
本
並
明
＝
「
仏
鑑
」
は
仏
教
の
鏡
、
手
本
。
そ
し
て
仏
鑑
禅
師
（
無
準
師
範
）

の
宗
旨
を
あ
わ
せ
い
う
。「
並
明
」
は
、「
千
日
並
明
」「
日
月
並
明
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、

二
つ
以
上
の
も
の
が
、
そ
の
輝
き
を
同
じ
よ
う
に
あ
ら
わ
す
こ
と
。
中
国
に
は
無
準
が
輝
き
、
日
本
で
は
聖
一
国
師
が
輝
い

て
い
る
。

○�

栄
鎮
名
藍
、
緇
素
帰
敬
＝
「
栄
鎮
」
は
未
検
。
剣
門
妙
深
の
円
爾
宛
て
尺
牘
（
常
盤
山
文
庫
蔵
）
に
「
栄
帰
上
国
」
と
あ
る
が
、

そ
の
「
栄
」
と
同
じ
。「
栄
位
」「
栄
転
」「
栄
任
」
の
栄
の
義
。
寺
に
住
持
す
る
こ
と
に
「
鎮
」
字
を
用
い
る
例
は
、『
仏
光

国
師
語
録
』
に
「
僧
云
く
、〈
只
だ
相
模
太
守
、
和
尚
を
請
じ
て
名
山
を
坐
鎮

0

0

せ
し
む
る
如
き
、
畢
竟
、
何
の
禅
瑞
か
有
る
〉」。

○�

尊
候
動
止
万
福
＝
ご
き
げ
ん
い
か
が
。『
禅
林
象
器
箋
』
言
語
門
「
尊
候
」
に
、「
勅
修
清
規
告
香
に
云
く
、
参
頭
云
く
〈
即

日
時
令
謹
時
。
共
し
く
惟
み
れ
ば
堂
頭
和
尚
、
尊
候
起
居
万
福
〉。
又
た
謝
掛
搭
に
云
く
、
参
頭
云
く
〈
移
刻
、
恭
し
く
惟

み
れ
ば
堂
頭
和
尚
、
尊
候
起
居
多
福
〉。
旧
説
に
曰
く
、
候
は
脈
の
証
候
な
り
。
又
た
曰
く
、
八
刻
を
一
辰
と
為
し
、
十
二

辰
を
一
日
夜
と
為
し
、
五
日
を
一
候
と
為
し
、
三
候
を
一
気
と
為
し
、
六
気
を
一
時
と
為
し
、
四
時
を
一
歳
と
為
す
。
候
毎
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に
人
の
脈
は
変
換
す
る
故
に
、
人
の
起
居
を
問
う
て
、
尊
候
如
何
と
曰
う
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
病
悩
有
る
こ
と
無
き
や
否
や

な
り
」。

○�
徳
敷
叨
冒
監
寺
＝
「
叨
冒
」
は
謙
遜
の
表
現
。『
雪
巌
語
録
』
普
説
に
、「
山
僧
、
這し

ゃ

裡り

に
到
っ
て
、
叨
り
に
主
席
を
冒
す

0

0

0

0

0

0

0

0

（
山
僧
到
這
裡
、
叨
冒

0

0

主
席
）」。

○�

常
聆
誨
益
＝
「
誨
益
」、『
漢
語
大
詞
典
』
に
「
教
益
」。『
無
象
和
尚
語
録
』「
跋
無
学
和
尚
法
語
」
に
「
謂
っ
つ
べ
し
一
言

の
誨
益

0

0

、
千
載
の
佳
声
な
り
と
（
可
謂
、
一
言
之
誨
益
、
千
載
之
佳
声
也
）」。

○�

違
遠
倏
経
七
禩
＝
「
違
遠
」
は
、
離
れ
遠
ざ
か
る
。『
蘇
軾
文
集
』「
范
夢
得
に
与
え
る
」
十
の
八
に
「
某
啓
。
違
遠

0

0

二
年
、

瞻
仰
為
労
」。

﹇
二
︱
二
﹈

山
間
︽
門
︾
建
造
、
正
乏
維
持
。
豈
謂
、
吾
尊
属
眷
︽
看
︾
此
名
山
、
師
資
益
著
、
道
望
感
於
巨
檀
、
博
施
捐
於
大
器
。
老
龍

君
暗
中
点
首
、
窮
衲
子
定
表
開
眸
。
恩
有
所
帰
、
福
無
不
被
。

山さ
ん
も
ん門

の
建
造
、
正
に
維い

持じ

に
乏と

ぼ

し
。
豈
に
謂お

も

わ
ん
や
、
吾
が
尊そ

ん

属ぞ
く

、
此
の
名
山
を
看か

ん

し
、
師し

資し

益ま
す

ま
す
著あ

ら

わ

れ
、
道ど

う

望ぼ
う

、
巨き

ょ

檀だ
ん

を
感か

ん

ぜ
し
め
、
博は

く

施せ

を
大た

い

器き

に
捐す

て
ん
と
は
。
老

ろ
う
り
ゅ
う龍

君く
ん

、
暗あ

ん
ち
ゅ
う

中
に
首こ

う
べを

点
じ
、
窮き

ゅ
う
の
っ
す

衲
子
、

定じ
ょ
う
り裏

に
眸

ま
な
じ
りを

開
け
り
。
恩お

ん

、
帰き

す
る
所
有
り
、
福ふ

く

、
被こ

う
むら

ざ
る
は
無
し
。
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〈
訳
〉

　
（
さ
て
）
当
寺
の
再
建
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
（
資
金
を
）
維
持
し
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、（
そ
ん
な
折
に
）
我
が
法

縁
の
あ
な
た
が
（
承
天
寺
と
い
う
）
名
刹
に
住
さ
れ
、
無
準
禅
師
の
嗣
法
者
と
し
て
の
名
声
が
い
よ
い
よ
著
わ
れ
、
そ
の
道
望

に
よ
っ
て
（
謝
国
明
と
い
う
）
大
檀
越
を
感
ぜ
し
め
、
大
器
に
入
れ
る
よ
う
な
莫
大
な
布
施
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
ろ
う

と
は
、
思
い
も
し
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
護
法
の
龍
神
も
ひ
そ
か
に
頷
き
、
ま
た
径
山
中
の
僧
た
ち
も
坐
禅
中
に
目
を
見
開
く

ほ
ど
で
す
。
そ
の
御
恩
沢
は
ま
さ
に
帰
す
べ
き
と
こ
ろ
に
帰
し
、
径
山
の
す
べ
て
が
そ
の
福
沢
を
蒙
っ
て
お
り
ま
す
。

○�

山
間
︽
門
︾
建
造
、
正
乏
維
持
＝
西
尾
訳
、「
山
中
の
建
造
物
は
、
ど
う
に
も
維
持
し

が
た
い
こ
と
で
す
」。「
山
間
」
の
語
で
は
意
味
不
通
。
無
準
師
範
の
「
板
渡
し
の
墨

蹟
」
に
「
山
門

0

0

の
興
復
、
重
大
（
山
門
興
復
重
大
）」
と
あ
る
よ
う
に
「
山
門
」
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
の
「
山
門
」
は
、
門
の
こ
と
で
は
な
く
寺
域
全
般
を
い
う
。「
山
門
造
営
」
な
ど
と
し
て
頻
出

す
る
語
で
あ
る
。『
禅
林
象
器
箋
』「
山
門
」
に
、「
又
た
山
門
を
本
寺
の
総
称
と
為
す

0

0

0

0

0

0

0

0

者
有
り
。『
伝
灯
録
』
牛
頭
恵
忠
禅
師

章
に
云
う
〈
威
禅
師
、
山
門
を
以
て
付
属
し
訖
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

出
で
て
、
延
祚
寺
に
居
す
〉」。「
天
下
南
禅
寺
記
」
に
「
文
和
天
子
、

新
た
に
山
門
を
立
つ

0

0

0

0

0

、
瑞
龍
山
太
平
興
国
南
禅
禅
寺
と
曰
う
」
と
い
う
が
如
し
。「
建
造
」
は
、
い
ま
進
め
て
い
る
再
建
作
業

の
こ
と
。

　

�　

こ
の
「
山
間
」
は
、
軽
率
な
誤
写
で
あ
る
。
寄
付
を
願
う
尺
牘
を
書
い
た
当
人
が
、
こ
の
よ
う
な
意
味
不
明
の
こ
と
を
書

く
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
本
尺
牘
が
真
蹟
で
は
な
く
写
し
で
あ
る
と
疑
う
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。「
乏
維
持
」
は
、「
乏
維
持

資
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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○�

吾
尊
属
眷
︽
看
︾
此
名
山
＝
「
吾
尊
属
」
は
円
爾
。「
名
山
」
は
承
天
寺
。「
眷
」
は
「
眷
顧
」
の
義
、「
目
を
か
け
る
、
気

に
か
け
る
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
こ
こ
で
な
ぜ
「
眷
」
字
が
あ
る
の
か
不
審
で
あ
る
。
円
爾
が
承
天
寺
に
住
し
て
い
る
こ
と

を
い
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
「
眷
」
字
は
不
適
当
で
あ
る
。
円
爾
が
承
天
寺
と
い
う
名
刹
に
「
目
を
か
け
、
思
い
を
寄
せ
る
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
見
て
来
た
よ
う
に
、
本
墨
蹟
に
は
か
な
り
「
書
き
損
じ
」

が
見
ら
れ
る
。
も
し
か
し
た
ら
、
草
書
体
が
よ
く
似
た
「
看
」
を
「
眷
」
に
書
き
損
じ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
看
院
」

の
看
で
あ
る
。『
虚
堂
録
』
に
「
人
の
天
澤
菴
を
看
す
る

0

0

0

無
し
（
無
人
看0

天
澤
菴
）」。

○�

師
資
益
著
＝
「
師
資
」
は
師
匠
と
弟
子
。
す
な
わ
ち
無
準
師
範
と
円
爾
。

○�

博
施
捐
於
大
器
＝
「
捐
」
は
「
捨
」、
寄
進
、
寄
付
。「
大
器
」
小
さ
な
器
に
盛
る
よ
う
な
チ
マ
チ
マ
し
た
寄
進
で
は
な
く
、

大
き
な
器
に
放
り
込
む
ほ
ど
の
高
額
な
寄
付
。

○�

老
龍
君
暗
中
点
首
＝
「
老
龍
君
」
は
護
法
の
龍
神
。
径
山
寺
の
土
地
神
で
あ
る
。『
臥
雲
日
件
録
』
文
安
五
年
正
月
の
条
に
、

「
径
山
回
禄
（
＝
火
災
）
の
時
、
大
恵
塔
の
み
独
り
全
し
。
無
準
怒
っ
て
曰
く
、〈
土
地
神
龍
王

0

0

0

0

0

、
私
心
も
て
偏
え
に
大
恵
塔

の
み
を
護
す
る
は
何
ぞ
や
〉
と
。
袖
を
挙
し
て
火
を
扇あ

お

い
で
其
の
塔
を
焼
か
ん
と
欲
す
。
然
れ
ど
も
龍
王
が
擁お

う

護ご

の
致
す
所
、

遂
に
其
の
厄
を
免
る
、
云
々
」。「
暗
中
」
は
、
ひ
そ
か
に
。

﹇
二
︱
三
﹈

惟
是
去
歳
五
月
、
大
舟
抵
此
。
適
徳
敷
之
平
江
、
督
視
田
畝
。
彼
時
付
托
不
得
人
、
失
於
区
処
。
是
致
逗
留
数
月
。
忽
二
月
間
、

能
兄
偕
綱
首
諸
公
力
来
、
委
徳
敷
。
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惟お
も
んみ

る
に
是
れ
去き

ょ

歳さ
い

の
五
月
、
大だ

い
し
ゅ
う

舟
、
此こ

こ

に
抵い

た

れ
り
。
適た

ま

た
ま
徳と

く

敷ふ

、
平び

ん

江こ
う

に
之ゆ

き
、
田で

ん

畝ほ

を
督と

く

視し

す
。
彼

の
時
、
付ふ

托た
く

す
る
に
人
を
得
ず
、
区く

処し
ょ

を
失
す
。
是こ

こ

に
逗と

う
り
ゅ
う

留
を
致
す
こ
と
数
月
。
忽た

ち
まち

二
月
の
間
、
能の

う

兄ひ
ん

、

綱こ
う

首し
ゅ

諸し
ょ

公こ
う

と
偕と

も

に
力
来
し
、
徳と

く

敷ふ

に
委ゆ

だ

ぬ
。

〈
訳
〉

　

思
え
ば
、
去
年
の
五
月
に
（
日
本
か
ら
の
）
大
船
が
当
地
に
到
着
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
私
は
平び

ん

江こ
う

に
行
っ
て
、

（
荘
園
の
）
田
畑
の
監
督
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
（
到
着
し
た
船
の
荷
を
受
け
入
れ
る
事
務
を
）
托
す
人
員
を
得
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
（
受
け
入
れ
の
）
処
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、（
板
は
）
こ
の
地
に
数
ケ
月
の
間
留
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
へ
、
こ
の
二
月
に
、
能
上
人
が
綱
首
の
謝
国
明
さ
ん
ら
と
と
も
に
わ
ざ
わ
ざ
来

ら
れ
、（
そ
の
対
応
を
）
私
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
す
。

○�

去
歳
五
月
、
大
舟
抵
此
＝
い
ま
書
簡
を
書
い
て
い
る
の
が
「
仲
夏
（
五
月
）」
で
あ
る
か
ら
、
お
よ
そ
一
年
前
に
は
着
岸
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

○�

平
江
＝
江
蘇
省
蘇
州
市
の
古
称
。

○�

督
視
田
畝
＝
荘
園
の
田
畑
の
管
理
監
督
。『
百
丈
清
規
証
義
記
』「
知
山
」
に
「
田
を
管
す
る
を
知
田
と
名
づ
く
、
総
管
を
知

産
と
名
づ
く
。
…
…
田
畝
は
時
に
応
じ
て
開
懇
種
植
す
。
怠
慢
す
る
者
は
罰
す
。
若
し
私
弊
有
ら
ば
、
倍
罰
し
て
院
を
出
だ

し
む
」。

　

�　
『
径
山
無
準
禅
師
行
状
』
に
は
、
広
陵
に
あ
る
荘
園
の
圍い

田で
ん

（
＝
堤
防
で
囲
ん
で
干
拓
し
て
作
っ
た
田
）
が
「
隠
冒
」（
＝
不
正
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で
税
の
が
れ
の
も
の
）
と
指
摘
さ
れ
、
無
準
み
ず
か
ら
朝
廷
で
事
情
を
述
べ
、
特
別
に
免
除
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
。
ま
た
、

『
東
福
寺
文
書
』
一
九
「
徳
璉
尺
牘
案
」（
円
爾
宛
）
に
、「
二
三
年
来
、
海
の
塗と

田で
ん

を
以
て
訟う

っ
たえ

を
為
す
こ
と
擾

じ
ょ
う

々じ
ょ
うた

り
。
時

に
常

じ
ょ
う
じ
ゅ住

（
＝
常
住
銭
。
寺
の
運
営
費
）
頗す

こ
ぶる

支し

梧ご

（
＝
処
理
）
に
費つ

い
やし

て
、
大
仏
殿
、
今
に
至
る
も
未
だ
完か

ん

就じ
ゅ

す
る
こ
と
を
得

ず
（
二
三
年
来
、
以
海
塗
田
、
為
訟
擾
々
。
于
時
常
住
頗
費
支
梧
、
而
大
仏
殿
至
今
未
得
完
就
）」
と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
圍
田
」

や
「
塗
田
」
は
、
水
辺
に
あ
る
泥
塗
の
田
、
新
た
に
沼
地
を
開
発
し
た
田
で
あ
る
。
徳
敷
の
よ
う
な
地
位
の
者
が
わ
ざ
わ
ざ

出
向
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
荘
園
の
塗と

田で
ん

（
圍
田
）
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
対
応
処
理
に
あ
た
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

○�

彼
時
付
托
不
得
人
、
失
於
区
処
＝
「
区
処
」
は
処
理
、
始
末
。
去
年
の
五
月
か
ら
今
年
の
二
月
に
至
る
ま
で
十
ヶ
月
ほ
ど
、

対
応
が
で
き
ず
荷
揚
げ
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
区
処
」
の
語
は
軽
く
響
く
が
、
後
出
で
わ
か
る
よ

う
に
、
三
万
緡
と
い
う
破
格
の
人
情
銭
を
要
求
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
大
難
題
に
対
応
で
き
る
人
間
が
い
な
か
っ

た
こ
と
を
「
付
托
不
得
人
」
と
い
う
。
そ
の
難
問
に
対
処
す
る
た
め
に
、
徳
敷
が
平
江
か
ら
出
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。

○�

是
致
逗
留
数
月
＝
「
是こ

こ

に
逗
留
を
致
す
こ
と
数
月
」
の
訓
は
、
漢
語
と
し
て
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
も
思
う
。「
是
れ
逗
留

す
る
こ
と
数
月
な
る
を
致ま

ね

く
」
と
も
訓
め
る
。
あ
る
い
は
「
致
」
字
は
「
故
」
の
誤
写
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。「
是
の
故

に
逗
留
す
る
こ
と
数
月
」
で
あ
れ
ば
、
き
わ
め
て
単
純
明
快
で
あ
る
。

○�

忽
二
月
間
＝
二
ヶ
月
で
は
な
く
、
二
月
と
い
う
こ
と
。

○�

能
兄
偕
綱
首
諸
公
力
来
、
委
徳
敷
＝
「
力
来
」
は
不
審
。
諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』「
力
来
」
に
「
い
た
は
り
勉
め
し
め
る
。

ね
ぎ
ら
ふ
」
と
い
う
義
が
あ
り
、『
漢
書
』
王
莽
伝
の
「
力
来
農
事
、
以
豊
年
穀
」
の
例
を
あ
げ
、
注
に
「
師
古
曰
く
、
力

来
、
勤
勉
之
也
。
王
先
謙
補
注
に
、
力
来
、
猶
労
来
」
と
す
る
が
、
今
こ
こ
で
は
「
労
来
＝
ね
ぎ
ら
う
」
の
意
は
採
用
し
が
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た
い
。
ま
だ
何
も
大
問
題
は
解
決
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
「
ね
ぎ
ら
う
」
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。『
漢
語
大
詞
典
』
に
は

「
力
来
」
を
立
項
し
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、「
著
力
来
」
と
か
「
労
力
来
」
か
。「
能
兄
」
は
「
板
渡
し
墨
蹟
」
に
能
上
人

と
出
る
。
中
国
に
在
っ
て
「
板
渡
し
」
の
事
業
を
差
配
し
た
日
本
側
の
人
物
で
あ
る
。
人
情
銭
三
万
緡
の
要
求
と
い
う
難
題

に
対
処
す
る
た
め
に
、
日
本
側
の
関
係
者
、
船
主
の
謝
国
明
ら
も
慶
元
（
寧
波
）
か
ら
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ば

「
著
力
来
」
が
ふ
さ
わ
し
い
が
、「
力つ

と

め
て
来
た
っ
て
」
と
訓
じ
て
も
い
い
か
。
と
も
か
く
、
こ
の
難
題
の
解
決
を
徳
敷
に
委

ね
た
の
で
あ
る
。

﹇
二
︱
四
﹈

為
之
致
力
、
未
免
経
朝
省
。
陳
請
爾
。
用
過
人
情
銭
参
万
緡
、
此
蓋
不
可
免
。
皆
徳
敷
於
府
第
借
貸
済
用
。
能
兄
諸
公
歴
々
皆

知
。
臨
解
纜
之
時
、
又
無
此
項
可
還
。
諸
人
倶
来
面
訴
、
作
合
同
文
、
約
借
起
来
年
夏
信
舡
至
送
還
。
或
言
版
木
抵
拆
︽
折
︾。

之
が
為
に
力
を
致
す
も
、
未
だ
朝

ち
ょ
う

省し
ょ
うを

経
る
を
免
れ
ず
。
陳ち

ん

請せ
い

す
る
の
み
。
人に

ん
じ
ょ
う
せ
ん

情
銭
参
万
緡
を
用よ

う

過か

せ
り
。

此
れ
蓋け

だ

し
免
る
可
か
ら
ず
。
皆
な
徳と

く

敷ふ

、
府ふ

第だ
い

に
於
い
て
借

し
ゃ
く
た
い貸

し
て
済さ

い

用よ
う

せ
り
。
能の

う

兄ひ
ん

諸し
ょ

公こ
う

、
歴れ

き

々れ
き

と
し
て

皆
な
知
る
。
解か

い

纜ら
ん

の
時
に
臨
ん
で
、
又
た
此
の
項
の
還か

え

す
可
き
無
し
。
諸
人
倶と

も

に
来
た
っ
て
面め

ん

訴そ

し
、
合ご

う

同ど
う

文ぶ
ん

を
作
り
、
借か

り

は
来
年
の
夏
、
信し

ん

舡せ
ん

の
至
る
を
起き

し
て
送そ

う

還か
ん

す
る
こ
と
を
約
せ
り
。
或
も
の
は
言
う
、
版は

ん

木ぼ
く

抵て
い

折せ
つ

せ
ん
と
。
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〈
訳
〉

　
（
私
は
こ
の
対
応
に
）
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
役
所
の
手
続
き
を
経
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。
た
だ
陳
情
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。（
そ
ん
な
事
情
の
中
で
）
人
情
銭
三
万
緡
を
払
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
免
れ
よ
う
の
な
い
こ
と
で
す
。（
そ
の
三
万
緡

は
）
私
が
役
所
か
ら
前
借
り
す
る
形
で
払
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
能
上
人
お
よ
び
諸
公
も
み
な
、
は
っ
き
り
と
そ
の
こ
と
を
承

知
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
船
の
出
帆
の
時
に
な
っ
て
も
、
こ
の
金
子
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
関
係
者
が
と
も
に

役
所
に
来
て
、（
担
当
者
に
）
面
会
し
て
直
接
に
訴
え
、（
前
借
り
し
て
納
め
た
と
い
う
）
証
文
を
作
成
し
、
来
年
の
夏
に
書
信
船
が

来
て
か
ら
渡
す
こ
と
を
約
束
い
た
し
ま
し
た
。（
役
人
の
中
の
）
あ
る
者
は
、
板は

ん

木ぼ
く

（
の
一
部
を
）
抵
当
に
し
（
人
情
銭
分
と
し
）

て
現
物
納
入
し
差
し
引
き
に
す
る
の
は
ど
う
か
と
言
う
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
一
段
は
、
人
情
銭
の
三
万
緡
を
（
渡
す
べ
き
相
手
で
あ
る
役
所
か
ら
）
前
借
り
し
て
渡
す
こ
と
に
し
約
諾
書
を
交
わ
し
た

の
で
、
そ
の
三
万
緡
は
来
年
の
船
が
来
た
と
き
に
確
実
に
支
払
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

西
尾
氏
は
こ
の
人
情
銭
を
「
政
府
に
入
る
関
税
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
人
情
銭
は
貿
易
の
対
価
」
で
あ

る
と
し
た
の
が
榎
本
渉
氏
で
あ
る
（『
東
ア
ジ
ア
海
域
と
日
中
交
流
』、
二
〇
〇
七
年
、
吉
川
弘
文
館
。
以
下
、
引
用
は
す
べ
て
同
書
）。

榎
本
氏
は
、
こ
の
三
万
緡
は
関
税
で
も
な
く
贈
物
で
も
な
く
、
貿
易
の
対
価
だ
と
し
て
い
る
（
同
書
九
五
頁
）。
西
尾
氏
は
こ
の

「
貿
易
の
対
価
」
説
を
否
定
し
て
い
る
が
（
五
〇
頁
）、
妥
当
で
あ
る
と
賛
同
す
る
。
た
だ
し
、
左
に
述
べ
る
よ
う
に
、
人
情
銭

と
は
、
正
規
の
関
税
と
は
別
に
要
求
さ
れ
た
一
種
の
賄
賂
の
こ
と
で
あ
る
。

○�

未
免
経
朝
省
、
陳
請
爾
＝
「
朝
省
」
は
政
府
機
関
、
役
所
の
こ
と
だ
が
、「
経
朝
省
」
は
、
役
所
の
手
続
き
を
経
る
こ
と
を

い
う
。『
蘇
軾
文
集
』「
貢
院
剳
子
」
四
首
の
四
に
「
朝
省
を
経
て

0

0

0

0

0

状
を
下
さ
れ
、
本
院
に
送
下
す
る
こ
と
を
蒙
る
も
、
亦
た
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只
だ
是
れ
条
に
坐
し
て
告
示
す
る
の
み
（
有
経
朝
省

0

0

0

下
状
、
蒙
送
下
本
院
、
亦
只
是
坐
条
告
示
）」。
こ
れ
は
、「（
案
件
が
）
中
央

官
庁
を
経
て
（
正
式
な
）
公
文
書
と
し
て
下
さ
れ
、（
試
験
の
実
施
機
関
で
あ
る
）
貢
院
へ
と
送
り
届
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
対

す
る
貢
院
の
対
応
は
、
た
だ
既
定
の
条
文
に
当
て
は
め
て
告
示
す
る
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
。「
陳
請
」
は
、

希
望
を
申
し
出
る
、
陳
情
す
る
。

○�

用
過
人
情
銭
参
万
緡
＝
「
用
過
」
は
、
用
い
終
わ
る
。『
一
山
録
』「
壑
典
座
火
」
に
「
有う

漏ろ

の
笊そ

う

篱り

、
無む

漏ろ

の
木ぼ

く

杓し
ゃ
く。

用
過

0

0

し
了
っ
て
甚
れ
の
処
に
か
著お

く
（
用
過
了
也
、
向
甚
処
著
）」。
あ
る
い
は
「
用
過
」
は
単
に
「
使
う
、
用
い
る
」
と
い
う
こ
と
。

　

�　
「
人
情
銭
」
と
は
、
元
朝
の
官
吏
が
百
姓
の
銭
財
を
取
り
立
て
る
た
め
に
、
巧
妙
に
作
り
出
し
た
徴
収
銭
の
名
目
の
一
つ

で
あ
る
。
清
、
劉
献
廷
『
広
陽
雑
記
』
巻
三
に
い
う
、「
元
朝
の
末
年
、
官
は
貪
に
、
吏
は
汚
る
。
蒙
古
色
目
人
（
＝
「
色

目
」
は
類
と
い
う
義
。
蒙
古
人
の
よ
う
な
連
中
）、
罔
然
と
し
て
廉は

耻じ

を
知
ら
ざ
る
に
因
る
。
為は

た
何
物
ぞ
。
其
の
人
に
問
う
て

銭
を
討も

と

む
る
に
、
皆
な
名
目
有
り
。
所
属
に
始
め
て
参
ず
る
を
拝
見
銭
と
曰
い
、
事
も
無
き
に
白
要
（
＝
無
事
平
白
地
、
何
ら

問
題
も
な
い
の
に
不
当
に
要
求
）
す
る
を
撒
花
銭
と
曰
い
、
節
に
逢
う
を
追
節
銭
と
曰
い
…
…
送
迎
を
人
情
銭
と
曰
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
元
朝

末
年
、
官
貪
吏
汚
。
因
蒙
古
色
目
人
、
罔
然
不
知
廉
耻
、
為
何
物
。
其
問
人
討
銭
、
皆
有
名
目
。
所
属
始
参
曰
拝
見
銭
、
無
事
白
要
曰
撒

花
銭
、
逢
節
曰
追
節
銭
…
…
送
迎
曰
人
情
銭

0

0

0

0

0

0

）」
と
あ
る
。
こ
れ
は
元
朝
（
一
二
七
一
～
一
三
六
八
）
の
末
年
の
こ
と
だ
が
、
い
ま

「
板
渡
し
」
は
一
二
四
六
年
の
こ
と
だ
か
ら
、
蒙
古
人
が
「
人
情
銭
」
を
設
け
る
よ
り
も
、
お
よ
そ
百
年
も
前
の
南
宋
時
代

の
こ
と
で
あ
る
。

　

�　
『
広
陽
雑
記
』
に
よ
れ
ば
「
人
情
銭
」
は
蒙
古
人
に
始
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
な
る
が
、「
人
情
」
は
中
国
で
古
く
か
ら
一
般

に
見
ら
れ
た
「
ま
い
な
い
文
化
」
と
い
う
風
習
で
あ
る
。
人
間
関
係
を
良
好
に
保
つ
た
め
の
金
品
の
贈
り
物
を
「
人
情
」
ま

た
は
「
人
事
」
と
も
い
う
。「
人
事
」
は
禅
録
に
も
よ
く
出
る
語
で
、
極
め
て
多
様
の
義
が
あ
る
が
、
中
に
は
「
贈
り
物
」
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を
意
味
す
る
用
例
も
あ
る
。
古
く
は
、
白
居
易
が
元
和
年
間
に
記
し
た
「
奏
于
頔
裴
均
欲
入
朝
事
宜
状
」
に
出
る
。
こ
の
文

は
当
時
絶
大
な
勢
力
を
誇
っ
た
藩
鎮
の
于う

頔て
き

と
裴は

い

均き
ん

が
長
安
に
入
朝
し
よ
う
と
し
た
際
に
、
朝
廷
の
官
僚
や
側
近
を
買
収
し

た
動
き
を
批
判
し
た
も
の
で
、
そ
れ
に
「
奏
に
入
る
に
は
、
賢
愚
を
問
わ
ず
、
皆
な
聖
恩
を
仰
ぎ
希
わ
ん
と
欲
し
、
傍
ら
権

貴
に
結
ぶ
。
上
は
進
奉
（
＝
公
的
に
納
め
る
献
上
品
、
上
納
金
）
を
須も

ち

い
、
下
は
人
事

0

0

（
＝
役
人
一
人
ひ
と
り
に
渡
す
賄
賂
）
を
須

う
（
入
奏
、
不
問
賢
愚
、
皆
欲
仰
希
聖
恩
、
傍
結
権
貴
。
上
須
進
奉
、
下
須
人
事
）」
と
あ
る
。
そ
こ
に
何
ら
か
の
目
論
見
が
あ
れ
ば
、

人
倫
の
礼
で
あ
る
「
人
情
」
は
容
易
に
「
袖
の
下
」
と
な
り
賄
賂
と
な
る
。

　

�　

宋
代
の
社
会
風
習
を
反
映
し
た
『
水
滸
伝
』
に
は
「
人
情
」
の
語
で
頻
出
す
る
。『
水
滸
伝
』
第
十
四
回
（
ま
た
は
第
九
回
）、

林
冲
の
言
葉
に
、「
若
し
人
情
銭
物

0

0

0

0

有
っ
て
他
に
送あ

与た

え
る
時
は
、
便
ち
你
を
覷み

る
的こ

と

好よ

し
。
若
し
是
れ
銭
無
け
れ
ば
、
你

を
将
っ
て
土
牢
の
裏う

ち

に
撇ほ

う

在り
こ

ま
ん
（
若
有
人
情
銭
物
、
送
与
他
時
、
便
覷
的
你
好
。
若
是
無
銭
、
将
你
撇
在
土
牢
裏
）」
と
あ
る
。
こ

れ
は
「
金
品
を
渡
せ
ば
、
手
の
ひ
ら
を
返
し
た
よ
う
に
良
く
し
て
く
れ
る
が
、
金
が
な
け
れ
ば
牢
屋
に
放
り
込
ま
れ
て
し
ま

う
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
う
場
合
の
人
情
銭
は
高
が
知
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

�　

人
情
銭
は
、
体
よ
く
言
い
換
え
れ
ば
「
根
回
し
の
た
め
の
経
費
」「
工
作
費
」「
必
要
経
費
」
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
が
、

今
こ
こ
で
の
意
味
は
そ
ん
な
社
会
風
習
の
レ
ベ
ル
を
は
る
か
に
超
え
た
も
の
で
、
そ
の
実
態
は
、「
千
板
」
の
荷
揚
げ
を
す

る
た
め
に
は
絶
対
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
三
万
緡
も
の
巨
額
な
賄
賂
で
あ
る
。

　

�　

西
尾
氏
は
前
に
続
け
て
「
用
は
人
情
銭
三
万
緡
に
過
ぐ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
此
れ
蓋
し
免
る
べ
か
ら
ず
」
と
訓
じ
（
四
三
頁
）、「
費
用
は
切0

り
詰
め
て
も
関
税
と
し
て
の
参
万
緡

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
免
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
訳
す
（
四
九
頁
）。
そ
し
て
、「
人
情
銭
」
の
注
に

「
政
府
に
入
る
関
税

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
の
金
の
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
（
四
六
頁
）。
こ
れ
に
対
し
て
榎
本
氏
は
、「
関
税
が
三
万
緡
と

す
る
と
、
額
が
巨
大
に
過
ぎ
る
」「
ま
た
そ
の
巨
額
さ
か
ら
見
て
、
贈
物
の
類
と
も
考
え
難
い
。
そ
う
考
え
る
と
こ
の
三
万

0

0
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緡
は

0

0

、
貿
易
対
価
以
外
考
え
難
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
は
な
い
か
」（
九
六
頁
）
と
し
、「
朝
廷
に
お
願
い
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
、
人
情
銭

（
贈
物
の
銭
）
を
使
い
切
っ
た
が
、
三
万
緡
は
支
払
い
を
免
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
訳
す
（
九
六
頁
）。

　

�　

三
万
緡
は
確
か
に
巨
額
で
あ
る
。「
板
渡
し
」
が
行
わ
れ
た
の
と
同
じ
こ
ろ
（
仁
治
三
年
＝
一
二
四
二
年
）
七
月
に
、
西
園

寺
公き

ん

経つ
ね

の
経
営
す
る
唐
船
が
帰
国
し
、
銭
一
〇
万
貫
、
鸚
鵡
、
水
牛
な
ど
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
（『
民
経
記
』

仁
治
三
年
七
月
四
日
条
）。
服
部
英
雄
氏
の
「
入
宋
貿
易
の
実
態
」（『
東
ア
ジ
ア
と
日
本
：
交
流
と
変
容
』
所
収
。
二
〇
〇
五
年
、
九

州
大
学
）
で
は
、
西
園
寺
が
持
ち
帰
っ
た
十
万
貫
に
つ
い
て
考
証
し
、
一
貫
は
現
代
の
い
く
ら
に
相
当
す
る
か
に
つ
い
て
諸

説
を
あ
げ
た
う
え
で
、
一
貫
は
「
八
万
円
程
度
」
と
「
十
五
万
円
程
度
」
と
い
う
二
説
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
適
用
す

れ
ば
、
三
万
緡
は
二
十
四
億
円
な
い
し
は
四
十
五
億
円
に
も
な
る
。
桁
違
い
の
額
で
あ
る
。
榎
本
氏
が
「
貿
易
対
価
以
外
考

え
難
い
」
と
す
る
の
も
当
然
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
こ
の
換
算
が
妥
当
か
ど
う
か
、
検
証
す
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
貨

幣
価
値
の
基
準
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
一
件
の
情
報
が
、
無
準
周
辺
の
身
近
に
あ
る
。

　

�　

そ
れ
は
「
剣
門
妙
深
の
円
爾
宛
て
尺
牘
」（
常
盤
山
文
庫
）
に
出
る
記
述
で
あ
る
。
こ
の
尺
牘
の
中
に
は
、
無
準
が
臨
終
間

際
に
、
自
分
の
語
録
を
開
板
せ
よ
、
そ
の
費
用
に
つ
い
て
は
日
本
の
円
爾
上
人
お
よ
び
九
条
太
閤
に
援
助
を
仰
げ
、
と
言
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

�

老
師
臨り

ん

行こ
う

の
時
、
妙
深
及
び
謙
侍
者
に
面

ま
の
あ
たり

に
囑し

ょ
くし

て
乃
ち
言
え
り
、「
老
僧
末
後
に
語
録
一
事
を
開
け
。
約や

く

す
る
も

0

0

0

万
余
を

0

0

0

費つ
い
えせ

ん
0

0

。
唱し

ょ
う
え衣

鉢は
つ

し
て
、
津し

ん

送そ
う

の
外
、
必
ず
此
に
及
ば
ざ
る
こ
と
無
か
れ
。
若
し
能
侍
者
、
浙せ

っ

東と
う

に
回
ら
ば
、

委い
き
ょ
く曲

に
書
を
作
り
、
尓に

ち
ょ
う長

老ろ
う

及
び
禅ぜ

ん

定じ
ょ
う長

老
に
与
う
可
し
。
必
ず
能
く
我
が
為
に
此
の
一
事
を
成じ

ょ
うぜ

ん
。
…
…
（
師

臨
行
時
、
面
囑
妙
深
及
謙
侍
者
、
乃
言
、
老
僧
末
後
開
語
録
一
事
、
約
費
万
余
、
唱
衣
鉢
津
送
外
、
必
無
不
及
此
。
若
能
侍
者
浙
東

回
、
可
委
曲
令
作
書
、
与
尓
長
老
及
禅
定
長
老
、
必
能
為
我
成
此
一
事
。）」
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�

遺
言
の
部
分
を
訳
す
と
、「
私
が
亡
く
な
っ
た
後
に
、
私
の
語
録
を
開
板
し
て
欲
し
い
。
倹
約
し
て
切
り
つ
め
て
も
一
万
緡

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

以
上
は
か
か
る
で
あ
ろ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
規
定
ど
お
り
に
）
唱し

ょ
う
え衣

鉢は
つ

を
し
て
、
そ
の
資
金
で
津し

ん

送そ
う

を
行
う
ほ
か
に
、
こ
の
語
録
開
板
だ
け

は
行
っ
て
欲
し
い
。
今
度
、
能
侍
者
が
（
日
本
か
ら
）
寧
波
に
戻
っ
て
来
た
な
ら
ば
、（
こ
の
語
録
開
板
の
こ
と
を
）
詳
し
く
書

簡
に
記
し
、（
能
侍
者
が
日
本
に
帰
る
と
き
に
託
し
て
）
円
爾
長
老
と
九
条
禅
定
太
閤
に
届
け
よ
。
彼
ら
が
必
ず
や
こ
れ
を
成
し

遂
げ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

�　

無
準
師
範
の
語
録
『
仏
鑑
禅
師
語
録
』
は
全
六
巻
で
あ
る
。
こ
れ
を
開
板
す
る
費
用
が
一
万
余
緡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
現
代
の
貨
幣
価
値
で
い
く
ら
に
な
る
の
か
。
刊
行
部
数
に
も
よ
る
が
、
私
の
経
験（
1
）か
ら
す
れ
ば
、
せ
い
ぜ
い
一

億
円
程
度
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

注（
1
）	

一
九
九
二
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
か
け
て
、
私
は
中
国
揚
州
で
二
種
の
刻
本
を
刊
行
す
る
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
は

大
徳
寺
の
江
月
宗
玩
の
語
録
『
欠
伸
稿
』
全
四
巻
（
全
二
七
九
丁
）
の
新
刻
本
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
『
白
隠
禅
師
自
筆
刻
本
集

成
』
全
十
帙
十
八
冊
の
復
刻
で
あ
っ
た
。
板
木
に
は
、
冬
季
に
安
徽
省
の
山
中
で
採
取
さ
れ
た
ヤ
マ
ナ
シ
（
野
梨
）
の
材
が
用
い
ら

れ
た
。
二
名
の
老
練
な
職
人
は
、
鋼
か
ら
手
製
で
作
っ
た
彫
刻
刀
を
用
い
て
い
た
。
す
べ
て
が
八
〇
〇
年
前
も
同
じ
と
思
わ
れ
る
伝

統
的
な
方
法
で
進
め
ら
れ
た
。
用
紙
だ
け
は
日
本
で
調
達
し
た
雲
州
紙
を
中
国
に
送
り
、
こ
れ
に
印
刷
し
仮
製
本
し
た
も
の
を
日
本

に
持
ち
帰
り
、
伝
統
的
な
和
装
本
に
仕
立
て
た
。
と
も
に
印
刷
部
数
は
三
〇
〇
部
だ
っ
た
。
木
版
の
印
刷
は
最
大
限
で
一
〇
〇
〇
部

程
度
が
可
能
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

�　

こ
こ
に
推
定
し
た
『
仏
鑑
禅
師
語
録
』
の
開
板
費
用
を
基
準
に
す
れ
ば
、「
三
万
緡
」
は
せ
い
ぜ
い
三
億
円
ま
で
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
先
の
服
部
氏
の
試
算
基
準
を
適
用
し
た
「
二
十
四
億
円
な
い
し
は
四
十
五
億
円
」
と
は
一
桁
ほ
ど
少
な
い
も

の
に
な
る
。
こ
の
三
万
緡
（
＝
三
億
円
）
を
「
千
板
」
の
一
枚
に
配
当
す
る
と
、
一
枚
に
つ
き
人
情
銭
は
三
十
万
円
と
な
る
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
、「
千
板
」
と
い
う
積
荷
が
か
な
り
価
値
の
あ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ

と
は
ま
た
、
後
に
検
討
す
る
。

　

�　

と
こ
ろ
で
、
日
本
か
ら
送
ら
れ
た
大
量
の
板は

ん

木ぼ
く

に
は
、
そ
も
そ
も
、
関
税
が
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
徳
敷
の

尺
牘
に
は
関
税
に
関
す
る
記
述
は
い
っ
さ
い
見
え
な
い
。
関
税
（
抽
解
）
に
つ
い
て
記
す
の
は
、
無
準
の
「
板
渡
し
の
墨

蹟
」
の
「
朝
廷
以
為
内
地
、
不
許
抽
解

0

0

0

0

」
と
い
う
部
分
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
関
税
を
納
め
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

も
し
実
際
に
課
税
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
徳
敷
は
必
ず
そ
の
こ
と
、
特
に
関
税
の
額
に
つ
い
て
は
日
本
に
報
告
し
た
で
あ
ろ

う
が
、
そ
の
金
額
な
ど
は
一
切
書
か
れ
て
は
い
な
い
。
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
人
情
銭
を
後
払
い
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
、

後
か
ら
必
ず
こ
れ
を
補
填
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

�　

日
本
か
ら
届
い
た
大
量
の
板は

ん

木ぼ
く

は
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
、
売
買
契
約
が
な
い
の
で
課
税
対
象
に
で
き
な
か
っ
た
も
の
か
。

「
板
渡
し
の
墨
蹟
」
に
あ
る
「
朝
廷
以
為
内
地
、
不
許
抽
解
」
の
部
分
を
、
さ
き
に
「
通
常
の
関
税
を
納
め
て
の
通
関
許
可

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
訳
し
て
み
た
の
だ
が
、
な
お
す
っ
き
り
と
し
な
い
。
取
ろ
う
と
思
え
ば
「
内
地
関
税
」
と
い
う
形

で
課
す
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
も
し
か
し
た
ら
、「
以
為
内
地
、
不
許
抽
解
」
は
、
当
局
が
船
貨
を
留
め
置
い
て
、

関
税
よ
り
も
莫
大
な
人
情
銭
を
徴
す
る
た
め
の
口
実
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、
無
準
師
範
は
人
情
銭
を
要

求
さ
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
を
受
け
て
い
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
こ
と
に
具
体
的
に
触
れ
る
の
を
避
け
て
「
朝
廷
以
為
内
地
、

不
許
抽
解
」
と
い
う
曖
昧
な
表
現
に
し
、
人
情
銭
に
関
わ
る
詳
細
な
報
告
は
徳
敷
に
ま
か
せ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

�　

と
も
あ
れ
、
当
局
者
は
公
庫
に
入
る
関
税
で
は
な
く
、
私
腹
に
入
る
人
情
銭
を
要
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
当
時
、

径
山
側
に
は
支
払
う
能
力
が
な
か
っ
た
の
で
、
貨
物
を
差
し
押
さ
え
て
、
ひ
た
す
ら
人
情
銭
を
要
求
し
、
貸
借
関
係
ま
で
設

定
し
て
、
来
年
ま
で
に
は
必
ず
人
情
銭
三
万
緡
を
着
服
で
き
る
よ
う
に
仕
向
け
た
の
で
あ
る
。「
板
渡
し
」
は
日
中
仏
教
関
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係
史
の
中
で
の
美
談
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
腐
敗
し
き
っ
た
中
国
の
役
人
の
姿
が
見
え
る
。

○�
此
蓋
不
可
免
＝
要
求
に
従
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
巨
額
の
人
情
銭
を
請
求
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
っ
け
な
い
表
現
で
あ
る
。

こ
う
い
う
中
国
の
特
殊
事
情
は
あ
な
た
（
円
爾
）
も
ご
存
じ
で
し
ょ
う
、
と
い
う
含
み
が
あ
る
よ
う
に
も
感
ぜ
ら
れ
る
。

○�

皆
徳
敷
於
府
第
借
貸
済
用
＝
「
府
第
」
は
役
所
の
公
邸
。「
借
貸
」
は
、
銭
を
借
用
す
る
。「
済
用
」
は
、
運
用
、
使
用
。
徳

敷
が
府
第
か
ら
借
貸
し
た
の
は
、
そ
の
前
に
出
る
「
三
万
緡
」
で
あ
る
。
そ
の
三
万
緡
を
「
人
情
銭
」
に
援
用
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、「
借
貸
」
と
は
い
う
も
の
の
、
以
下
の
記
事
を
見
れ
ば
、「
三
万
緡
」
の
現
金
が
実
際
に
動
い
た
の
で
は
な
く
、

借
入
し
て
支
払
っ
た
こ
と
に
し
、
そ
の
分
を
後
納
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

○�

能
兄
諸
公
歴
々
皆
知
＝
日
本
側
の
関
係
者
も
分
明
歴
々
に
承
知
の
上
で
こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
。

○�

臨
解
纜
之
時
、
又
無
此
項
可
還
＝
船
が
日
本
に
出
発
す
る
時
に
、
金
銭
を
渡
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
。「
此
項
」
は

「
此
項
銭
」
の
略
。
こ
の
「
項
」
は
項
目
や
種
類
と
い
う
義
で
、
金
銭
の
単
位
（
名
目
）
を
表
す
量
詞
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

『
水
滸
伝
』
第
九
十
二
回
で
、
ず
る
い
庫
吏
（
＝
官
庫
の
管
理
人
）
が
、
手
柄
を
立
て
た
喬
冽
を
言
い
く
る
め
て
賞
金
を
ケ
チ

ろ
う
と
す
る
場
面
に
、「
庫
吏
却
将
三
貫
銭
把
与
喬
冽
道
、〈
你
有
恁
般
高
術
、
要
這
銭
也
没
用
頭
。
我
這
裡
正
項
銭
糧

0

0

0

0

、
兀

自
起
解
不
足
、
東
挪
西
撮
。
你
這
項
信
賞
銭

0

0

0

0

0

、
依
著
我
、
権
且
存
置
庫
内
、
日
後
要
用
、
却
来
陸
続
支
取
〉」
と
あ
る
。「
官

庫
の
役
人
は
三
貫
文
を
喬
冽
に
差
し
出
し
て
言
っ
た
、〈
お
前
さ
ん
ほ
ど
の
高
い
術
が
あ
る
な
ら
、
こ
ん
な
金
を
持
っ
て
い

て
も
使
い
道
（
用
頭
）
が
な
い
だ
ろ
う
。
う
ち
の
役
所
で
は
、
正
規
の
税
金
（
正
項
銭
糧

0

0

0

0

）
で
さ
え
（
徴
収
）
不
足
し
て
い
て
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
か
き
集
め
て
（
東
挪
西
撮
）
い
る
状
態
な
の
だ
。
お
前
さ
ん
の
こ
の
賞
金
（
這
項

0

0

信
賞
銭
）
は
、
ま
あ
私
の
言

う
こ
と
を
聞
い
て
、
ひ
と
ま
ず
蔵
の
中
に
預
け
て
お
け
。
後
で
入
り
用
に
な
っ
た
時
に
、
ま
た
少
し
ず
つ
受
け
取
り
に
来
れ

ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
〉」。
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○�

諸
人
倶
来
面
訴
、
作
合
同
文
＝
「
面
訴
」、
面
会
し
て
直
接
訴
え
る
。「
合
同
文
」
は
合
同
文
契
、
合
同
文
印
。
関
係
者
が
署

名
押
印
し
た
証
書
。

　

�　

関
係
者
が
み
な
（
役
所
に
行
っ
て
）
面
会
し
て
直
接
訴
え
（
借
用
し
た
こ
と
を
）
証
書
に
し
た
。
西
尾
氏
は
こ
の
人
情
銭
を

「
政
府
に
入
る
関
税
」
と
解
釈
し
、
榎
本
氏
は
「
三
万
緡
」
は
「
貿
易
の
対
価
」
と
解
釈
し
て
い
た
。
で
あ
る
な
ら
ば
、「
役

所
に
入
る
べ
き
関
税
」
や
「
日
本
側
に
支
払
う
べ
き
貿
易
の
対
価
」
を
府
第
（
役
所
）
に
立
て
替
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
、

不
自
然
な
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

�　

榎
本
氏
は
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
を
「
こ
こ
は
「
能
兄
諸
公
歴
々
と
し
て
皆
な
知
る
、
解
纜
の
時
に
臨
み
て
、
又
た
此
の
項
の

還
す
可
き
無
き
を
。
諸
人
倶
に
来
た
り
て
面
訴
し
、
合
同
文
約
を
作
る

0

0

0

0

0

0

0

（
傍
点
榎
本
）。
来
年
夏
の
信
舡
の
至
る
を
借
起
し
て

送
還
せ
ん
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
確
か
に
中
国
の
歴
史
文
書
に
は
「
契
約
文
書
」
を
指
す
「
合
同
文
約
」
と

い
う
用
語
が
あ
る
が
、
次
項
の
冒
頭
に
「
約
」
と
い
う
動
詞
が
な
け
れ
ば
、
次
項
の
文
は
意
味
を
失
っ
て
し
ま
う
。
よ
っ
て

「
合
同
文
」
で
あ
っ
て
も
「
合
同
文
約
」
の
意
味
が
あ
る
も
の
と
解
し
た
。

　

�　

ま
た
榎
本
氏
は
「
つ
ま
り
能
兄
側
と
徳
敷
の
間
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
代
価
支
払
い
を
約
束
す
る
契
約
書

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
傍
点
芳
澤
）
を
作
成
し
た
の
で

あ
る
」
と
す
る
が
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
徳
敷
と
能
上
人
た
ち
（
諸
人
）
が
役
所
（
朝
廷
）
と
、「
人
情
銭
の
後
払
い
を
」

約
束
す
る
合
同
文
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。「
諸
人
」
は
能
上
人
を
含
む
日
本
側
関
係
者
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
謝
国
明
の
関

係
者
も
入
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
巨
船
を
所
有
し
て
日
宋
間
の
貿
易
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
博
多
綱
首
の
関
係
者
が
契
約
に
加

わ
る
こ
と
で
後
払
い
が
保
証
さ
れ
る
わ
け
で
、
役
所
側
も
そ
れ
で
納
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
綱
首
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
人
情

銭
の
支
払
い
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
貿
易
を
円
滑
に
拡
大
し
て
い
く
た
め
の
保
険
金
に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

○�

約
借
起
来
年
夏
信
舡
至
送
還
＝
難
訓
。
西
尾
氏
は
こ
こ
を
、「
来
年
の
夏
の
信
舡
を
借
起
し
送
還
に
至
る
を
約
す
」
と
訓
む
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が
、「
約
借
」
の
語
は
未
検
で
あ
る
。

　
�　

「
借
」
は
借
り
。
宋
之
問
「
皇
甫
懐
州
の
為
に
官
を
譲
る
表
」
に
「
三
歳
の
勤
め
を
勉
む
と
雖
も
、
何
ぞ
一
年
の
借0

を
補

わ
ん
（
雖
勉
三
歳
之
勤
、
何
補
一
年
之
借
）」。「
起
」
は
介
詞
で
、
時
間
を
表
す
語
の
前
に
あ
っ
て
起
点
を
あ
ら
わ
す
「
か
ら
」

と
い
う
義
で
解
し
て
み
た
。「
逐
年
に
配
す
る
の
人
戸
の
食
塩
、
来
年
を
起
し
て

0

0

0

0

0

0

、
毎
斗
十
文
を
滅
放
す
（
逐
年
所
配
人
戸
食

塩
、
起
來
年
毎
斗
滅
放
十
文
）」（『
五
代
会
要
』）
な
ど
と
み
え
る
。「
信
舡
」
は
信
船
。
通
信
船
。
ま
た
、「
送
還
」
は
「
送
る
」

「
か
え
す
」
の
義
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
わ
た
す
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
返
済
の
義
で
は
な
い
こ
と
、
左
の
用

例
に
見
る
べ
し
。

　

�　
『
五
家
正
宗
賛
』
白
雲
端
禅
師
章
に
、「
某
甲
、
婦
人
に
酒
肉
を
買
っ
て
与
え
し
銭
の
剩
得
三
百
貫
有
り
、
常
住
に
送
還
す

0

0

0

0

0

0

（
某
甲
有
与
婦
人
買
酒
肉
銭
、
剩
得
三
百
貫
、
送
還
常
住

0

0

0

0

）」
と
あ
る
。「
常
住
に
送
還
す
」
と
は
、「
寺
の
会
計
（
常
住
）
に
わ
た

0

0

す0

（
送
還
）」
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
『
大
慧
武
庫
』
五
祖
法
演
和
尚
の
章
に
出
る
佳
話
を
ふ
ま
え
る
表
現
で
あ
る
。
五
祖

法
演
は
水
車
小
屋
の
責
任
者
（
磨ま

じ
ゅ
う頭

）
を
し
て
い
る
と
き
に
、
俗
人
の
男
女
を
雇
っ
て
、
水
車
小
屋
の
事
業
を
上
手
に
や
り

く
り
し
て
い
た
が
、
あ
る
者
が
「
法
演
は
婦
人
を
ひ
っ
ぱ
り
こ
ん
で
酒
を
飮
み
肉
を
食
っ
て
い
る
」
と
い
う
噂
を
流
し
た
。

法
演
は
こ
れ
を
一
切
否
定
せ
ず
に
い
た
。
そ
し
て
、
引
き
継
ぎ
決
算
の
と
き
に
な
っ
て
、「
水
車
小
屋
の
運
営
や
り
く
り
で

で
き
た
余
剰
金
を
寺
の
会
計
に
入
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
っ
た
。「
送
還
常
住
」
の
部
分
が
、『
大
慧
武
庫
』
で
は
「
常
住
に
入
れ
る

0

0

0

0

0

0

（
入
常
住
）」
と
な
っ
て
い
る
。

　

�　

来
年
の
夏
に
日
本
の
書
信
船
が
着
い
て
か
ら
、
借
り
た
こ
と
に
し
た
銭
を
わ
た
す

0

0

0

こ
と
を
約
束
し
た
の
で
あ
っ
て
、
実
際

に
金
を
借
り
て
「
そ
れ
を
返
し
た
」
の
で
は
な
い
。

○�

或
言
版
木
抵
拆
︽
折
︾
＝
「
版
木
」
は
、
狭
義
で
は
刻
版
の
こ
と
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
板は

ん

木ぼ
く

に
通
用
し
た
も
の
。
西
尾
氏
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は
「
あ
る
者
は
板
木
の
傷
み
割
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

も
の
が
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
」
と
訳
す
が
、
こ
こ
に
い
き
な
り
板
木
の
保
存
状

態
を
問
題
に
す
る
言
葉
が
入
る
の
は
唐
突
な
感
じ
が
す
る
。
こ
の
後
も
一
貫
し
て
、
ど
う
や
っ
て
工
面
し
人
情
銭
を
納
め
、

貨
物
を
円
滑
に
受
領
で
き
る
か
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
関
す
る
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

�　
「
抵
拆
」
の
語
は
未
検
で
あ
る
。「
抵
押
、
抵
当
（
さ
し
お
さ
え
る
）」
と
い
う
語
が
あ
る
よ
う
に
、「
抵
」
に
は
「
～
に
あ

て
る
」
の
義
が
あ
る
。
ま
た
「
拆
」
は
、
そ
こ
な
う
、
こ
ぼ
つ
、
分
解
す
る
の
義
だ
か
ら
「
抵
拆
」
の
二
字
は
熟
語
と
し
て

は
結
び
つ
き
に
く
い
。

　

�　
「
拆
」
に
見
え
る
の
は
「
書
き
損
じ

0

0

0

0

」
で
、
正
し
く
は
「
折
」、
つ
ま
り
「
抵
折
」
で
あ
ろ

う
。「
折
」
に
は
「
さ
し
ひ
く
、
さ
し
ひ
き
に
す
る
」
の
義
が
あ
り
、
税
を
物
納
す
る
こ
と

を
「
折
税
」
と
い
う
。「
抵
折
」
は
「
折
抵
」
と
も
い
う
。
蘇
東
坡
の
「
初
め
て
黄
州
に
到

る
」
詩
に
、「
只
だ
慚
ず
、
糸し

毫ご
う

の
事
を
補
う
無
く
、
尚
お
官か

ん

家け

の
圧あ

っ

酒し
ゅ

嚢の
う

を
費
す
こ
と
を
（
只
慚
無
補
糸
毫
事
、
尚
費
官
家
圧

酒
嚢
）」
と
あ
り
、
自
註
に
「
検
校
の
官
、
例
し
て
折
支
し

0

0

0

、
多
く
は
退
酒
袋
を
得
（
検
校
官
例
折
支
、
多
得
退
酒
袋
）」
と
あ
る
。

そ
し
て
『
蘇
軾
詩
合
註
』
に
、「
文
献
通
考
に
、
文
臣
の
料
銭
、
一
分
は
見
銭
（
＝
現
金
）、
二
分
は
折
支

0

0

（
＝
実
物
支
給
）。

陸
錫
熊
曰
く
、
自
註
に
云
う
所
の
折
支

0

0

は
、
他
物
を
以
て
銭
に
代
う
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
謂
う
。
退
酒
袋
は
法
酒
（
＝
朝
廷
主
催
の
酒
宴
）
に

用
い
余
し
た
廃
袋
な
り
。
蓋
し
宋
時
の
俸
料
は
、
每
に
他
物
を
以
て
折
抵

0

0

0

0

0

0

0

す
。
退
酒
袋
は
即
ち
折
抵

0

0

の
物
な
る
の
み
」
と
あ

る
。
蘇
東
坡
の
詩
は
黄
州
に
左
遷
さ
れ
た
直
後
に
作
っ
た
も
の
で
、
句
意
は
「（
自
分
は
左
遷
の
身
で
）「
世
の
中
に
何
ひ
と
つ

貢
献
し
て
い
な
い
の
に
、
い
ま
だ
に
国
か
ら
支
給
さ
れ
る
退
酒
袋
の
ご
と
き
わ
ず
か
な
給
料
を
費
し
て
い
る
の
を
恥
ず
か
し

く
思
う
」
と
い
う
こ
と
。

　

�　

こ
の
よ
う
に
「
抵
折
」
は
、
現
金
で
支
払
う
の
で
は
な
く
他
の
も
の
で
物
納
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
人
情
銭
分
を
板
で
物
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納
に
し
て
充
当
し
相
殺
し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
案
が
提
案
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
万
緡
と
い
う
巨
額
の
人
情
銭
を
、

「
千
板
」
の
一
部
を
さ
し
ひ
い
て
物
納
に
し
よ
う
と
い
う
の
だ
か
ら
、「
千
板
」
全
体
の
価
値
は
そ
の
数
倍
に
見
積
も
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

�　

こ
こ
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
こ
と
は
「
或
言
」
部
分
は
筆
蹟
に
乱
れ
が
あ
り
、

重
ね
書
き
し
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
拡
大
し
て
見
れ
ば
、
下
に
書

か
れ
て
い
る
の
は
小
字
の
「
徳
敷
」
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
、
国
立
文
化

財
機
構
「
ｅ
國
寳
」
の
Ｈ
Ｐ
（https://em

useum
.nich.go.jp

）
で
、
よ
り
高
精

細
の
拡
大
写
真
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

�　

も
し
こ
の
尺
牘
が
徳
敷
の
真
蹟
で
あ
る
な
ら
ば
、
徳
敷
は
最
初
に
「
私
徳
敷
が

物
納
を
提
案
し
た
」
と
書
い
た
が
、後
か
ら
「（
私
で
は
な
く
）
あ
る
者
が
」
と
上
書
き
し
訂
正
し
た
こ
と
に
な
る
。「
千
板
」

を
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
日
本
側
に
対
し
て
、
さ
ら
に
巨
額
の
人
情
銭
の
支
払
い
を
依
頼
し
、
そ
の
上
ま
た
新
た
に
勧
縁
を

お
願
い
す
る
重
要
な
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
上
書
き
は
は
な
は
だ
非
礼
に
な
る
わ
け
で
、
徳
敷
本
人
が
そ
の
よ
う
な
書

き
方
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
右
に
指
摘
し
た
よ
う
に
い
く
つ
か
の
書
き
損
じ
や

誤
字
も
あ
る
。
こ
の
尺
牘
が
徳
敷
の
真
蹟
で
は
な
く
、
後
世
の
日
本
に
お
け
る
写
し
で
あ
る
と
考

え
る
も
の
で
あ
る
。

﹇
二
︱
五
﹈

徳
敷
実
托
自
和
尚
之
故
、
従
而
受
之
。
更
望
鼎
言
於
謝
綱
使
及
諸
公
之
前
、
力
主
其
事
廉
。
半
歳
無
爽
此
約
、
免
使
徳
敷
為
負
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逋
人
、
是
所
真
禱
。

徳と
く

敷ふ

、
和
尚
よ
り
実
に
托た

く

さ
る
る
故
に
、
従
っ
て
之
を
受
く
。
更
に
謝し

ゃ

綱こ
う

使し

及
び
諸
公
の
前
に
於
い
て
、
鼎て

い

言げ
ん

さ
れ
ん
こ
と
を
望
め
り
。
力つ

と

め
て
其
の
事
の
廉れ

ん

な
る
こ
と
を
主

つ
か
さ
どら

ん
。
半は

ん

歳さ
い

、
此
の
約
に
爽た

が

う
こ
と
無
く
、

徳
敷
を
し
て
負ふ

逋ほ

人に
ん

た
ら
し
む
る
こ
と
を
免
れ
よ
、
是
れ
真
に
禱い

の

る
所
な
り
。

〈
訳
〉

　

私
は
ま
さ
に
無
準
和
尚
か
ら
託
さ
れ
て
、
こ
の
仕
事
を
受
け
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
謝
綱
使
お
よ
び
諸
公
の

前
で
、
お
口
添
え
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
の
問
題
の
処
理
が
簡
略
に
進
む
よ
う
取
り
計
ら
う
こ
と
に
努

め
ま
す
。
半
歳
の
の
ち
（
こ
こ
で
証
文
に
書
か
れ
た
）
約
束
に
違
う
こ
と
な
く
、
私
が
税
の
滞
納
者
に
な
ら
ず
に
済
む
こ
と
を
切

に
祈
る
も
の
で
す
。

○�

徳
敷
実
托
自
和
尚
之
故
従
而
受
之
＝
『
禅
林
墨
蹟
』
と
西
尾
氏
訓
、「
徳
敷
実
に
托
し
て
和
尚
之
故
自
り
、
従
っ
て
之
を
受

く
」。
そ
の
訳
、「
私
は
確
か
に
無
準
和
尚
の
も
と
か
ら
委
託
さ
れ
て
こ
れ
を
受
け
ま
し
た
」。「
実
托
」
の
部
分
、
不
審
。

○�

更
望
鼎
言
於
謝
綱
使
及
諸
公
之
前
、
力
主
其
事
廉
＝
難
解
。「
之
前
」
を
ど
う
解
釈
す
る
か
。
右
の
句
点
の
よ
う
に
訓
ん
で

み
た
。『
禅
林
墨
蹟
』
の
訓
、「
更
に
望
む
ら
く
は
謝
綱
使
及
諸
公
の
前
に
鼎
言
し
力
め
て
其
の
事
の
廉
な
る
を
主
と
せ
ん

0

0

0

0

」。

西
尾
氏
訓
、「
更
に
望
む
ら
く
は
謝
綱
使
及
諸
公
の
前
に
鼎
言
し
力
め
て
其
の
事
の
廉
な
る
を
主の

べ
ん
こ
と
を

0

0

0

0

0

」。
そ
の
訳
、

「
そ
の
上
、
謝
国
明
ら
諸
公
の
前
で
お
話
し
、
で
き
る
だ
け
関
税
の
安
く
な
る
よ
う
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

述
べ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。
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�　

「
鼎
言
」
は
、
簡
野
道
明
『
字
源
』
の
鼎
言
に
、「
鼎
は
貴
重
な
る
も
の
、
人
に
託
し
て
事
を
い
は
し
む
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
い
ふ
。
書
言

故
事
、
託
人
言
事
、
曰
借
鼎
言
。
趙
平
原
君
曰
、
毛
先
生
一
至
楚
、
使
趙
重
九
鼎
大
呂
」
と
あ
る
。
諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』

も
同
じ
よ
う
に
『
書
言
故
事
』
を
引
い
て
い
る
が
、
釈
義
は
「
御
言
葉
。
他
人
の
言
を
敬
し
て
い
ふ
語
。
貴
い
言
、
重
き
を

な
す
言
等
の
意
」
と
あ
り
、『
字
源
』
の
釈
義
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
。
し
か
し
、
諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
借
重

鼎
言
（
重

ち
ょ
う
て
い鼎

の
言げ

ん

を
借
る
）」
の
項
で
は
『
史
記
』
平
原
君
と
『
故
事
成
語
考
』
を
引
い
た
上
で
、「
毛
遂
、
楚
に
使つ

か
いし

て
三0

寸
の
舌
を
以
て
説
き

0

0

0

0

0

0

0

0

、
趙
を
し
て
九
鼎
の
重
き
が
如
く
安
泰
な
ら
し
め
た
故
事
よ
り
、
人
に
物
事
を
托
す
る
と
き
の
こ
と
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

御
蔭
に
て
事
の
成
就
す
る
や
う
に
と
い
ふ
意

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
す
る
。『
漢
語
大
詞
典
』
に
は
「
常
用
于
請
人
説
話
帮
助
的
敬
詞
（
人
に

口
添
え
し
て
も
ら
い
助
け
て
も
ら
う
と
き
に
使
わ
れ
る
言
葉
）」
と
あ
る
。『
標
註
最
新
支
那
尺
牘
』（
井
上
翠
著
、
一
九
二
二
年
、
文

求
堂
書
店
）
で
は
「
請
託
語

0

0

0

」
の
条
に
「
汲
引
、
吹
噓
、
噓
植
、
鼎
言

0

0

、
鼎
力
、
玉
成
、
引
薦
」
と
あ
る
。
こ
こ
の
「
鼎

言
」
に
は
、「
口
添
え
、
お
と
り
な
し
」
と
い
う
、
日
常
的
に
使
わ
れ
る
口
語
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る（
2
）。

注（
2
）	

時
代
は
下
る
が
、
明
代
の
小
説
『
禅
真
後
史
』
第
二
回
に
、
借
金
ま
み
れ
で
破
産
寸
前
の
林
錦
と
い
う
男
が
、
恩
人
を
通
じ
て
貸

主
に
慈
悲
を
乞
う
場
面
が
あ
り
、
そ
の
言
に
い
う
、「（
借
金
の
う
ち
）
元
金
の
銀
六
百
両
だ
け
は
工
面
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
は
、

粗
末
な
絹
織
物
や
布
地
、
雑
貨
の
類
な
ど
、
合
わ
せ
て
百
両
ば
か
り
、
こ
れ
を
利
息
と
し
て
納
め
ま
す
の
で
、
ど
う
か
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。
残
り
の
元
金
四
百
両
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
借
用
証
書
を
書
き
直
し
、
今
年
の
年
末
ま
で
に
は
お
返
し
し
ま
す
。
あ
な

た
の
ご
親
戚
の
方
（
貸
主
）
へ
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
と
り
な
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
鼎
言
）
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
恩
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
（
只
措
辦
得
本
銀
六
百
両
、
外
有
些
粗
緞
布
匹
雑
貨
等
項
、
共
計
一
百
余
両
、
作
為
利
息
、
伏
乞
笑
納
。

余
欠
本
銀
四
百
両
、
另
立
券
約
、
冬
底
奉
償
、
令
親
処
煩
乞
鼎
言
、
感
戴
不
尽
）」
と
あ
る
。

　

今
こ
こ
の
「
鼎
言
」
は
単
な
る
「
重
い
言
葉
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
一
言
で
局
面
が
変
わ
る
ほ
ど
の
「
口
添
え
」
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で
あ
る
。
そ
の
鼎
言
を
す
る
よ
う
に
望
ん
だ
相
手
は
謝
綱
使
で
あ
る
。
徳
敷
は
資
金
力
の
あ
る
謝
国
明
に
、
役
人
た
ち
の
前
で
、

問
題
解
決
に
な
る
決
定
的
に
有
効
な
口
添
え
（
鼎
言
）
を
頼
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

趙
の
平
原
君
の
食
客
だ
っ
た
毛
遂
は
、
三
寸
の
舌
で
巧
み
に
説
い
て
、
何
も
失
う
こ
と
な
く
、
楚
と
の
合
従
策
を
成
立
さ
せ

た
の
だ
が
、
今
こ
こ
で
は
、
結
局
、
三
万
緡
を
取
り
消
し
に
し
た
の
で
は
な
く
、
納
め
る
こ
と
に
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
鼎
言

と
は
「
三
万
緡
は
必
ず
日
本
が
後
か
ら
納
め
る
」
と
い
う
言
質
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
三
万
緡
と
い
う
人
情
銭
を
払
っ
た
の
は
、

何
と
し
て
も
径
山
に
「
千
板
」
を
届
け
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

展
開
し
つ
つ
あ
っ
た
日
宋
貿
易
に
は
、
謝
国
明
は
も
ち
ろ
ん
、
径
山
、
承
天
寺
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

将
来
に
わ
た
っ
て
、
日
宋
貿
易
が
安
定
的
に
拡
大
し
展
開
す
る
た
め
の
担
保
と
い
っ
た
判
断
が
双
方
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
も
思
う
が
、
こ
の
方
面
に
つ
い
て
は
専
家
の
見
解
を
俟
ち
た
い
。

○�

力
主
其
事
廉
＝
こ
の
処
理
が
簡
略
（
廉
）
に
な
る
よ
う
と
り
は
か
ら
う
。「
主
事
」
は
、
事
を
つ
か
さ
ど
る
。
主
に
な
っ
て

事
に
あ
た
る
。

○�

免
使
徳
敷
為
負
逋
人
＝
「
負
逋
」
は
税
の
滞
納
。
実
際
は
税
で
は
な
い
が
、
税
に
関
す
る
語
を
用
い
て
い
る
。

﹇
二
︱
六
﹈

蒙
捨
之
板
、
已
先
領
五
百
三
十
片
、
帰
寺
訖
。
外
三
百
三
十
片
、
尚
在
慶
元
府
。
継
用
経
劃
請
帰
。
余
百
四
十
片
未
至
。
亦
欲

知
之
。

　

捨し
ゃ

を
蒙こ

う
むり

し
板
、
已
に
先
に
五
百
三
十
片
を
領り

ょ
うし

寺
に
帰き

し
訖お

わ

ん
ぬ
。
外ほ

か

の
三
百
三
十
片
は
尚
お
慶け

い

元げ
ん

府ふ
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に
在
り
。
継つ

い
で
経け

い

劃か
く

を
用も

っ
て
帰き

す
る
こ
と
を
請こ

う
。
余よ

の
百
四
十
片
は
未
だ
至
ら
ず
。
亦
た
之
を
知
ら

ん
と
欲
す
。

〈
訳
〉

　

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
板
の
う
ち
、
五
百
三
十
枚
は
す
で
に
受
け
取
り
、
径
山
に
着
い
て
お
り
ま
す
。
ほ
か
の
三
百
三
十
枚
は

ま
だ
慶
元
府
に
あ
り
ま
す
が
、
ひ
き
つ
づ
き
調
整
し
て
径
山
に
届
く
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。
残
り
の
百
四
十
枚
は
ま
だ
届
い

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
事
情
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○�

五
三
〇
枚
は
受
け
取
っ
て
径
山
寺
に
あ
る
。
三
三
〇
枚
は
ま
だ
慶
元
に
あ
る
。
そ
し
て
一
四
〇
枚
は
未
到
着
。
無
準
の
「
板

渡
し
の
尺
牘
」
で
の
数
字
と
合
致
し
て
い
る
。

○�

蒙
捨
之
板
＝
こ
こ
に
は
っ
き
り
と
「
蒙
捨
（
＝
ご
寄
進
い
た
だ
い
た
）」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
板
渡
し
の
尺
牘
」
に
は
「
山
門

の
興
復
重
大
な
る
に
、
特
に
千
板
を
化け

し
て
助じ

ょ

を
為
す
。
良ま

こ
とに

道
義
に
感
ず
」
と
あ
り
、「
寺
復
興
の
重
大
事
業
の
た
め
に
、

特
に
千
枚
の
板
を
ご
寄
付
下
さ
り
援
助
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
仏
道
へ
の
深
い
思
い
に
感
動
い
た
し
て
お
り
ま

す
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
榎
本
説
に
い
う
よ
う
な
「
対
価
を
払
っ
て
の
貿
易
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

○�

継
用
経
劃
請
帰
＝
「
経
劃
」
は
経
画
。
工
夫
し
、
や
り
く
り
す
る
。
物
事
を
う
ま
く
運
ぶ
た
め
の
段
取
り
す
る
。
蘇
軾
「
秦

太
虚
に
答
う
」
七
首
の
四
、「
嚢
中
を
度は

か

る
に
、
尚
お
一
歳
有
余
を
支
う
可
し
。
時
至
れ
ば
、
別
に
経
画

0

0

を
作な

さ
ん
。
水
到

れ
ば
渠
成
る
、
預
め
慮
る
こ
と
を
須
い
ざ
れ
（
度
嚢
中
尚
可
支
一
歳
有
余
。
至
時
、
別
作
経
画
、
水
到
渠
成
、
不
須
預
慮
）」。「
袋

の
蓄
え
を
見
れ
ば
、
ま
だ
一
年
余
り
は
生
活
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
時
（
お
金
が
尽
き
た
時
）
に
な
っ
た
ら
、
ま
た
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別
の
や
り
繰
り
を
考
え
れ
ば
い
い
」。

﹇
二
︱
七
﹈

茲
来
恃
在
眷
末
、
輒
有
冒
懇
。
正
続
接
待
建
已
数
載
。
惟
大
仏
宝
殿
及
蔵
殿
未
備
、
欲
得
。
和
尚
運
悲
智
力
、
広
大
門
成
此
大

縁
。
故
非
小
補
。
謝
綱
使
書
中
、
亦
露
一
機
。

茲こ
こ
に来

、
恃た

の

む
こ
と
眷け

ん

末ま
つ

に
在
り
、
輒た

や
すく

冒ぼ
う

懇こ
ん

有
り
。
正

し
ょ
う
ぞ
く続

と
接せ

っ

待た
い

、
建
て
已お

わ

っ
て
数す

う

載さ
い

な
り
。
惟お

も

う
に
大だ

い

仏ぶ
つ

宝ほ
う

殿で
ん

及
び
蔵ぞ

う

殿で
ん

は
未
だ
備
わ
ら
ざ
れ
ば
、
得
ん
と
欲
す
。
和
尚
が
悲ひ

智ち

力り
き

を
運め

ぐ

ら
し
て
広こ

う

大だ
い

の
門
を
闡ひ

ら

き
、

此
の
大だ

い

縁え
ん

を
成じ

ょ
うぜ

ば
、
故ま

こ
とに

小し
ょ
う
ほ補

に
非
ず
。
謝し

ゃ

綱こ
う

使し

、
書
中
に
亦
た
一い

っ

機き

を
露あ

ら

わ
せ
り
。

〈
訳
〉

　

さ
て
こ
こ
で
（
あ
ら
た
め
て
）
私
ど
も
か
ら
お
願
い
が
あ
り
、
非
礼
な
が
ら
懇
願
申
し
上
げ
ま
す
。
正
続
院
と
接
待
処
が
で

き
て
数
年
に
な
り
ま
す
が
、
大
仏
殿
と
蔵
殿
は
ま
だ
備
わ
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
完
成
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
承
天

寺
堂
頭
大
和
尚
が
慈
悲
と
智
恵
の
力
を
運め

ぐ

ら
し
て
広
大
な
施
門
を
開
か
れ
、
こ
の
大
縁
を
成
就
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ま
こ
と
に

甚
大
な
ご
援
助
と
な
り
ま
す
。
謝
綱
使
か
ら
の
書
簡
に
も
格
別
に
い
い
考
え
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

○�

こ
の
前
ま
で
は
、
板
の
受
け
取
り
事
務
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
先
は
新
た
な
寄
付
の
依
頼
で
あ
る
。

○�

茲
来
恃
在
眷
末
、
輒
有
冒
懇
＝
西
尾
氏
訓
、「
茲
に
来
た
り
て
恃
む
こ
と
眷
求

0

0

に
在
り
、
輒
ち
懇
を
冒
す
こ
と
あ
ら
ん

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」。
訳
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に
「
こ
こ
に
至
っ
て
願
う
こ
と
は
心
が
け
て
求
め
る

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
に
あ
り
、
あ
え
て
真
心
に
触
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」。「
眷

末
」
は
、『
仏
光
録
』「
与
聖
一
和
尚
書
」
に
「
某
頓
首
再
拝
、
東
福
堂
上
法
兄
和
尚
禅
師
侍
者
に
上
覆
す
。
…
…
福
山
眷
末

0

0

某
、
頓
首
再
拝
上
復
」
と
あ
る
。「
眷
末
」
は
眷
属
の
末
。
こ
こ
で
は
徳
敷
が
へ
り
く
だ
っ
て
「
法
縁
（
眷
属
）
の
末
端
に

つ
ら
な
る
私
」
と
い
っ
た
も
の
。「
冒
懇
」
は
、『
中
華
近
体
尺
牘
』
巻
二
（
一
八
八
〇
年
、
楽
天
舎
）
に
「
只
得
冐
懇

0

0

祈
、
即

如
数
擲
還
」
と
い
う
例
が
あ
る
。「
た
だ
、
非
礼
な
が
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
即
刻
、
数
ど
お
り
に
お
返
し
い
た
し
ま
す
」。

「
瀆
懇
」
と
い
う
に
同
じ
。「
瀆
懇
」
は
「（
不
敬
な
が
ら
も
）
お
願
い
す
る
」。「
冒
昧
瀆
懇
」
を
略
し
た
も
の
。「
千
板
」
の

寄
贈
を
し
て
く
れ
た
日
本
に
、
三
万
緡
の
人
情
銭
の
支
払
い
を
依
頼
し
、
そ
の
上
で
さ
ら
に
大
仏
殿
と
蔵
殿
の
勧
進
を
す
る

の
だ
か
ら
、
文
字
通
り
の
「
冒
懇
」
で
あ
ろ
う
。

　

�　
「
輒
」
の
訓
に
は
、
①
「
も
っ
ぱ
ら
（
専
）」、
②
「
た
ち
ま
ち
（
忽
然
）」、
③
「
す
な
わ
ち
。
そ
の
た
び
ご
と
に
（
事
に
遭

え
ば
即
ち
然
り
）」、
④
「
た
や
す
く
、
無
造
作
に
」
が
あ
る
。
④
の
用
例
に
、『
漢
書
』
吾
丘
寿
王
伝
「
盗
賊
、
輒た

や
すく

辜つ
み

に
伏

さ
ず
、
免
脱
す
る
者
衆お

お

し
（
盗
賊
不
輒
伏
辜
、
免
脱
者
衆
）」
が
あ
る
。『
禅
林
象
器
箋
』「
閑
人
不
輒
入
榜
」
に
、「『
臥
雲
日

件
録
』
に
云
う
。
察
堂
の
省
西
堂
、
入
寺
、
拠
室
。
閑
人
不
輒
入
（
閑
人
、
輒た

や
すく

入
ら
ざ
れ
）
の
語
有
り
。
之
を
問
う
に
、
省
、

答
え
て
曰
く
、
唐
土
尊
宿
の
室
、
例
し
て
閑
人
不
輒
入
の
榜
を
掲
ぐ
」。
こ
れ
は
「
閑
人
、
輒た

や
すく

入
ら
ざ
れ
」。
今
こ
こ
で
の

「
輒
」
は
、「
本
来
お
願
い
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
深
慮
も
な
く
無
造
作
に
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
。
蘇
軾

「
蕭
朝
奉
に
与
う
る
書
」
に
「
少
事
（
＝
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
）
輙た

や
すく

聞き
き

を
冒お

か

す
、
幸ね

が

わ
く
は
率
易
な
る
こ
と
を
恕ゆ

る

さ
れ
よ
（
少
事

輙0

冒
聞
、
幸
恕
率
易
）」
と
あ
る
。

○�

和
尚
運
悲
智
力
闡
広
大
門
成
此
大
縁
＝
西
尾
氏
訓
、「
和
尚
運
悲
な
る
も

0

0

0

0

0

0

0

、
智
力
闡
広
に
し
て
大
門

0

0

0

0

0

0

0

0

0

此
の
大
縁
を
成
さ
ん
と

0

0

0

0

す0

」、
訳
に
「
和
尚
は
二
回
も
径
山
が
焼
け
る
と
い
う
悲
運
に
遭
っ
て
い
ま
す
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
智
恵
と
定
力
は
深
く
広
く
、
径
山
の
再
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建
と
い
う
大
い
な
る
縁
を
成
就
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
補
修
と
い
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

つ
ま
り
、
こ
の
「
和
尚
」
は
無
準
の
こ
と
と
解
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
今
こ
こ
は
径
山
寺
側
か
ら
東
福
寺
側

に
懇
願
し
て
い
る
文
脈
な
の
だ
か
ら
、「
円
爾
が
悲ひ

智ち

力り
き

を
運め

ぐ

ら
し
て
広こ

う

大だ
い

の
門
を
闡ひ

ら

き
、
此
の
大だ

い

縁え
ん

を
成じ

ょ
うぜ

ば
、
故ま

こ
とに

小し
ょ
う
ほ補

に
非
ず
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
悲
智
力
」
は
『
笑
隠
語
録
』
の
「
文
宗
皇
帝
聖
忌
満
散
蔵
経
上
堂
」
に
「
惟
だ
願

わ
く
は
悲
智
力

0

0

0

を
忘
れ
ず
、
重
ね
て
恵
日
を
開
い
て
昏
を
照
ら
さ
ん
こ
と
を
」。「
闡
広
大
門
」
は
、
友
山
士
偲
『
友
山
録
』

「
無
遺
住
定
恵
山
門
疏
」
に
「
崇
山
峻
嶺
、
闡
広
大
門
風

0

0

0

0

0

、
高
唱
一
曲
龍
吟
、
上
祝
万
年
天
子
」。

○�

故
非
小
補
＝
「
ま
こ
と
に
多
大
な
お
助
け
」
と
い
う
常
套
的
な
表
現
。「
故
」
は
「
ゆ
え
に
」
で
は
な
く
、「
ま
こ
と
に
」。

『
朱
子
語
類
』
に
「
誠
に
小
補
に
非
ず
（
誠
非
小
補

0

0

0

0

）」、『
蘇
軾
文
集
』
に
「
固ま

こ
とに

小
補
に
非
ず
（
固
非
小
補

0

0

0

0

）」。

○�

謝
綱
使
書
中
、
亦
露
一
機
＝
難
解
。
西
尾
氏
訓
、「
綱
使
に
謝
す
書
中
、
亦
た
一
機
を
露
わ
す
」、
訳
に
「
謝
国
明
に
お
礼
を

述
べ
る
手
紙
に
も
、
一
つ
の
よ
い
処
置
を
示
し
た
い
も
の
で
す
」。

　

�　

普
通
に
訓
め
ば
、「
謝
綱
使
、
書
中
に
亦
た
一
機
を
露
わ
せ
り
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ば
、
謝
国
明
が
徳
敷
に
書
簡

を
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
華
亭
を
離
れ
て
い
る
（
径
山
に
帰
っ
て
い
る
か
）
徳
敷
に
（
寧
波
に
い
る
）
謝
国
明
か
ら
手
紙

が
来
た
も
の
か
。

　

�　
「
露
一
機
」
は
、
禅
録
に
「
略
露
一
機
」「
別
露
一
機
」
な
ど
と
出
る
。
師
と
僧
と
の
間
の
禅
問
答
に
お
い
て
示
さ
れ
る

「
は
た
ら
き
」
で
あ
る
。「
略ほ

ぼ
一
機
を
露
わ
す
」
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
が
そ
こ
に
大
き
な
は
た
ら
き
を
示
す
こ
と
で
あ

る
。「
別
露
一
機
」
は
、
格
別
な
は
た
ら
き
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。「
向
上
一
機
」
と
も
い
う
。『
碧
巌
録
』
五
十
二
則
、
頌

の
評
唱
に
「
看
よ
他
の
具
眼
の
宗
師
、
等
閑
に
一
語
を
垂
れ
一
機
を
用
う
る
こ
と
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
鰕か

蜆け
ん

螺ら

蚌ぼ
う

を
釣
ら
ず
、
直じ

き

に
巨き

ょ

鼇ご
う

を

釣
る
。
也
た
妨
げ
ず
、
是
れ
作
家
な
る
こ
と
を
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
さ
り
げ
な
く
（
等
閑
に
）
吐
い
た
一
言
で
、
雑
魚
で
は
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な
く
巨
大
な
ウ
ミ
ガ
メ
を
釣
り
上
げ
る
よ
う
な
、
格
別
の
は
た
ら
き
を
あ
ら
わ
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
�　

今
こ
こ
で
は
宗
旨
上
の
こ
と
で
は
な
く
、
比
喩
的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
格
別
に
い
い
考
え
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
す
で
に
華
亭
を
離
れ
た
徳
敷
（
径
山
に
帰
っ
て
い
る
か
）
に
（
寧
波
に
い
る
）
謝
国
明
か
ら
徳
敷
に
手
紙
が
来
て
、
そ

こ
に
「
格
別
に
い
い
考
え
が
示
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
徳
敷
が
そ
の
「
格
別
に
い
い
考
え
」
の
内
容
に
具
体

的
に
触
れ
て
い
な
い
の
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
謝
国
明
が
帰
国
し
た
の
ち
に
、
直
接
、
承
天
寺
老
師
に
披
露
さ
れ
る
で
し
ょ

う
、
と
い
う
含
み
で
あ
る
。
そ
の
「
一
機
」
と
は
何
か
。
径
山
復
興
の
た
め
の
募
金
に
関
わ
る
こ
と
か
、
あ
る
い
は
日
宋
貿

易
に
関
わ
る
こ
と
か
。
す
で
に
三
万
緡
を
払
う
と
決
め
た
の
だ
か
ら
、
よ
ほ
ど
格
外
の
発
想
、
構
想
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
を
徳
敷
は
禅
語
の
「
露
一
機
」
を
用
い
て
表
し
た
の
で
あ
る
。

﹇
二
︱
八
﹈

疏
頌
一
軸
、
并
老
和
尚
書
信
、
倂
此
申
呈
。
倘
沐
作
成
、
徳
敷
当
效
綿
力
、
以
符
盛
意
。
謾
有
少
信
、
具
于
別
楮
申
献
。
軽
尠

皇
愧
、
戒
存
乃
荷
。
尚
︽
未
︾
間
敢
祈
、
為
道
自
珍
。
中
興
法
社
、
以
副
区
々
之
望
。
伏
乞
尊
詧
。
不
宣
。
徳
敷
咨
目
再
拝
上

覆
承
天
堂
頭
和
尚
尊
属
禅
師
侍
者

疏し
ょ

頌じ
ゅ

一い
ち

軸じ
く

、
并な

ら

び
に
老
和
尚
が
書し

ょ

信し
ん

、
倂あ

わ

せ
て
此こ

こ

に
申し

ん

呈て
い

す
。
倘も

し
作さ

く

成せ
い

に
沐も

く

さ
ば
、
徳と

く

敷ふ

、
当ま

さ

に
綿め

ん

力り
き

を

效い
た

し
て
以
て
盛せ

い

意い

に
符か

な

う
べ
し
。
謾み

だ

り
に
少

し
ょ
う
し
ん信

有
り
、
別べ

っ

楮ち
ょ

に
具つ

ぶ

さ
に
し
申し

ん

献け
ん

す
。
軽け

い

尠せ
ん

な
る
を
皇お

そ

れ
愧は

ず
。

戒
存
せ
ば
乃す

な
わち

荷か

す
。
未
だ
間へ

だ
てあ

ら
ず
、
敢あ

え
て
道ど

う

の
為
に
自じ

珍ち
ん

さ
れ
ん
こ
と
を
祈
る
。
法ほ

う

社し
ゃ

を
中

ち
ゅ
う
こ
う興

し
て

以
て
区く

く々

の
望
み
を
副か

な

え
ん
。
伏
し
て
乞
う
尊そ

ん

詧さ
つ

。
不ふ

宣せ
ん

。
徳と

く

敷ふ

、
咨し

目も
く

再さ
い

拝は
い

し
て
承

じ
ょ
う
て
ん天

堂ど
う
ち
ょ
う

頭
和
尚
尊そ

ん

属ぞ
く
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禅
師
侍じ

者し
ゃ

に
上

じ
ょ
う
ふ
く覆

す

〈
訳
〉

　

こ
こ
に
幹
縁
疏
と
頌
の
一
軸
、
な
ら
び
に
無
準
老
和
尚
の
書
信
を
あ
わ
せ
て
お
送
り
申
し
上
げ
ま
す
。
も
し
ご
配
慮
を
賜
り

ま
す
れ
ば
、
私
徳
敷
は
微
力
な
が
ら
ご
厚
意
に
か
な
う
べ
く
努
力
い
た
し
ま
す
。
ま
た
私
が
謾
り
に
作
っ
た
も
の
を
別
紙
に
記

し
て
お
届
け
し
ま
す
。
軽
薄
な
作
で
あ
る
の
を
恐
れ
恥
じ
る
の
で
す
が
、
お
手
元
に
お
留
め
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
ど
う

か
仏
道
の
た
め
自
珍
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
り
あ
げ
ま
す
。
法
社
を
中
興
し
て
、
私
の
さ
さ
や
か
な
望
み
を
叶
え
た
く
思
い
ま
す
。

伏
し
て
ご
高
察
を
乞
う
。
不
宣
。

○�

疏
頌
一
軸
并
老
和
尚
書
信
倂
此
申
呈
＝
い
わ
ゆ
る
「
山
門
疏
」（
正
し
く
は
幹
縁
疏
）
と
無
準
の
「
板
渡
し
の
墨
蹟
」
と
こ
の

徳
敷
の
尺
牘
と
、
こ
の
三
つ
が
同
時
に
と
ど
け
ら
れ
た
。「
疏
頌
一
軸
」、
幹
縁
疏
は
す
で
に
軸
に
な
っ
て
い
た
も
の
が
届
い
た
。

化
疏
は
そ
れ
を
持
ち
歩
い
て
勧
進
す
る
た
め
の
も
の
だ
か
ら
、
軸
装
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
勧
進
帳
で
あ
る
。

○�

倘
沐
作
成
＝
「
作
成
」
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
に
「
成
全
（
＝
成
就
さ
せ
る
）、
照
顧
（
＝
世
話
を
す
る
、
引
き
立
て
る
）」。「
沐
」

は
、
恩
に
う
る
お
さ
れ
る
、
恩
を
こ
う
む
る
。
も
し
ご
配
慮
い
た
だ
け
れ
ば
。
友
山
士
偲
『
友
山
録
』「
操
上
人
求
偈
」
に
、

「
我
れ
也
た
薄
福
に
し
て
住
持
を
領
す
、
多
く
作
成
情
義
を
蒙
る
こ
と
切
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
我
也
薄
福
領
住
持
、
多
蒙
作
成
情
義
切
）」。

○�

徳
敷
当
效
綿
力
以
符
盛
意
＝
「
綿
力
」
は
微
力
。『
尺
牘
双
魚
』
巻
二
に
、「
愧
綿
力
」。
東
沼
周
厳
「
東
山
建
仁
禅
寺
化
淋

汗
疏
并
序
」
に
「
伏
し
て
望
む
ら
く
は
、
共
に
綿
力
を

0

0

0

戮つ

く
し
て

0

0

0

此
の
浄
縁
を
結
ば
ん
こ
と
を
」。「
效
力
」
は
、
力
を
致
す
、

骨
を
折
る
。「
盛
意
」
は
、
厚
い
思
し
召
し
、
厚
意
。『
蘇
軾
文
集
』
に
「
但
だ
老
懶
に
し
て
学
を
廢
す
、
以
て
盛
意

0

0

を
塞
ぐ
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も
の
無
し
」。

○�
謾
有
少
信
、
具
于
別
楮
申
献
、
軽
尠
皇
愧
、
戒
存
乃
荷
、
尚
︽
未
︾
間
、
敢
祈
為
道
自
珍
＝
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
不
安
定
で
あ

る
。
西
尾
氏
訓
、「
謾
り
に
少
信
有
り
、
別
楮
に
具
す
。
申
献
軽
尠
に
し
て
皇
愧
戒
存
し
、
乃
ち
荷
す
。
尚
お
間し

ば
らく

敢
え
て

道
の
為
に
自
珍
せ
ん
こ
と
を
祈
る
」。

　

�　
「
謾
有
少
信
、
具
于
別
楮
申
献
」
は
、「
謾
り
に
書
し
た
も
の
を
別
紙
で
差
し
上
げ
ま
す
」
と
い
う
こ
と
。
お
そ
ら
く
は
徳

敷
の
詩
文
で
あ
ろ
う
。「
少
信
」
は
、
短
い
手
紙
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
少
信
物
」
と
い
う
に
同
じ
。『
蘇
軾
文
集
』

「
杭
守
に
与
う
」
に
「
聞
兪
主
簿
者
、
附
少
信
物

0

0

0

」
な
ど
と
あ
る
。
音い

ん

信し
ん

（
手
紙
）
に
添
え
る
贈
り
物
の
こ
と
。「
少
」
は
謙

遜
の
表
現
で
、「
わ
ず
か
な
も
の
で
す
が
」「
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
す
が
」
と
い
う
気
味
。「
軽
尠
皇
愧
」、
軽
薄
な
作
で
あ
る

こ
と
を
恐
れ
恥
じ
る
。「
皇
愧
」
は
惶
愧
に
通
用
。

　

�　
「
戒
存
乃
荷
」、「
戒
存
」
の
用
例
は
未
検
。
相
手
が
手
元
に
と
ど
め
置
く
こ
と
を
い
う
ら
し
い
が
、「
戒
存
」
は
不
審
。
対

馬
藩
か
ら
朝
鮮
国
に
出
し
た
外
交
文
書
（『
両
国
往
復
書
謄
』）
な
ど
の
末
尾
に
定
型
的
に
よ
く
見
ら
れ
る
文
に
「
別
幅
雖
薄
、

笑
存

0

0

乃
感
、
不
備
」「
菲
品
（
＝
つ
ま
ら
ぬ
も
の
）
表
信
、
笑
存

0

0

乃
感
、
不
備
」「
土
宜
（
＝
土
産
物
）
雖
薄
、
莞
存
乃
感

0

0

0

0

、
不

備
」「
別
幅
雖
薄
、
莞
存
乃
感

0

0

0

0

、
不
備
」「
菲
儀
附
函
、
笑
存
乃
感

0

0

0

0

、
不
備
」「
薄
件
附
信
、
莞
存
乃
感

0

0

0

0

、
不
備
」「
哂
存

0

0

幸

甚
」
な
ど
と
あ
る
。「
笑
存
」「
莞
存
」「
哂
存
」
で
あ
れ
ば
、
自
ら
へ
り
く
だ
っ
た
表
現
に
な
る
。
な
お
、
こ
こ
に
い
う

「
別
幅
」
は
、
だ
い
た
い
は
七
言
詩
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。「
荷
」
は
、
感
荷
。
あ
り
が
た
い
。

○�

尚
︽
未
︾
間
敢
祈
為
道
自
珍
＝
「
尚
間
」
は
不
審
。
西
尾
氏
は
「
尚
お
間し

ば
らく

」
と
訓
ず
。
書
簡
の
結
部
の
挨
拶
語
と
し
て
は

「
未
間
」
と
い
う
語
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。「
尚
」
と
「
未
」
の
草
書
体
は
近
似
す
る
こ
と
も
あ
る
。「
未
間
」
は
、『
漢
語
大

詞
典
』
に
「
書
信
中
習
用
語
。
指
未
相
見
期
間
、
別
後
」
と
あ
る
。
伝
統
的
は
「
未
だ
間へ

だ
てあ

ら
ず
」
と
か
「
未
だ
間へ

だ

た
ら
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ず
」
と
訓
ず
る
。
こ
の
「
間
」
は
、「
時
間
的
な
へ
だ
た
り
」「
間
隔
」
を
い
う
。「
近
い
う
ち
に
（
お
会
い
で
き
ま
す
よ
う
）」

と
い
う
こ
と
で
尺
牘
の
末
尾
で
常
用
さ
れ
る
。『
蘇
軾
文
集
』
の
書
簡
に
「
未
間

0

0

、
万
冀
自
重
」「
未
間

0

0

、
乞
保
衛
」「
未
間

0

0

、

惟
万
万
為
国
自
重
」
な
ど
と
頻
出
す
る
。『
聖
一
国
師
年
譜
』
四
十
二
歳
の
条
に
載
せ
る
無
準
師
範
尺
牘
の
末
尾
に
も
「
未0

間0

、
切
宜
為
大
法
保
愛
」
と
あ
る
。
ま
た
、
大
慧
宗
杲
の
「
与
無
相
居
士
尺
牘
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
、「
未
間

0

0

、
伏
乞

如
時
珍
重
」
と
あ
る
。「
敢
祈
（
敢
え
て
祈
る
）」
は
「
恐
縮
な
が
ら
、
あ
え
て
願
う
」
と
い
う
、
相
手
へ
の
敬
意
を
含
ん
だ

謙
譲
の
表
現
。『
蘇
軾
文
集
』
に
「
敢
祈

0

0

昭
鑑
」。

○�

副
区
々
之
望
＝
「
区
区
」
は
自
分
の
心
、
気
持
ち
を
謙
遜
し
て
い
う
言
葉
。
朱
子
の
「
芮
国
器
に
与
う
る
書
」
に
「
竊
か
に

聞
く
、
学
政
一
新
し
て
、
多
士
風
動
す
と
。
深
く
区
区
の
望
み
に

0

0

0

0

0

0

副か
な

う0

（
竊
聞
学
政
一
新
、
多
士
風
動
。
深
副
区
区
之
望
）」。

○�

伏
乞
尊
詧
＝
詧
は
察
に
同
じ
。
ご
賢
察
、
ご
高
察
を
乞
う
。

〈
全
訳
〉

　

わ
た
く
し
徳
敷
、
咨し

目も
く

再
拝
し
て
日
本
承
天
寺
の
堂
頭
和
尚
尊
属
禅
師
に
申
し
上
げ
ま
す
。

　

時
は
ま
さ
に
五
月
、
暑
気
い
よ
い
よ
盛
ん
で
あ
り
ま
す
。
恭
し
く
惟お

も
んみ

れ
ば
、（
禅
師
は
）
高
く
（
仏
法
の
鏡
と
い
う
べ
き
）
仏

鑑
禅
師
の
正
法
を
高
く
か
か
げ
、（
中
国
の
無
準
禅
師
と
と
も
に
）
日
本
に
も
（
承
天
寺
和
尚
が
）
そ
の
輝
き
を
表
わ
し
、
承
天
寺

と
い
う
立
派
な
禅
寺
を
、
誉
れ
高
く
董と

う

し
、
僧
俗
の
尊
敬
を
集
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

禅
師
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
私
が
か
つ
て
径
山
で
監か

ん

寺す

の
職
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
時

に
は
、
常
に
お
教
え
を
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
、
お
互
い
に
遠
く
離
れ
る
こ
と
に
な
り
、
早
や
七
年
が
た
ち
、
異
国

に
あ
る
た
め
に
拝
礼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
の
す
べ
て
の
誠
を
傾
け
て
、
朝
夕
に
も
忘
れ
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
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（
さ
て
）
当
寺
の
再
建
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
（
資
金
を
）
維
持
し
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、（
そ
ん
な
折
に
）
我
が
法

縁
の
あ
な
た
が
（
承
天
寺
と
い
う
）
名
刹
に
住
さ
れ
、
無
準
禅
師
の
嗣
法
者
と
し
て
の
名
声
が
い
よ
い
よ
著
わ
れ
、
そ
の
道
望

に
よ
っ
て
（
謝
国
明
と
い
う
）
大
檀
越
を
感
ぜ
し
め
、
大
器
に
入
れ
る
よ
う
な
莫
大
な
布
施
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
ろ
う

と
は
、
思
い
も
し
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
護
法
の
龍
神
も
ひ
そ
か
に
頷
き
、
ま
た
径
山
中
の
僧
た
ち
も
坐
禅
中
に
目
を
見
開
く

ほ
ど
で
す
。
そ
の
御
恩
沢
は
ま
さ
に
帰
す
べ
き
と
こ
ろ
に
帰
し
、
径
山
の
す
べ
て
が
そ
の
福
沢
を
蒙
っ
て
お
り
ま
す
。

　

思
え
ば
、
去
年
の
五
月
に
（
日
本
か
ら
の
）
大
船
が
当
地
に
到
着
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
私
は
平び

ん

江こ
う

に
行
っ
て
、

（
荘
園
の
）
田
畑
の
監
督
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
（
到
着
し
た
船
の
荷
を
受
け
入
れ
る
事
務
を
）
托
す
人
員
を
得
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
（
受
け
入
れ
の
）
処
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、（
板
は
）
こ
の
地
に
数
ケ
月
の
間
留
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
へ
、
こ
の
二
月
に
、
能
上
人
が
綱
首
の
謝
国
明
さ
ん
ら
と
と
も
に
わ
ざ
わ
ざ
来

ら
れ
、（
そ
の
対
応
を
）
私
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
す
。

　
（
私
は
こ
の
対
応
に
）
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
役
所
の
手
続
き
を
経
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。
た
だ
陳
情
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。（
そ
ん
な
事
情
の
中
で
）
人
情
銭
三
万
緡
を
払
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
免
れ
よ
う
の
な
い
こ
と
で
す
。（
そ
の
三
万
緡

は
）
私
が
役
所
か
ら
前
借
り
す
る
形
で
払
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
能
上
人
お
よ
び
諸
公
も
み
な
、
は
っ
き
り
と
そ
の
こ
と
を
承

知
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
船
の
出
帆
の
時
に
な
っ
て
も
、
こ
の
金
子
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
関
係
者
が
と
も
に

役
所
に
来
て
、（
担
当
者
に
）
面
会
し
て
直
接
に
訴
え
、（
前
借
り
し
て
納
め
た
と
い
う
）
証
文
を
作
成
し
、
来
年
の
夏
に
書
信
船
が

来
て
か
ら
渡
す
こ
と
を
約
束
い
た
し
ま
し
た
。（
役
人
の
中
の
）
あ
る
者
は
、
板は

ん

木ぼ
く

（
の
一
部
を
）
抵
当
に
し
（
人
情
銭
分
と
し
）

て
現
物
納
入
し
差
し
引
き
に
す
る
の
は
ど
う
か
と
言
う
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
ま
さ
に
無
準
和
尚
か
ら
託
さ
れ
て
、
こ
の
仕
事
を
受
け
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
謝
綱
使
お
よ
び
諸
公
の
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前
で
、
お
口
添
え
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
の
問
題
の
処
理
が
簡
略
に
進
む
よ
う
取
り
計
ら
う
こ
と
に
努

め
ま
す
。
半
歳
の
の
ち
（
こ
こ
で
証
文
に
書
か
れ
た
）
約
束
に
違
う
こ
と
な
く
、
私
が
税
の
滞
納
者
に
な
ら
ず
に
済
む
こ
と
を
切

に
祈
る
も
の
で
す
。

　

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
板
の
う
ち
、
五
百
三
十
片
は
す
で
に
受
け
取
り
、
径
山
に
着
い
て
お
り
ま
す
。
ほ
か
の
三
百
三
十
片
は

ま
だ
慶
元
府
に
あ
り
ま
す
が
、
ひ
き
つ
づ
き
調
整
し
て
径
山
に
届
く
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。
残
り
の
百
四
十
片
は
ま
だ
届
い

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
事
情
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
こ
こ
で
（
あ
ら
た
め
て
）
私
ど
も
か
ら
お
願
い
が
あ
り
、
非
礼
な
が
ら
懇
願
申
し
上
げ
ま
す
。
正
続
院
と
接
待
処
が
で

き
て
数
年
に
な
り
ま
す
が
、
大
仏
殿
と
蔵
殿
は
ま
だ
備
わ
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
を
完
成
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
承
天

寺
堂
頭
大
和
尚
が
慈
悲
と
智
恵
の
力
を
運め

ぐ

ら
し
て
広
大
な
施
門
を
開
か
れ
、
こ
の
大
縁
を
成
就
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ま
こ
と
に

甚
大
な
ご
援
助
と
な
り
ま
す
。
謝
綱
使
か
ら
の
書
簡
に
も
格
別
に
い
い
考
え
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
幹
縁
疏
と
頌
の
一
軸
、
な
ら
び
に
無
準
老
和
尚
の
書
信
を
あ
わ
せ
て
お
送
り
申
し
上
げ
ま
す
。
も
し
ご
配
慮
を
賜
り

ま
す
れ
ば
、
私
徳
敷
は
微
力
な
が
ら
ご
厚
意
に
か
な
う
べ
く
努
力
い
た
し
ま
す
。
ま
た
私
が
謾
り
に
作
っ
た
も
の
を
別
紙
に
記

し
て
お
届
け
し
ま
す
。
軽
薄
な
作
で
あ
る
の
を
恐
れ
恥
じ
る
の
で
す
が
、
お
手
元
に
お
留
め
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
ど
う

か
仏
道
の
た
め
自
珍
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
り
あ
げ
ま
す
。
法
社
を
中
興
し
て
、
私
の
さ
さ
や
か
な
望
み
を
叶
え
た
く
思
い
ま
す
。

伏
し
て
ご
高
察
を
乞
う
。
不
宣
。
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︻
三
︼
山
門
疏
　
五
島
美
術
館
蔵

　

こ
の
墨
蹟
は
従
来
「
山
門
疏
」
と
呼
ば
れ
て
来
た
。
山
門
疏
と
は
、
新
た
に
住
持
を
迎
え
る
と
き
に
、
寺
（
山
門
）
の
側
か

ら
新
住
持
に
送
る
請
待
の
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
で
分
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
「
勧
縁
疏
」
で
あ

る
。
勧
縁
疏
と
は
、
有
縁
の
人
々
に
勧
め
て
浄
財
を
寄
付
せ
し
め
る
（
勧
縁
）
た
め
に
、
募
縁
の
由
来
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

募
縁
疏
、
化
縁
疏
、
幹
縁
疏
と
も
い
う
。
恐
ら
く
は
こ
の
疏
の
最
後
の
と
こ
ろ
に
「
山
門
疏
（
山
門
、
疏
す
）」
と
書
か
れ
て
い
る

た
め
に
、
こ
の
文
が
山
門
疏
と
し
て
判
断
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
無
準
の
墨
蹟
と
さ
れ
て
来

た
が
、
無
準
が
書
い
た
の
は
署
名
の
部
分
だ
け
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
す
で
に
西
尾
賢
隆
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

江
月
宗
玩
の
『
墨
蹟
之
写
』
元
和
元
年
の
条
に
、
こ
の
墨
蹟
の
写
し
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
釈
文
部
分
は
省
略
し
て
、
江
月

の
所
見
の
部
分
の
み
を
左
に
引
く
。　

　
　

�

此
文
字
、
于
堺
宗
橘
、
被
見
候
、
大
坂
道
仲
之
所
持
也
、
…
…
久
聞
及
事
ハ
、
無
準
ノ
様
ナ
ル
事
ア
リ
、
雖
然
、
語
無
準

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

00

0

0

0

ニ
テ
ナ
キ
乎

0

0

0

0

0

、
如
何
。

　

す
で
に
江
月
の
時
代
か
ら
「
無
準
墨
蹟
」
と
し
て
通
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
江
月
自
身
は
無
準
の
墨
蹟
で
は
な
い
と
見
た

の
で
あ
る
。

　

五
島
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
小
堀
遠
州
の
仲
介
で
加
賀
藩
前
田
利
常
が
、
京
都
東
福
寺
か
ら
金
五
〇
〇
枚
で
購
入

し
た
と
伝
わ
る
」
と
あ
る
。
江
月
が
見
た
も
の
が
現
存
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
な
ら
ば
、「
前
田
利
常
が
東
福
寺
か
ら
購
入
し

た
」
と
い
う
記
録
と
は
齟
齬
す
る
。
東
福
寺
か
ら
出
た
の
は
そ
れ
以
前
の
こ
と
で
、
大
坂
の
道
仲
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
茶
掛
と
し
て
珍
重
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
墨
蹟
の
写
真
は
五
島
美
術
館
の



50

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。https://w

w
w.gotoh-m

useum
.or.jp/ 2020/10/18/08- 126/

臨
安
府
径
山
万
年
正
続
院
、
本
院
開
山
特
賜
仏
鑑
円
照
禅
師
、
昨
蒙
聖
恩
、
宣
押
入
内
陞
座
。
錫
賚
金
帛
幷
五
処
住
持
所
得
施

利
。
就
寺
之
中
途
、
剏
建
接
待
一
所
、
延
接
往
来
雲
衲
、
以
崇
報
上
之
意
。

継
蒙
宸
翰
、
特
賜
万
年
正
続
之
院
。
寺
宇
已
成
、
惟
大
仏
宝
殿
、
法
宝
蔵
殿
、
未
能
成
就
。
謹
持
短
疏
、
仰
扣
大
檀
。
伏
望
開

広
大
心
、
成
殊
勝
事
、
幸
々
甚
々
。

堂
堂
殿
宇
斧
︽
欲
︾
雄
哉
、

須
是
穎
林
梁
棟
材
、

挙
似
知
音
軽
領
話
、

行
看
輪
奐
聳
崔
嵬
。

　
　

今
日　

日
山
門
疏

　
　

頭
首　

徳
洪　

興
能　

徳
清

　
　

幹
縁
都
監
寺　

徳
敷

都
勧
縁
特
賜
仏
鑑
円
照
禅
師　

師
範

臨り
ん

安あ
ん

府ふ
き
ん
ざ
ん
ま
ん
ね
ん
し
ょ
う

径
山
万
年
正
続ぞ

く

院い
ん

、
本
院
開
山
特と

く

賜し

仏ぶ
っ

鑑か
ん

円え
ん

照し
ょ
う禅

師
、
昨

こ
の
ご
ろ、

聖せ
い

恩お
ん

を
蒙こ

う
むり

、
宣せ

ん

押お
う

あ
り
、
入じ

ゅ

内だ
い

陞し
ん

座ぞ

せ
り
。
金き

ん

帛は
く

幷
び
に
五
処
住
持
に
て
得
る
所
の
施せ

利り

を
錫せ

き

賚ら
い

す
。
寺
の
中
途
に
就
い
て
、
接
待
一
所
を
剏そ

う

建け
ん

し
、
往お

う

来ら
い

の
雲う

ん

衲の
う

を
延え

ん

接せ
つ

し
て
、
以
て
上し

ょ
うの

意
に
崇す

う

報ほ
う

す
。
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継
い
で
宸し

ん

翰か
ん

を
蒙こ

う
むり

、
特
に
万ま

ん

年ね
ん

正し
ょ
う
ぞ
く

続
の
院
を
賜
え
り
。
寺じ

宇う

已す
で

に
成
る
も
、
惟た

だ
大
仏
宝
殿
、
法ほ

う

宝ぼ
う

蔵ぞ
う

殿で
ん

、

未
だ
成

じ
ょ
う
じ
ゅ就

す
る
能
わ
ず
。
謹
ん
で
短た

ん

疏し
ょ

を
持
し
て
、
大
檀
に
仰

ぎ
ょ
う
こ
う扣

す
。
伏
し
て
望
む
ら
く
は
広
大
の
心
を
開

い
て
殊し

ゅ
し
ょ
う

勝
の
事
を
成
さ
ば
、
幸こ

う

々こ
う

甚じ
ん

々じ
ん

。

堂
堂
た
る
殿で

ん

宇う

、
雄ゆ

う

な
ら
ん
と
欲
す
る
哉か

な

、

須
ら
く
是
れ
穎え

い

林り
ん

梁り
ょ
う
と
う

棟
の
材
、

知ち

音い
ん

に
挙こ

似じ

し
て
軽か

ろ

く
領り

ょ
う
わ話

せ
し
め
、

行
く
ゆ
く
、
輪り

ん

奐か
ん

、
聳そ

び

え
て
崔さ

い

嵬か
い

た
る
を
看
る
べ
し
。

　
　

今
月　

日　

山
門
疏し

ょ

す

　
　

頭
首　

徳
洪　

興
能　

徳
清

　
　

幹
縁
都
監
寺　

徳
敷

都
勧
縁
特
賜
仏
鑑
円
照
禅
師　

師
範

〈
訳
〉

臨
安
府
径
山
万
年
正
続
院
の
開
山
で
あ
る
特
賜
仏
鑑
円
照
禅
師
は
、
先
に
聖
恩
を
蒙
り
、
宣せ

ん

押お
う

が
あ
っ
て
入じ

ゅ

内だ
い

陞し
ん

座ぞ

さ
れ
た
。

そ
し
て
金
帛
お
よ
び
五
処
住
持
か
ら
得
た
施
利
を
た
ま
わ
り
、
径
山
に
到
る
途
中
に
接
待
所
を
創
建
し
、
そ
こ
で
往
来
の
雲
衲

を
接
待
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
上
意
に
報
い
る
も
の
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
宸
翰
を
頂
戴
し
、
万
年
正
続
の
特
賜
号
を
た
ま
わ
っ
た
。
寺
宇
は
す
で
に
完
成
し
た
が
、
ま
だ
大
仏
殿
と
法
蔵
は
で

き
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
謹
ん
で
短
疏
を
も
っ
て
、
大
檀
那
に
仰
ぎ
乞
う
も
の
で
あ
る
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
広
大
な
る
心
を
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開
い
て
殊
勝
の
大
事
を
成
就
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
甚
だ
幸
甚
で
あ
る
。

堂
堂
た
る
殿
宇
が
（
近
い
う
ち
に
）
雄
大
な
姿
を
表
そ
う
と
し
て
い
る
。

秀
で
抜
き
ん
出
た
人
物
が
林
の
よ
う
に
立
つ
叢
林
よ
り
出
る
、
棟
梁
の
材
た
る
優
れ
た
禅
傑
た
ち
が
、

（
こ
の
計
画
を
も
ろ
も
ろ
の
）
知
音
に
伝
え
、（
こ
の
重
大
な
事
業
を
）
こ
こ
ろ
よ
く
領
掌
さ
れ
、

や
が
て
輪
奐
た
る
堂
宇
が
完
成
し
て
、
高
き
山
の
ご
と
く
聳
え
立
つ
の
を
必
ず
や
看
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

今
日　

日　

山
門
疏
す

　
　

頭
首　

徳
洪　

興
能　

徳
清

　
　

幹
縁
都
監
寺　

徳
敷

都
勧
縁
特
賜
仏
鑑
円
照
禅
師　

師
範

○�

本
院
開
山
特
賜
仏
鑑
円
照
禅
師
＝
仏
鑑
禅
師
号
は
、
嘉
熙
三
年
（
一
二
三
九
）
に
理
宗
か
ら
、
円
照
禅
師
号
は
、
淳
祐
元
年

（
一
二
四
一
）
に
下
賜
さ
れ
た
。

○�

宣
押
＝
朝
廷
か
ら
署
名
さ
れ
た
文
書
が
宣
布
さ
れ
る
こ
と
。

○�

入
内
陞
座
＝
理
宗
皇
帝
に
謁
し
て
陞
座
説
法
す
る
。

○�

錫
賚
＝
錫
も
賚
も
、
た
ま
う
。

○�

五
処
住
持
＝
明
州
清
涼
寺
、
焦
山
、
雪
竇
山
、
阿
育
王
山
を
経
て
径
山
に
住
し
た
。

○�

施
利
＝
『
百
丈
淸
規
左
觽
』「
檀
信
施
利
」
に
、「
檀
越
信
士
の
施
す
所
の
利
養
の
物
な
り
」。

○�

就
寺
之
中
途
＝
径
山
万
寿
寺
に
到
る
中
途
に
。『
径
山
無
準
禅
師
行
状
』
に
「
寺
を
去
る
こ
と
四
十
里

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
、
室
数
百
楹
を
築
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い
て
、
雲
水
を
接
待
す
」。

○�
接
待
＝
接
待
処
の
こ
と
。
茶
湯
も
て
往
来
を
接
待
す
る
場
所
。『
禅
林
象
器
箋
』「
接
待
」
に
、「『
正
宗
賛
』
香
林
遠
禅
師
伝

に
云
く
〈
師
、
後
に
蜀
に
帰
り
、
水
晶
宮
に
於
い
て
往
来
を
接
待
し

0

0

0

0

0

0

茶
湯
す
〉。『
碧
巌
録
』
に
云
く
〈
大
隋
の
真
如
和
尚
、

大
安
に
承
嗣
す
。
後
、
川せ

ん

に
帰
り
、
先
に
堋ほ

う

口こ
う

山ざ
ん

の
路
次
に
於
い
て
煎
茶
し
て
往
来
を
接
待
す
る

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
凡
そ
三
年
。
後
、
方

に
出
世
、
山
を
開
い
て
大
隋
に
住
す
〉」。
接
待
処
は
某
々
の
寺
に
到
る
途
次
に
設
け
ら
れ
た
。

○�

大
仏
宝
殿
＝
仏
殿
の
こ
と
。

○�

法
宝
蔵
殿
＝
経
蔵
と
看
経
堂
を
か
ね
た
も
の
。

○�

謹
持
短
疏
＝
五
山
文
学
の
「
化
疏
」「
募
縁
疏
」
に
よ
く
見
え
る
表
現
。「
謹
持
短
疏

0

0

0

、
徧
扣
十
方
」「
因
袖
短
疏

0

0

0

、
仰
干
豪

檀
」「
仍
製
短
疏

0

0

0

、
仰
于
四
檀
」
と
も
い
う
。『
禅
林
象
器
箋
』
化
疏
に
左
を
引
く
。

　

�　

笑
隠
の
『
蒲
室
集
』「
与
友
人
書
」
に
云
う
、「
不
肖
、
多
く
士
大
夫
と
交
わ
る
。
嘗
て
其
の
言
を
聞
く
〈
僧
と
与と

も

に
往
来

す
る
に
、
毎つ

ね

に
其
の
袖
中
に
物
有
る
こ
と
を
懼お

そ

る
。
便
ち
殺
風
景
な
り
〉。
其
の
疏
を
持
す
る

0

0

0

0

0

を
謂
う
な
り
。
故
に
此
に
五

年
、修
造
已
に
十
に
七
八
は
成
る
。
貧
を
忍
ん
で
自
ら
力つ

と

む
。
未
だ
嘗
て
妄
り
に
人
の
門
に
造い

た

ら
ず
。
頗
る
倔
強
に
似
た
り
」。

　

�　

雲
棲
の
『
竹
窓
三
筆
』
に
云
う
、「
道
者
有
り
、
予
に
告
げ
て
曰
く
、〈
我
が
輩
は
冠
簪
（
＝
士
大
夫
の
い
で
た
ち
。
す
な
わ

ち
俗
人
）、
公
等
は
剃
削
（
＝
剃
頭
姿
。
僧
）。
夫
れ
剃
削
の
者
は
応ま

さ

に
世
を
離
れ
俗
を
絶
す
る
べ
し
。
奈い

か
ん何

ぞ
踵き

び
すを

長
途
に
接つ

い
で
広
く
募ぼ

化け

を
行
な
う
者
の
、
道ど

う

流る

（
＝
僧
侶
）
に
遇
う
こ
と
罕ま

れ

に
し
て
、
恒
に
緇
輩
（
＝
俗
人
）
を
見
る
。
手
に
縁
薄
を

0

0

0

0

0

持
し
て

0

0

0

土
地
神
前
の
判
官
の
如
く
な
る
者
有
り
。
魚
撃
相
応
し
高
歌
唱
和
し
て
因
縁
を
談
説
、
瞽
師
の
者
の
如
き
有
り
。

…
…
清
修
の
法
門
、
或
る
者
玷き

ず
つく

有
る
か
〉。
予
、
以
て
応
ず
る
無
し
」。

　

�　

も
と
も
と
は
、
僧
が
募
縁
疏
を
手
に
持
っ
て
、
広
く
諸
方
に
勧
縁
し
て
歩
い
た
の
で
、
そ
の
な
ご
り
が
残
っ
て
「
謹
持0

短
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疏
」
と
い
う
。

○�
仰
扣
＝
相
手
を
仰
ぎ
、
自
ら
の
頭
を
下
げ
る
（
扣
頭
）。『
百
丈
清
規
』「
祈
晴
切
見
」、「
毎
日
命
僧
諷
誦
経
呪
、
仰
扣

0

0

諸
聖
、

所
冀
祈
求
晴
霽
」。

○�

開
広
大
心
＝
『
仏
光
国
師
語
録
』
建
長
寺
普
説
に
、「
今
日
、
一
翁
長
老
、
三
昧
力
を
施
し
て
広
大
の
心
を
運
ら
し

0

0

0

0

0

0

0

0

、
四
遠

の
貴
人
、
四
遠
の
檀
信
と
共
に
此
の
大
道
場
を
成
就
す
」。

○�

堂
堂
殿
宇
斧
︽
欲
︾
雄
哉
＝
「
欲
」
字
、
従
来
「
斧
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
そ
れ

で
は
意
味
不
通
で
あ
る
。「
斧
」
は
誤
読
で
、「
欲
」
字
の
草
書
体
で
あ
る
。

○�

穎
林
梁
棟
材
＝
「
穎
林
」
は
未
検
。
穎
は
秀
で
抜
き
ん
出
る
。
叢
林
の
中
で
ひ
と

き
わ
抜
き
ん
出
た
棟
梁
の
材
た
る
優
れ
た
禅
傑
た
ち
。

○�

軽
領
話
＝
「
領
話
」
は
、
話
が
分
か
っ
た
と
受
け
入
れ
る
こ
と
。「
軽
」
は
、
軽
易
、
容
易
。

○�

行
看
輪
奐
聳
崔
嵬
＝
「
行
」
字
、
諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』「
行
」
の
項
、
⑩
の
釈
義
に
、「
ま
さ
に
云
々
せ
ん
と
す
、
ま
さ
に

云
々
な
ら
ん
と
す
」
と
し
、
魏
文
帝
「
呉
質
に
与
う
る
書
」
の
「
別
来
、
行
く
ゆ
く

0

0

0

0

復ま

た
四
年
な
ら
ん
と
す
（
別
来
行
復
四

年
）」、
陶
潜
「
責
子
」
詩
の
「
阿
宣
、
行
く
ゆ
く

0

0

0

0

志
学
な
ら
ん
と
す
（
阿
宣
行
志
学
）」
の
例
を
あ
げ
る
。『
漢
語
大
詞
典
』

で
は
、「
副
詞
。
将
、
将
要
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
ま
た
日
本
語
で
は
「
行
」
を
「
ゆ
く
ゆ
く
」
と
訓
じ
、「
行
く
末
に
。

や
が
て
。
将
来
に
。
こ
れ
か
ら
先
に
」
と
い
う
、
副
詞
の
意
味
が
あ
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。

　

�　
「
行
看
」
の
用
例
は
左
の
ご
と
し
。
い
ず
れ
も
「
い
ず
れ
将
来
、
～
な
る
こ
と
を
見
る
だ
ろ
う
」
と
解
し
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

�　

義
堂
周
信
『
空
華
集
』
に
、「
蔭い

ん
り
ょ
う

凉
の
大
樹
、
已
に
凌

り
ょ
う

霄し
ょ
う。

行
く
ゆ
く
看
ん

0

0

0

0

0

0

、
大た

い

厦か

、
材
を
捜

さ
が
し
も
とむ

る
こ
と
急
な
る
こ
と
を

（
蔭
凉
大
樹
已
凌
霄
。
行
看

0

0

大
厦
捜
材
急
）」。
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�　

天
隠
龍
沢
『
翠
竹
真
如
集
』
に
、「
六
十
四
年
、
能の

う

事じ

畢お
わ

れ
り
、
行
く
ゆ
く

0

0

0

0

看
ん
、
龍
子
龍
孫
を
産
す
る
こ
と
を
（
六
十

四
年
能
事
畢
、
行
看

0

0

龍
子
産
龍
孫
）」。

　

�　
「
輪
奐
」
は
、
建
物
の
壮
大
美
麗
な
る
さ
ま
。「
崔
嵬
」
は
、
山
な
ど
が
高
く
嶮
し
い
さ
ま
。

○�

山
門
疏
＝
こ
こ
で
は
「
山
門
（
某
寺
）
が
疏し

る

す
」
と
い
う
意
味
だ
か
ら
、「
山さ

ん

門も
ん

疏し
ょ

」
で
は
な
く
「
山さ

ん

門も
ん

疏し
ょ

す
」
と
訓
ず
る
。

こ
の
場
合
の
「
山
門
」
と
は
、
住
持
以
下
僧
の
全
体
を
い
う
。『
禅
林
象
器
箋
』「
山
門
」
に
、「
又
た
闔か

っ

山さ
ん

の
住
持
已
下
大

0

0

0

0

0

0

衆
を
山
門
と
称
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

者
有
り
。『
勅
修
清
規
』
諸
方
名
勝
の
掛
搭
に
云
う
〈
首
座
、
知
事
等
を
請
じ
て
住
持
批
を
発
し
て
山0

門0

相
送
る
の
意
を
白
す
〉」。

　

�　

旧
解
は
こ
こ
に
「
山
門
疏
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
文
書
を
「
山さ

ん

門も
ん

疏し
ょ

」
と
勘
違
い
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
山さ

ん

門も
ん

疏し
ょ

」
と
は
、
新
住
持
を
迎
え
る
時
に
、
寺
の
側
か
ら
新
住
持
に
送
る
請
待
の
文
疏
の
こ
と
で
あ
る
。『
禅
林
象
器
箋
』「
山

門
疏
」
に
、「
旧
説
（
江
西
説
）
に
曰
く
、
住
持
を
請
ず
る
に
、
山
門
の
疏
は
勧
請
を
敍
し
、
諸
山
の
疏
は
駕
を
促
す
こ
と
を

敍
し
、
江
湖
の
疏
、
道
旧
の
疏
は
賀
を
展
ぶ
る
こ
と
を
敍
す
」。

○�

頭
首
＝
『
禅
林
象
器
箋
』
巻
六
、
職
位
類
上
に
両
班
を
説
明
し
て
、「
朝
廷
の
制
に
文
武
の
両
班
あ
る
如
く
、
禅
林
も
之
に

擬
す
、
故
に
東
西
両
班
あ
り
」
と
。
又
東
序
西
序
と
も
云
う
。
東
序
を
知
事
と
云
い
、
世
法
に
通
達
す
る
者
を
以
て
し
、
都つ

う

寺す

・
監か

ん

寺す

・
副ふ

う

司す

・
維
叢
林
の
熟
者
を
以
て
し
、
首
座
・
書
記
・
蔵
主
・
知
客
・
知
浴
・
知
殿
の
六
頭
首
が
あ
る
。

○�

幹
縁
＝
勧
縁
に
同
じ
。

○�

師
範
＝
こ
の
部
分
の
み
が
、
無
準
に
よ
る
自
筆
署
名
で
あ
る
。
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︻
補
説
︼

一
︑
三
つ
の
墨
蹟
の
書
か
れ
た
年
次
と
︑「
千
板
」
が
届
い
た
年
次

　

三
種
の
墨
蹟
は
い
つ
書
か
れ
て
、
い
つ
日
本
に
届
い
た
の
か
。
三
墨
蹟
に
は
い
ず
れ
も
年
次
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
聖

一
国
師
年
譜
』
で
は
「
板
渡
し
の
墨
蹟
」
を
仁
治
三
年
壬
寅
（
一
二
四
二
）、
師
四
十
一
歳
の
条
に
載
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
径

山
が
火
事
に
な
っ
た
年
次
の
と
こ
ろ
に
、
関
連
記
事
と
し
て
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
三
墨
蹟
と
は
別
に
、『
栗
棘
庵
文
書
』「
円
爾
尺
牘
案
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
又
承
甲
寺
罹
火
厄
」、

径
山
の
火
災
を
知
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
「
謝
国
明
已
為
結
縁
、
欏
木
大
板
一
百
片
、
勝
載
其
□
中
」、
謝
国
明
が
欏
木
の
大
板

一
百
片
を
舶
載
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
最
後
に
「
寛
元
元
年
九
月
」
と
年
次
月
次
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
一
二
四
三
年
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
円
爾
尺
牘
案
」
の
年
次
に
注
目
し
た
の
は
西
尾
氏
で
あ
り
、
氏
は
こ
の
年
次
を
基
準
に
し
て
「
板
渡
し

の
墨
蹟
」
は
淳
祐
五
年
（
一
二
四
五
）
に
日
本
に
将
来
さ
れ
た
、
と
し
て
い
る
（
三
一
頁
）。
し
か
し
、
こ
の
「
円
爾
尺
牘
案
」

が
い
つ
中
国
で
受
領
さ
れ
た
か
を
明
記
し
た
資
料
は
な
い
し
、
ま
た
「
板
渡
し
の
墨
蹟
」
は
「
円
爾
尺
牘
案
」
に
対
す
る
返
書

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
一
二
四
五
年
と
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
墨
蹟
に
記
さ
れ
た
日
時
を
表
わ
す
表
現
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
整
理
し
て
お
く
。

①　

板
渡
し
の
墨
蹟

　

こ
こ
に
は
「
維
時
隆
暑

0

0

」
と
あ
る
か
ら
、
猛
暑
の
最
中
に
書
か
れ
た
と
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
は
旧
暦
六
月
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
「
去
秋
初

0

0

0

、
能
上
人
来
、
收
書
、
且
知
住
持
有
為
況
。
又
荷
遠
念
、
山
門
興
復
重
大
、
特
化
千
板
為
助
」
と
あ
る
か
ら
、
去

年
七
月
初
め
に
千
板
が
送
ら
れ
て
来
た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
し
て
「
朝
廷
以
為
内
地
不
許
抽
解
、
維
持
一
年

0

0

」、
こ
の
一
年
間
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ほ
ど
留
め
ら
れ
て
い
る
。
日
時
に
関
わ
る
表
現
は
以
上
で
あ
る
が
、
肝
心
の
尺
牘
が
書
か
れ
た
年
次
は
わ
か
ら
な
い
。

②　

徳
敷
尺
牘

　
「
維
時
仲
夏
之
月

0

0

0

0

」
と
あ
る
か
ら
五
月
に
書
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
去
歳
五
月

0

0

0

0

、
大
舟
抵
此
」
と
あ
る
か
ら
、
船
が

到
着
し
て
か
ら
一
年
後
に
書
か
れ
た
と
わ
か
る
。

　

そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
「
違
遠
倏
経
七
禩

0

0

0

0

0

0

。
相
距
殊
邦
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
円
爾
が
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
七

年
た
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
「
板
渡
し
の
墨
蹟
」「
徳
敷
尺
牘
」
が
い
つ
書
か
れ
た
か
を
特
定
で
き
る
唯

一
の
根
拠
で
あ
る
。
円
爾
が
帰
国
し
た
の
は
、
仁
治
二
年
［
宋
淳
祐
元
年
］（
一
二
四
一
）
だ
か
ら
、
あ
し
か
け
七
年
な
ら
ば
、

徳
敷
が
尺
牘
を
書
い
た
こ
の
年
は
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
板
渡
し
の
墨
蹟
」
の
要
件
は
「
徳
敷
尺

牘
」
と
同
じ
も
の
だ
か
ら
、
同
じ
時
に
書
か
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
と
も
に
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
に
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。「
山
門
疏
」
に
は
年
次
や
日
時
を
特
定
で
き
る
記
述
は
い
っ
さ
い
な
い
が
、
同
時
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
だ
か

ら
、
や
は
り
同
じ
と
き
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
を
整
理
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

一
二
四
二
年
、
径
山
回
禄
。

一
二
四
三
年
、
九
月
、
円
爾
、
無
準
に
書
簡
を
書
く
。

　
　
　
　
　
　

欏
木
大
板
一
百
片
を
舶
載
し
た
（『
栗
棘
庵
文
書
』「
円
爾
尺
牘
案
」）。

一
二
四
四
年
、
関
連
記
事
な
し
。

一
二
四
五
年
、
関
連
記
事
な
し
。

一
二
四
六
年
、
五
月
、
千
板
を
載
せ
た
船
が
中
国
に
着
い
た
（「
徳
敷
墨
蹟
」）。

　
　
　
　
　
　

七
月
初
め
に
無
準
は
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
（「
板
渡
し
の
墨
蹟
」）。
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一
二
四
七
年
、
四
月
、
徳
敷
、
円
爾
へ
書
簡
を
書
く
（「
徳
敷
墨
蹟
」）。

　
　
　
　
　
　

こ
の
年
の
暑
中
に
、
無
準
は
「
板
渡
し
の
墨
蹟
」
を
書
い
た
（「
板
渡
し
の
墨
蹟
」）。

　

三
墨
蹟
が
日
本
に
届
い
た
年
次
は
依
然
と
し
て
確
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
早
け
れ
ば
一
二
四
七
年
に
、
あ
る
い
は
そ
の
翌

年
一
二
四
八
年
に
は
日
本
に
着
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
︑「
千
板
」
の
内
容
は
何
だ
っ
た
の
か

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
千
板
」
と
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。「
千
板
」
は
無
準
と
徳

敷
の
尺
牘
で
は
「
枚
」
や
「
片
」
と
い
う
量
詞
で
表
現
さ
れ
て
い
た
。「
枚
」
は
、
日
本
で
は
紙
一
枚
、
皿
一
枚
な
ど
と
い
う

よ
う
に
、
平
た
い
も
の
を
数
え
る
量
詞
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
千
板
」
と
い
え
ば
、
千
枚
の
薄
板
を
想
起
す

る
の
だ
が
、
漢
語
の
「
枚
」
は
お
よ
そ
何
に
で
も
用
い
る
量
詞
で
あ
る
。「
百
枚
大
石
」「
橘
一
枚
」「
僧
一
枚
」「
四
五
枚
衲

子
」「
胡
餅
四
五
枚
」「
蝋
燭
六
枚
」「
蝦
蟆
九
枚
」「
花
瓶
四
枚
」「
鉄
剣
三
枚
」「
一
枚
鶏
卵
」
と
い
う
如
し
。
日
本
で
も
、
江

戸
時
代
に
は
駕
籠
を
二
人
で
か
つ
ぐ
こ
と
を
「
二
枚
肩
」
と
い
う
よ
う
に
、
人
に
対
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

「
千
枚
の
薄
板
」
と
い
う
先
入
観
は
ま
ず
は
捨
て
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

中
国
に
運
ば
れ
た
「
千
板
」
は
、
既
に
日
本
で
製
板
さ
れ
た
板
千
枚
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、「
千
枚
」
と
い
う
数
量
は
多

い
の
か
少
な
い
の
か
。
た
と
え
ば
、
現
代
の
建
築
で
五
〇
坪
て
い
ど
の
家
を
作
り
、
内
装
と
外
装
に
標
準
サ
イ
ズ
（
サ
ブ
ロ
ク

板
基
準
）
の
板
を
用
い
る
な
ら
ば
、
一
〇
〇
〇
枚
ほ
ど
は
必
要
に
な
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
サ
イ
ズ
は
別
と
し
て
量
と
し
て
の

一
〇
〇
〇
枚
は
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
し
て
や
中
国
五
山
の
第
一
径
山
興
聖
万
寿
寺
の
復
興
建
築
で
あ
る
。

必
要
と
さ
れ
た
「
板
材
」
の
総
数
は
、
万
ど
こ
ろ
か
そ
れ
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
全
体
数
に
占
め
る
一
〇
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〇
〇
枚
は
、
さ
ほ
ど
多
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
な
る
と
、
問
題
は
量
で
は
な
く
「
千
板
」
の
内
容
と
質
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の
が
、
先
に
引

い
た
『
栗
棘
庵
文
書
』「
円
爾
尺
牘
案
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
い
う
、

　
　

�
又
た
承
わ
る
、
甲こ

う

寺じ

火か

厄や
く

に
罹か

か

る
と
。
三さ

ん

復ぷ
く

疎
（
竦
）
然
た
り
。
切
に
思
う
、
支し

梧ご

し
難
か
ら
ん
と
。
施せ

主し
ゅ

に
縁
有
り
、

謝し
ゃ

国こ
く

明め
い

、
已
に
結け

ち

縁え
ん

を
為
し
、
欏ら

木ぼ
く

の
大
板
一
百
片
、
其
の
□
中
に
勝

こ
と
ご
とく

載
す
。
…
…
情ま

こ
とに

願
う
、
径き

ん

山ざ
ん

の
大
仏
殿
を
補

せ
ん
と
欲
す
（
又
承
甲
寺
罹
火
厄
、
三
復
疎
（
竦
）
然
。
切
思
難
支
梧
。
施
主
有
縁
、
謝
国
明
已
為
結
縁
、
欏
木
大
板
一
百
片
、
勝
載

其
□
中
。
…
…
情
願
欲
補
径
山
大
仏
殿
）」。

　

こ
こ
に
「
欏
木
の
大
板
一
百
片
」
と
い
う
。「
欏
木
」
は
ヤ
マ
ナ
シ
で
あ
る
。
ヤ
マ
ナ
シ
の
木
材
は
寸
法
安
定
性
が
高
く
、

経
年
し
て
も
変
形
や
狂
い
が
少
な
い
の
で
板は

ん

木ぎ

と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
「
大
板
」
と
も
あ
る
の
で
、
こ
の
欏
木
一
百
片
は

刻
本
用
の
板は

ん

木ぎ

の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
円
爾
尺
牘
案
」
で
は
「
又
承
甲
寺
罹
火
厄
」
と
い
い
、「
情
願
欲
補
径

山
大
仏
殿
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
当
面
喫
緊
の
課
題
は
径
山
復
興
工
事
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
資
す
る
材
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
欏
木
の
中
国
へ
の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
藤
田
豊
八
遺
著
、
池
内
宏
編
『
東
西
交
渉
史
の
研
究
』
南
海
篇
（
一
九
四
三
年
、

星
文
館
）
と
い
う
著
作
で
や
や
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
い
う
、

　
　

�

又
た
清
倪
璠
の
神
州
古
史
考
に
、「
其
の
地
に
欏
木
営
、
欏
木
橋
有
り
（
こ
の
部
分
、
芳
澤
補
）。
之
を
前
史
に
考
す
る
に
、

欏
木
は
日
本
国
の
献
ず
る
所

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
銭
王
、
石
を
臥
し
て
塘つ

つ
みを

為つ
く

り
、
中
を
貫
く
に
鉄
を
以
て
し
、
大
木
で

0

0

0

樁く
い

を
為つ

く

る
。
功
、

神
禹
に
亞つ

ぐ
。
後
人
、
修
治
、
時
を
失
し
、
漸
次
剝
蝕
し
、
潮
水
衝
激
し
、
合
抱
の
大
樁
、
天
に
参
じ
て
抜
起
す
。
土
人
、

木
を
盗
ん
で
、
截
っ
て
器
血
を
作
る
。
文
理
奇
緻
な
り

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

。
乃
ち
知
ん
ぬ
、
即
ち
昔
の
所
謂
ゆ
る
欏
木
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
其
地
有
欏
木
営
、

欏
木
橋
。
考
之
前
史
、
欏
木
日
本
国
所
献
。
銭
王
臥
石
為
塘
、
中
貫
以
鉄
、
大
木
為
樁
。
功
亜
神
禹
。
後
人
修
治
失
時
、
漸
次
剝
蝕
、
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潮
水
衝
激
、
合
抱
大
樁
、
参
天
抜
起
。
土
人
盗
木
、
截
作
器
血
、
文
理
奇
緻
。
乃
知
即
昔
所
謂
欏
木
也
）」（
二
一
九
頁
、
ル
ビ
芳
澤
）。

　
『
神
州
古
史
考
』
は
清
代
の
康
熙
年
間
の
倪げ

い

璠は
ん

に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
地
方
志
で
、
書
か
れ
て
い
る
の
は
杭
州
府
に
つ
い
て
の

記
録
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
「
合
抱
大
樁
、
参
天
抜
起
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
一
抱
え
も
あ
る
（
合
抱
）
大
木
の
杭
が
、

天
に
届
か
ん
ば
か
り
に
（
参
天
）
聳
え
起
っ
て
い
る
（
抜
起
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
塘つ

つ
みが

壊
れ
て
も
残
っ
て
い
た
欏
木
（
ヤ
マ
ナ

シ
）
の
巨
木
の
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
人
々
は
そ
れ
を
盗
み
取
っ
て
来
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
美
し
い
器
物
に
仕
上
げ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。

　

藤
田
氏
は
つ
づ
い
て
い
う
、

　
　

�

欏
木
は
沙
欏

0

0

0

0

0sala

木
で
琉
球
に
産
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
ふ
が
、
宋
時
此
地
方
に
堅
緻
の
木
材
を
日
本
か
ら
輸
入
し
た
所
伝
が
あ
り
、

即
ち
放
翁
家
訓
に
「
四
明
臨
安
、
倭
船
時
到
、
用
三
十
千
、
可
得
一
佳
棺
」
と
も
あ
る
か
ら
、「
欏
木
日
本
所
献
」
と
い

へ
る
は
、
或
は
信
ず
る
に
足
る
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
し
て
此
等
船
舶
の
下
碇
し
た
港
は
多
分
明
州
即
ち
寧
波
で
あ
つ
た
ら

う
」（
二
一
九
頁
）。

　

こ
こ
に
「
欏
木
は
沙
欏
木
で
琉
球
に
産
す
る
」
と
い
う
の
は
誤
り
で
、
沙
欏
木
は
ヘ
ゴ
科
の
大
型
シ
ダ
植
物
で
ヤ
シ
の
木
に

似
た
も
の
で
、
欏
木
と
は
別
物
で
あ
る
。「
截
っ
て
器
血
を
作
る
。
文
理
奇
緻
な
り
」
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
は
ヤ
マ
ナ
シ
の
特

徴
で
あ
る
。「
放
翁
家
訓
」
の
意
味
は
「
四
明
（
寧
波
）
や
臨
安
（
揚
州
）
に
倭
船
が
入
っ
て
来
れ
ば
、
銭
三
十
貫
も
使
え
ば
、

（
日
本
の
材
木
で
作
っ
た
）
立
派
な
棺
材
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
棺
材
が
欏
木
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。

　

ま
た
、
同
書
の
「
宋
代
輸
入
の
日
本
貨
に
つ
き
て
」
の
章
に
い
う
、

　
　

�

我
が
日
本
よ
り
宋
時
支
那
に
輸
入
せ
し
貨
物
所
謂
舶
貨
は
趙
汝
适
の
諸
蕃
志
倭
国
条
に
、
多
産
杉
木
羅
木

0

0

0

0

、
長
至
十
四
五

0

0

0

0

0
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丈0

、
径
四
尺
余

0

0

0

0

、
土
人
解
為
枋
板

0

0

0

0

0

0

、
以
巨
艦
搬
運
、
至
吾
泉
貿
易

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

と
見
え
、
羅
濬
等
撰
述
の
宝
慶
四
明
志
巻
六
に
拠
れ
ば
、

日
本
即
倭
国
、
地
極
東
、
近
日
所
出
、
最
宜
木
（
＝
最
も
木
に
宜
し
く
）、
率
数
歳
成
圍
（
＝
率お

お
むね

数
歳
に
し
て
圍
を
成
す
）、

…
…
と
い
ひ
、
…
…
松
板
、
杉
板
、
羅
板

0

0

を
挙
げ
、
な
ほ
松
板
に
注
し
て
「
文
細
密

0

0

0

、
如
刷
糸
而
瑩
潔
最
上
品
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い

へ
る
が
、
こ
は
羅
板
の
注
の
偶
々
松
板
の
下
に
混
入
せ
し
な
る
べ
し
。
而
し
て
此
等
の
舶
貨
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
南
宋

理
宗
の
宝
慶
年
間
（A.D

. 1225– 1227

）
四
明
即
ち
今
の
寧
波
に
輸
入
せ
ら
れ
た
る
な
り
」（
四
九
三
頁
）。

　
『
諸
蕃
志
』
は
、
泉
州
の
市
舶
司
（
＝
税
関
の
長
）
を
務
め
た
趙

ち
ょ
う

汝じ
ょ

适か
つ

（
一
一
七
〇
～
一
二
三
一
）
の
編
著
で
、
一
二
二
五
年
こ

ろ
成
立
、『
宝
慶
四
明
志
』
は
羅ら

し
ゅ
ん濬

撰
で
、
宝
慶
二
年
（
一
二
二
六
）
に
成
立
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、「
板
渡
し
」
が
行
わ
れ

た
時
代
の
も
の
で
、
そ
こ
に
日
本
か
ら
の
木
材
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
記
述
が
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
た
だ
し
、
右
に
い

う
「
羅
木
」
は
本
草
学
、
名
物
学
的
に
は
諸
説
が
あ
り
、
日
本
の
ヒ
ノ
キ
と
す
る
の
が
正
し
い
よ
う
に
思
え
る（
3
）。
羅
木
と

欏
木
と
の
同
異
は
さ
て
お
い
て
、
こ
の
時
代
に
、
巨
木
を
産
す
る
日
本
か
ら
巨
材
が
輸
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注（
3
）	

宋
周
密
『
癸
辛
雑
識
続
集
』
に
、「
倭
人
の
所
居
、
悉
く
そ
の
国
所
産
の
新
羅
松

0

0

0

を
も
っ
て
こ
れ
を
為
す
。
即
ち
羅
木
な
り

0

0

0

0

0

0

。
色

白
う
し
て
香
る
、
仰
塵
（
＝
天
井
）
地
板
（
＝
床
板
）、
皆
な
是
な
り
。
復
た
塗
る
に
香
を
以
て
す
。
其
の
室
に
入
る
と
き
は
則
ち

芬
郁
常
に
異
な
る
（
倭
人
所
居
、
悉
以
其
国
産
新
羅
松
為
之
。
即
今
之
羅
木
也
。
色
白
而
香
、
仰
塵
地
板
皆
是
也
。
復
塗
以
香
。
入

其
室
則
芬
郁
異
常
」。

	

　

新
井
白
石
『
東
雅
』
十
六
、
樹
竹
、
檜
の
条
に
、「
或
人
、
癸
辛
雑
識
に
、
倭
国
所
産
、
即
今
之
羅
木
也
と
見
え
し
事
を
、
新
羅

松
は
剔
牙
松
な
り
、
此
方
処
々
こ
れ
有
り
と
い
ふ
。
新
羅
松
の
如
き
、
此
方
に
も
あ
り
ぬ
れ
ど
、
本
国
の
人
の
所
居
、
悉
く
こ
れ
を

も
て
屋
材
と
す
べ
き
ほ
ど
、
多
か
る
も
の
に
は
あ
ら
ず
、
彼
に
し
て
日
本
羅
木
と
い
ふ
事
の
聞
こ
え
る
始
め
は
、
宋
高
宗
南
渡
の
後

に
、
日
本
羅
木
を
も
て
翠
寒
堂
を
建
給
ひ
し
と
、
南
宋
宮
殿
記
に
見
え
し
こ
そ
始
な
り
け
れ
。
彼
に
し
て
羅
を
も
て
呼
び
し
木
も
少
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か
ら
ず
。
陸
磯
詩
疏
に
、
極
一
名
赤
羅
と
見
え
し
。
…
…
浙
江
省
通
志
、
汴
州
府
志
、
閩
書
に
見
え
し
欏
木
、
又
癸
辛
雑
識
に
羅
木

と
云
し
が
如
き
是
也
。
翠
寒
堂
の
材
、
夫
等
の
者
に
異
な
る
が
故
に
、
其
物
を
わ
か
つ
べ
き
た
め
に
こ
そ
、
日
本
羅
木
と
は
云
ひ
た

る
ら
め
。
そ
の
羅
と
云
ひ
し
は
、
埤
雅
に
、
檖0

一
名
羅

0

0

0

と
い
ふ
事
を
釈
し
て
、
其
文
細
密
如
羅
、
故
曰
羅
也
、
と
い
ひ
し
が
如
く
に
、

此
樹
そ
の
文
細
密
如
羅
な
り
け
れ
ば
、
か
く
名
づ
け
い
ふ
。
ま
た
此
樹
歳
寒
を
凌
い
で
、
色
を
落
さ
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
其
材
を
得

て
建
て
ら
れ
し
堂
を
翠
寒
と
は
名
づ
け
ら
れ
し
な
る
べ
し
。
さ
ら
ば
其
の
羅
木
と
い
ふ
も
の
は
、
我
国
に
い
ふ
所
の
ヒ
ノ
キ
即
是
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

り0

と
ぞ
見
え
け
る
」。

	

　

新
井
白
石
は
『
癸
辛
雑
識
続
集
』
が
羅
木
は
新
羅
松
で
あ
る
と
す
る
の
を
批
判
し
、
羅
木
は
ヒ
ノ
キ
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

	

　

井
岡
元
泉
『
毛
詩
名
物
質
疑
』
巻
之
三
、
木
部
の
檖
に
、「
檖
ハ
即
本
草
ノ
鹿
梨
ナ
リ
。
ア
リ
ノ
ミ
ト
云
。
樹
葉
、
梨
ト
一
般
ニ

シ
テ
葉
下
ニ
寸
許
ノ
刺
ア
ル
ヲ
異
ト
ス
、
実
小
ニ
シ
テ
棗
ノ
如
シ
、
味
渋
シ
テ
食
ベ
カ
ラ
ズ
、
煠ゆ

で

テ
食
故
ニ
、
ユ
デ
ナ
シ
ノ
名
ア
リ
、

冬
ニ
至
リ
、
ヨ
ク
熟
シ
タ
ル
ハ
、
煠
ズ
シ
テ
食
ウ
ベ
シ
、
然
レ
ド
モ
渣
滓
多
シ
テ
、
口
ニ
佳
ナ
ラ
ズ
、
唐
山
ニ
テ
ハ
、
材
用
ト
ナ
ス

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

、

木
理
羅
ノ
如
シ

0

0

0

0

0

0

、
故
ニ
欏
木
ト
云

0

0

0

0

0

0

、
倭
欏
草
欏
ノ
二
種
ア
ル
コ
ト
、
事
物
紺
殊
格
、
古
要
論
等
ニ
ミ
ヘ
タ
リ
、
宋
高
宗
、
日
本
ノ
羅

木
ヲ
以
テ
翠
寒
堂
ヲ
建
ト
云
コ
ト
、
周
公
謹
ガ
増
武
林
旧
事
ニ
見
ユ
」。

　
『
諸
蕃
志
』
に
い
う
「
長
至
十
四
五
丈
、
径
四
尺
余
」
は
、
換
算
す
れ
ば
、
長
さ
お
よ
そ
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
二
八
セ
ン

チ
あ
ま
り
に
な
る
。
こ
れ
は
板
の
サ
イ
ズ
を
い
う
の
で
は
あ
る
ま
い
。「
日
本
の
山
に
は
杉
や
羅
木
（
ヒ
ノ
キ
）
が
あ
り
、
成
長

す
れ
ば
長
至
十
四
五
丈
、
径
四
尺
余
に
も
な
る
。
そ
れ
を
山
か
ら
切
り
出
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
泉
州
の
市
舶
司
（
税

関
）
の
役
人
だ
っ
た
趙

ち
ょ
う

汝じ
ょ

适か
つ

が
、
日
本
の
森
林
の
事
情
を
伝
え
聞
い
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
に
出
る

「
枋
板
」
と
は
厚
板
も
し
く
は
角
材
の
こ
と
で
あ
る（
4
）。

注（
4
）	

『
漢
語
大
詞
典
』
に
「
枋
板
」
の
項
目
は
な
く
、「
枋
」
に
「
堤
防
を
築
く
の
に
用
い
る
大
木
の
杭
（
築
堤
堰
用
的
大
木
桩
）」、
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「
二
本
の
柱
を
つ
な
ぐ
角
材
（
両
柱
之
間
起
聯
系
作
用
的
長
形
木
材
）」
と
あ
る
が
要
領
を
得
な
い
。『
支
那
省
別
全
誌
』（
東
亜
同
文

会
編
纂
発
行
、
一
九
二
〇
年
、
全
十
八
巻
）
第
十
六
巻
の
第
五
編
林
産
業
、
第
五
章
伐
木
及
運
材
に
、
貴
州
の
山
中
か
ら
木
材
を
運

び
出
す
際
に
造
る
筏
の
詳
細
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。「
一
は
大
棑
（
＝
大
い
か
だ
）
と
呼
び
、
剥
皮
せ
る
大
丸
太
を
其
底
と
し
、
角0

材
厚
板

0

0

0

等
を
其
面
上
に
排
列
す
る
も
の
と
す
」
と
あ
り
、「
大
条
木
（
＝
剥
皮
せ
る
大
丸
太
の
こ
と
）
三
十
六
枝　

六
丈
余
」「
枋
板

0

0　

二
、
三
百
件　

二
丈
四
、
五
尺
」（
五
三
六
頁
～
）
な
ど
と
あ
る
。「
枋
板
」
は
厚
板
、
も
し
く
は
角
材
で
あ
る
。
そ
し
て
「
枋
板
な

る
も
の
は
多
く
造
船
用
材
及
び
家
屋
建
築
用
材
に
」
す
る
と
あ
る
。
こ
れ
は
清
代
の
報
告
で
あ
る
が
、「
枋
板
」
の
義
は
変
わ
っ
て

い
な
い
だ
ろ
う
。

　

日
本
で
山
か
ら
切
り
出
し
た
巨
木
を
「
枋
板
」
と
い
う
厚
板
も
し
く
は
角
材
に
加
工
し
、
そ
れ
が
巨
船
で
泉
州
に
運
ば
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　
『
宝
慶
四
明
志
』
で
い
う
「
木
目
は
細
密
で
刷
毛
の
よ
う
に
き
め
細
や
か
で
、
瑩た

ま

の
よ
う
に
光
り
輝
く
、
最
上
品
で
あ
る
（
文

細
密
、
如
刷
糸
而
瑩
潔
最
上
品
也
）」
は
、
ヒ
ノ
キ
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
、
ヤ
マ
ナ
シ
も
ま
た
、
そ
の
硬
さ
と
仕
上
が
り

の
美
し
さ
か
ら
、
木
工
品
・
工
芸
品
、
家
具
な
ど
精
密
切
削
を
要
す
る
も
の
に
も
用
い
ら
れ
る
高
級
材
で
あ
る
。

　
「
千
板
」
は
径
山
復
興
建
築
の
装
飾
部
分
な
ど
に
使
用
す
る
硬
木
な
ど
の
特
殊
材
や
良
質
の
ヒ
ノ
キ
材
な
ど
が
、
一
次
加
工

を
加
え
た
枋
板
と
い
う
厚
板
の
状
態
で
、
し
か
も
三
艘
の
巨
船
で
運
ば
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
重
量
も
か
な
り
の
も
の
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
一
人
二
人
で
運
べ
る
よ
う
な
薄
板
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
万
緡
と
い
う
巨
額
の
人
情
銭
を
渡

す
こ
と
に
し
た
の
だ
か
ら
、「
千
板
」
に
は
そ
れ
に
見
合
う
価
値
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、「
円
爾
尺
牘
案
」
に
い
う
「
欏
木
の
大
板
一
百
片
」
と
「
板
渡
し
の
墨
蹟
」
に
い
う
「
千
板
」
と
の
関
係
で
あ
る
。

「
欏
木
一
百
片
」
は
「
千
板
」
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
別
の
も
の
か
。
前
に
見
た
よ
う
に
、「
欏
木
一
百
片
」
を
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舶
載
し
た
の
は
一
二
四
三
年
九
月
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
中
国
に
着
い
た
か
を
明
確
に
示
す
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

　
「
徳
敷
尺
牘
」
の
「
去
歳
五
月
、
大
舟
抵
此
」
は
「
千
板
」
が
中
国
に
届
い
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
既
に
考
証

し
た
よ
う
に
一
二
四
六
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
欏
木
一
百
片
の
舶
載
」
と
「
千
板
の
到
着
」
間
に
は
二
年
八
ヶ

月
も
の
空
白
期
間
が
あ
る
。

　
「
欏
木
一
百
片
」
が
「
千
板
」
の
内
数
に
含
ま
れ
る
な
ら
ば
、「
欏
木
一
百
片
」
は
日
本
の
博
多
あ
た
り
に
二
年
八
ヶ
月
も
と

ど
め
置
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
径
山
側
の
緊
急
性
を
鑑
み
れ
ば
、「
欏
木
一
百
片
」
は
「
千
板
」
よ
り
も
先
に
届
け

ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
そ
の
後
の
二
年
八
ヶ
月
の
間
に
、
さ
ら
に
良
質
な
（
そ
の
中
に
は
欏
木
も
再
び
入
っ
て
い

た
か
も
知
れ
な
い
）
巨
材
を
さ
が
し
集
め
た
も
の
、
そ
れ
が
「
千
板
」
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。


